ero きっ と 見 つか る 私 の 旅 。 
6 内 (の) 2 
N 0/ 人 人 品 m っ 近 っ 


2023 2024 年 3 月 


MA プラ クン ズ ツ 計 で 公 角 ぐ 
| 


っ 日 1 ) 
1 まな すま た は | 
た は | / - 
あか し あ 」 | ヶ . 催 FOB 


FE 


| | さそ また は いし か り ] 
妃 フェ リー * 


イメ ニ 
Tp まま た は せっ っ] 6 7 多彩 な 観光 地 へ ご 案内 !! 
N N に sm @ 天 


前 松 が 茂る 美 じい 砂 
明 8 
ノ の よう に 見 えま す 。 


フェ リー さん ふら わ : 
「 さ つま また は きり し ま ] 


で 30 は 天光 に リ ェ 入場 の 隙 に 
お 待ち いた だ く 場 合 が ど ざ いま す , 


商 産 観光 バ 中 央 観光 (12:30 一 13:00 発 ) = 大 阪 ・ 際 2005MS00 
了 人 右 交 バ ス ま た は 同 港 ) (フェ リー さん ふら わあ ) 一 船 中 


タ | 

ー ー ー 志 (7:40 こ 9:00 和 = 有 和 所 (人 を 

船内 は 個室 を ご 用 意 | EC MO (用 し た コー スラ ン 
い : ガ の 

由縁 鹿 日 本 一 周 紺碧 の 船旅 |@ Sim 還 ま た は - 大 屋 了 | 

人 = 大間 も 和則 1 最多 で 人 的 1202 


*※ お 約 昌 は P.41 を 還 ウ 拓 M 


に 


= 新 門司 港 (18:3020:00 出 港 )-( 販 九 フ ェ リー) 船 中 ( 泊 ) 番 曰 急 


お ひと り 様 旅行 代金 当 罰 語 19 日 E 語 25 日 B の 出発 | 記 
(2 名 1 室 ) 26 万 各 肖 中 司 23 日 男 司 26 晶 催行 決定 神戸 港 (7:00 830 入 港 ) = 花水木 (昼食) … 出 石 永楽 館 = 天 橋立 


ホテ ル に て 夕食 と 温泉 を 船 中 日 本 海 を 優雅 に し フルー ジン グー 小樽 港 (203021:00 
お 楽し みく だ さい 閣 =( タ クシ ー)= 湯 オー セン ト ホ テ ル 小村] 人 


由 散 策 ・ 自 由 昼食 / 約 180 分 ) ニ 札 幌 大 通り 4! 隊 の 観光 地 を 目 
由 淫 策 ) ニ 富良野 ・ 新 富良野 プリ ンス ホテ ル ( 泊 ) 【A】 [洋室 ] 科 日 較 


港 


ン パ ー ナ 六花 亭 


橿 日 

詳し く ほ は 

員 5 の に より 3023 和 SB から 人 コロ テウ イル ス 財 の と の 人 軒 コ けが [2 舌 相 当 ] か ら 季 節 性 イン フル エン ザ な ど と 同じ 「5 類 ] に を けし まし か これ に 伴い 、 gm 国 
ツ た これ に . ン ア 」 


・ 検 査 パ ッ 前 の PCR 栓 査 ・ 

提 枝 時 に 関係 く ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう に な り まし た ・ an 

を た だ し 、 和 人 | の 財 用 半 に お いて 林 ・ 和 人 事 から ジ の 求め が ある ツア ー は 参加 条件 また は 割 終 件 に ワ フ チン ・ 検 査 パ ッ ケー ジ を 髄 用 する 場合 
さい ます 。 必 ず 宮 ツアー の 人件] 了 生 を ご 埋 認 の うえ お 込み くだ さい 詳し く 有 は 当社 ホー ムペ ー ジ を ご 人 昭 く だ さい 


[ 【 安 心 コ ー ル に つい て 】 2023 年 5 月 8 日 出発 より 、 安心 コー ル (ご 出発 日 の 1 2 党 業 日 前 を めど に 行う TD [ 氷 乗 員 ] か ら 代表 者 様 へ の ご 挨拶 の 電話 ) は 募集 書面 や 各種 ご 案内 書面 な ど に 安心 コー 
| ルル の 記載 が ある ツア ー の み 実 施し て お り ま す 。 弊 社 の 営業 時 間 内 (平日 17 :30 ま で ) に 羅 が ら な い 場 合 や ご 不在 時 な ど は ご 連絡 で きか ね る 場合 も ちり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 花 や 紅葉 の 見 ご ろ は 気候 な ど に より 前 後 し ます ※ こ の ペー ジ の 企画 - 実 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 
ra] - コー ス 内 容 の 確認 は web で 
re 近鉄 ルー フラ プ ' ツ ー リ ズム 株 式 会 社 レラ ルー リズ ム 可 和 | 険 


EE 


Qtmm 半 件 ・h 陽 器 環 ・ 半 誕 
和民 隊 生 サ 9ー さ ※ 


本 
・ 計 麗人 す S 旨 可 r い 


共 よ うに 見 える こと か ら 別 名 「 舞 鍋 城 ] と 


「 旅 'smart( た び ス マー ト )」 と は 団体 
旅行 の 「 楽 で 安心 ] と 個人 旅行 の 「 自 
貼 で 気楽 」 の 両方 の 特長 を 備え た ク 
ラブ ツー リズ ム の 新しい 旅 の カタ チ 
で す 。 個人 で は 行き に くい 観光 は ク 
ラブ ツー リズ ム が ご 案内 。 ご 用 意 し 
て いる 自由 行動 時 は お 客 様 の 目的 に 
合わ せ て 、 例 えば お 好み の 地元 の お 

* 安 抽 * 気 食事 を 楽し む な ど 自由 に お 過ごし い 
楽 で 安心 、 自 由 で 気まま た だ け ま す 。 また コー ス に よっ て は 
オプ ショ ナル ツア ー で 過ごし 方 の ご 
提案 を し ます 。 


「 旅 ' smart」 の 旅 の イメ 
E 島 目的 地 へ 移動 E 企 出発 まで 自由 


列車 や 飛行 機 な どの ご 案内 は | 旋 - ー 宿 周 辺 の 自由 散策 な ど へ 。 帰 

TD (添乗 員 ) が サポ ー ト し ます 。 周辺 観光 や 湯 め \ り 、 、 ア クティ ティ な ど へ 各自 で お 出かけ 路 も TD (添乗 員 ) が サポ ー ト 。 
、 くだ さい 好み に 合わ せ て 地元 の お 食事 な ども 楽 し め ま す 

還 財 ツア ー に 参加 


TD( 浅 乗員) 同行 で 個人 で は 行 
き に くい 観光 地 な ど に ご 案内 。 
【 観 光 地 の 一 例 】 

* 婁 道 が 心配 な 「 白 川 郷 ( 冬 )」 
・ マ イカ ー が な いと 不便 な 

「 旭 山 動 物 園 ] な ど 


は り 


クラ ブツ ー リ ズム た びす ま ー と [検索 


コー ス 番 号 75150-C26 国 1 名 回 14 名 回 不可 固 同 行 回 な し 祐徳 邊 動車 同等 (1・3 日 目 ) 


平戸 ・ 唐 津 ・ 福 岡 * 柳 川 朋 下り も お 楽し み 
同 1 気まま に 楽し む 長 崎 


は し ま )」 ら 街中 を 練り 歩き 、 死 者 の 魂 を 吊っ て 極 
楽 浄土 へ 送り 出す 精霊 流し を 行い ます 


ーー ン ※ 自 由 行 動 中 に か か る 費用 は お 客 様 ご 負担 と な り ます 


訓 60.900-119,900 


無 還 69.900 円 、 〇 印 74.900 円 、 ロ 印 1 19.900 円 
出発 日 ⑳ 日 4|・⑳ 日 24 日 


東西 に 伸び る 松原 が 両翼 を 広げ た 玲 の | 
も 呼ば れ て いま す 。 


名 古屋 (7:00 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 博多 = 太宰 符 天満 宮 
1 (自由 参拝 ・ 自由 昼食 ) ニ 柳川 (風情 ある 街並み を 舟 下り )= 長 崎 ・ 長 
崎 パ スタ ル ホ テル また は 同等 ( 泊 ) 回 眉 回 


2 長崎 …〈 終 日 フリ ー ノ 各自 自 由 行 動 を お 楽し みく だ さい 〉… 長 崎 ・ 長 
崎 パ スタ ー ミ ナル ホテ ル ま た は 同等 ( 泊 ) 右 晶 日 


用 下り は 天候 等 に より 

中 止 と な る 場合 が あり ます ュー 長崎 = 平戸 (寺院 と 教会 の 見 える 風景 )= 平 戸 (昼食 ) = 唐津 城 ( 天 
市 地 の 至る と ころ に 揚 拓 が 他 び て 思 叶 代 か ら 江 ど 時 代 初 甚 に が け て 全 * || 守 間 和 場 )= 捕 多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:00 一 22:50 
いる こと か ら 「 水 郷 ) と し て 有名 で す 。 し まし た 。 ー 薦 ) 軸 屋 昌 


の =f 和 粒 ン メー 中 の 加 わ め ト ラブ ル の 除 に 当社 が 人 速 に 対応 させ て いた だ く た め 、 
ツア ー 参 加 者 の ご 家族 や ご 友人 な ど 連 絡 が つなが りや すい 方 の お 名 前 @ 電 話 番号 の 事前 登録 を いた だ いて お り ます 。 
力 の お 願い お 電話 で の 予約 前 に ご 準備 いた だ ける と スム ー ズ に ご 予約 いた だ け ます の で 、 何 座 ご 支 力 を お 願い 中 し 上 げ ます 。 


通 演 ※ 。d 放 ご 層 革 こと me 守 薄 基本 (ttmS 潤 藻 さ 計 ※ 


メー サ 幸 龍二 本 1 詳 法 


長崎 港 の 南西 お よそ 1 9km の 海上 に あ Se 作り した を な が 5 


NG こ ふ へ ろ 半 主 潤 帳 ※。 村 引 き 計 


コー ス 番 号 74513-C26 目 1 名 回 15 名 回 不可 


2.3 日 目 は ホテ ル に 生 牧 を 預け て フリ ー タ イム を お 宗 し み ) 
個人 で は 行き に くい 洛 北 の 紅葉 スポ ッ ト 「 大 原 」 に ご 案内 
京都 駅 直結 ホテ ル 巡 泊 気まま に 楽し む 秋 の 京都 


団 是 ・ 著 和 


困 Fs 3 っ 咽 間 特 別 振 
才 シ ティ ra oe 
トレ イン ビュ ー の ホテ ル と 較 は 間 に な る 


叶 っ 
財 ホ 1 
千 か ら は 電車 を ご 上 い モ 謗 紅葉 の 見 ご ろ は 例年 


は で きま せん 1 全 E 議 |」 月 中 殺 一 12 月 上 名 ) 
時間 お ひと り 欄 旅行 代金 (23 名 1 


49,90057.900n 較 時 


」S 一 こざ > 正 回 BUuS, 着 


列 な (AmS 滑 董 さ 詳 ※ 


理 食事 場所 より 人 徒歩 2 一 3 分 の 邊 | 出発 日 証 記 (②2)・[24|・26 日 無 還 49.900 円 、 〇 印 53.900 円 、 印 57.900 円 
名 の 素材 を 使っ た oi 名 古屋 (8:40 一 9:50 発 ) 新幹線 「 こ だ ま ] 号 京都 (駅 直結 ホ 
「 三 千草 錯 当 」 の | | 三 比 に 荷物 を 預 け て 身軽 に 出発 ) ニ 大 原 ・ 京 都 大 原 の 料 理 旅 館 
『 食 を ご 賞味 ん 2 億 5 し みく だ さい 族 生 ( 旬 の 素材 を 使っ た [ 三 千 草 弁当] の 昼食 と 大 原 の 自由 淫 策 


約 3 時 間 滞 在 | 
も み ぴ 観賞 ) ニ 京都 ・ 都 : 
文 自 由 散 策 に も 便利 
ム の 上 に ある ホテ ル ![ 
2 京都 (終日 フリ ー タ イ 

の 移動 に も 便利 で す ) 


含 実相 院 (絵画 の よう な 床 


昼食 の イメ ー ジ 還 = 四 ) 
EN ・ 吉 志 近 衣 征 4 秋本 


人 ルル に 二 な の で 本 へ 
DP 都 シテ ィ 近 鉄 京都 駅 ( 泊 )  | 


京都 (荷物 を ホテ ル に 預け て 出発 まで 終日 フリ ー タ イム ンチ ェ ッ 
MMUSS3AMS 議 3 フ ア ウ ト は 11:00 で す ) … 京 都 一 新幹線 「 こ だ ま 」 号 一 名 古屋 
紀 世 の 見 ご 2 は 例年]1 有 中 旬 下 色 ) (17:00 一 18:20 着 ) 萌 


コー ス 番 号 74673-C 


上 神社 は 案内 人 が ご 内 ! 安 芸 の 宮島 * 尾 道 ・ 困 の 浦 と 
広島 電鉄 1 日 乗車 券 付き で 気まま に めぐ る 広島 


鳥 市 内 か ら は 少し 遠い 


ほ 部 の 観光 地 ヘ バス で ご 案 


> 刀 き 


員 AN 一 ター 半 疾 開 本 1 科 昌和 


国選 鹿 2 名 1 室 ひ と り 3.000 円 天 、 
前 僧 お 】 5 ヵ 則 7 円 胃 汗 を 10.000 由 人 
無印 55.000 円 、OEh58.000 円 、 ロ 70.000 円 gh の 出発 は 催行 決定 
出発 日 W 語 25 日 本 9 日 諾 本 日 男 語 26 日 革 ⑧ 日 


名 古屋 (7:20 一 8:30 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 福山 ・ 
園 ( 北 面 に 鉄板 が 貼ら れ た 福山 城 [天守 導入 場 は 別 料金 : 1 
1 = 困 の 浦 (自由 昼食 ) 尾 道 ・ 千 光 寺 公園 = 広島 ・ ホ テル ブラ ン ヴ ィ | 
ア 広島 ( 泊 ) 文広 分 駅 直結 の 好 立 地 ホ テル に 2 連 泊 ! 夕 食 は 市 内 | 
」 に 出 て お 好み 焼き な ど 各 上 自 お 楽し みく だ さい | 
2 | 広 島 (和洋 ビ ピュッ フェ の 朝 廊 )… (市 内 の 自由 散策 に 便利 な 広 人 電鉄 昌和 車 
券 付き で 終日 自由 行動 ! )… 広 島 : ホ テル プラン ヴィ ア 広 島 ( 連 泊 ) 黄 
広島 (大 き な 荷 物 は ホテ ル に 預け て 安芸 の 宮島 へ )・ 委員 
3 (由記 ) 一 宮島 品 宮 島 ロ ー 安 芸 の 宮島 (案内 人 同行 で 騰 島 神社 を 
参拝 ! ン 自由 昼食 含め 約 3 時 間 ) 宮島 品 … 宮 島 ロ ー 山 陽 本 線 (自由 | 
遍 ) 一 広島 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (18:00 一 19:30 着 理 日 | 


避 sagm052(300)0022 詳 X ほ は フラ ブツ ー リ ズム た びす ま ー と | 検索 1 


3 国内 電話 付 時 間 (日 - 格 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15-17.30 。 。 こ の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


式 は 喜男 若 慎 語 S「 訓 誰 光 信田 下 」S 鞭 と 頭 r「 衝 


革 %ー ペ パス 選 注 帆 ※ 。 革 導 二 起き と 


(中 ご 守 代 病 弄 店 層 中 基 


『E24 へ は 


SH 天 S さ ー ス 


回目 
)mS 替 国 


と 


宏 レ 


悦 ( 吾 光 線 ) 一 ささ 


は 20P ト 1 


夏 の 青森 の 一 大 還 物 詩 。 巨大 な [ねぷた 」 が 町 を 堅 け め ぐる 様 は 追 力 革 点 


※[7403274039・74049] で ご 案内 


荒天 時 に は 祭り が 中 止 と な る 場合 が あり ま 


出発 後 の 旅行 代金 の 返金 は あり ませ ん の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ 。 


[40421 は 青森 ね 』 


4 
音 74032・ "740491 で ご 素 内 
。 祭り 観覧 の た め 窒 到着 後 が 深夜 と な る 場合 が あり ます 


載 
アー は 5 月 1 日 時 点 で の 情報 を 元 に 企画 を 行っ て お り ま す 。 国 お よび 地方 自治 体 等 の 要請 に より 、 や む を 得 ず 持 事 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た は 、 内 容 の 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 


コー ス 番 号 74032-C26 


4 日 間 
青森 ね 京 た ・ 秋 田 竿 燈 * 山 形 花笠 ・ 仙 台 七 タ 
東北 4 大 夏 祭り 


附 く TyrTTY タ 7 ao 


* 122 


出発 日 
部 屋 別 


nx 


30g 
B 
吉 ^ 彼 


EGR 
1 代 旬 
3 名 1 室 ひと り 10.000 円 増 
2 名 1 室 ひと り 20.000 円 増 
00 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 東 


清 観 光 ホ テル 【B】 ( 泊 ) 
ま は げ 館 (多種 多様 な ナマ ハゲ 面 が 勢ぞろい ! 
験 真山 秋 


通 休 と 
な る 場合 が で ざ いま す 講 


名 古屋 (8:00-1 


最上 川 (風流 な 船 下り へ 案内 )… 間 (L 形 名 物 基 の 

王 温 泉 ・ た か みや 瑠璃 倶 楽 リゾ ー ト 【A】 ( 泊 ) 文 早め の 到着 

泉 街 の 自由 散策 も ! 夕 食後 に 、 山 形 花 等 まつ り へ ご 案内 ! 志 屋 タ 

喘 台 七夕 まつ り ] (自由 見 物 ・ 自 由 昼食 ) ニ 仙台 一 新 幹線 「 や ま 
新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (19.00 一 芽 ) 


青森 ね ぶた ・ 秋 田 竿 燈 * 仙 台 七 
東北 3 大 夏 宗 り 


お ひと り 欄 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 


"17.5m 


5 
1 テラ 瑞 や ない を 自由 和則 


:30 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 東京 直 ま 


有 の 「 モ ー ル 温泉 |※ ご 夕食 は 各自 で お 召し 上 が りく だ さい 

白神 展望 温 泉 = 内 ( 展 望 台 か ら 二 和田 清 を 見 下ろ すず) 十和田 湖 

( 水 タテ の 味 則 焼 定食 の 昼食 と 自由 散策)= 奥 和義 流 (爽やか な 渓 

いい を 自由 前 策 )= ね ぶた 小屋 (出陣 前 の ね ぶた を 見 学 ) 青森 ね 

| た 人 (観覧 馬 より 見 物 )= 基 志 戸 温泉 . 六 温泉 [A1( 泊 ) 各 

お 戸 温泉 = 衣 美 浜 ( 午 科 的 な 渓谷 と 深い エメ ラル ド グ リー ン の 水流 

3| がい) 仙台 q タ まつ り (上 物 日)= 仙 台 新 電 折 | やま び 
奈 一 新 要 [の ぞ み ] 号 名 古屋 (2000-2200 若 笠 に 


人 を 運行 バス 会 社 の 指定 が な い コ ー ス に つき まし て は 、 
OR 杜 ホ ー ム ペー ジ の 「 利 用 バズ 会 社 一 載 さ れ て いる バス 
会 社 を 利用 し ます 。 詳 し く は 芋 社 ホー ムペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 。 


FEHIEHEEHEiELIWEHCEiEETEH 

3 日 間 

秋田 市 内 と 弊社 A ラ ン フ ホテ ル に 宿泊 
と こと ん 楽し お 東 形 2 大 奈 り 


貞和 KC 


卓 お ひと り 欄 
寺 17 太 
出発 日 2・3・4 日 
3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 20.000 円 増 


名 古屋 (7.00-9:30 発 ) 一 新幹線 [の ぞ み ] 号 = 新幹線 「 や ま び こ ] 号 

1 | 盛岡 =「 青 森 ね 応 た 祭 ] (観覧 よ り 見 物 )= 花 巻 : 温泉 ・ 渡 り 温泉 [A】 

( 泊 ) 丸 お 宿 に て 夜食 付き ※ ご 夕食 は 各 目 で お 召し 上 が りく だ さい 膨 

化 巻 志 戸 SU 00 発 
館 


コー ィ 番 号 74039 て 26 


バス a 


30s 


上 て 糸 待 こと 古 (c 守 簿 弄 本 (tmS 開 


当 ※ 


シテ 

、 人 まで Eb ボア ル 8 の C 
お 好き な 時 6 ご 夕食 は 各自 で お 召し 上 が りく だ さい 卓 屋 

3 秋田 市 内 (出発 ま り … 秋 田 新 幹線 「 こ 久 
まち ] 号 東京 新幹線 「 の ぞ み ] ) 下 


思っ り | ( 失 覧 主 よ り 見 物 ) へ 


青森 ね ぶた 海上 運行 と 五所 川原 立 仮 武 且 
し トー ント と ルト レ 馬 
時 19zm 


BlOH 喝 B 催 行 決定 
電線 [は や 記さ ] 号 = 


線 の 生 演奏 を 電 能 
0:30 発 )= Ap 号 = 
' 詩 森 市 内 
アル ルー トイ ン 青 林 5 
受賞 ね 4 ぷ た と 花火 を 鈴 


泊 ) ル 到 着 後 [五所 川 立 伝 武 多 | を 各自 見 学 

文 祭り 会 場 か ル な の で 、 お 好き な 時 間 まで お 楽し か くだ 
五所 川原 市 内 = 准 の 舞 橋 ( 湖 に 映り こ お 美 し い 三 連 太 鼓 橋 ) ニ | 鹿骨 ( き 
3| り た ん ぽ 発 祥 の 地 ! 名 物 き ぎり た ん ぽ 鋼 の 昼食 ) 外 岡 一 新幹線 「 や ま び 
こ ] 号 一 東京 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (18:30 一 21:30 着 一 屋 日 


会 社 の | クラ ブッ ー リ ズム バス 会 社 一 覧 | 析 索 』 


NG 三 ICE みろ 革 二 湯山 


沙 ル た 計ら 剖 国 


が 変更 され る 可能 性 が あり 
会 の 順延 や 中 止 が 決定 し 
深夜 と な る 場合 が あり ます 


ュー メ 時 74142.C26 EEEM5 記 放 ssEE3 所 4 国 コ ー ス 74145.C26 EE 


大 曲 全国 花火 競技 大 会 大 曲 全国 花火 競技 大 会 と 人 づ @ 
弊社 A ラ ンク ホテ ル あ つみ 温泉 連 泊 弊 侍 A ラ ソフ ホテ ル 大 湯 温 近 泊 0 ジ 


お ひと り 様 旅行 代金 
(2 名 1 室 ) 


お ひと り 欄 旅行 代金 16 >TT 1 19 記 』 
(2 ご 4 名 1 室 ) 万 円 | 避 25 昌 
中 25 日 に り 印 の 出発 日 は 
leenmge 仙 行 決定 た つ 子 和 伝 説 の ある 日 本 一 深い 肖 渓谷 に 広がる ブナ の 閑 を 淫 策 。 催行 決定 
1 名 1 二 40.000F 電 | 自 暫 名 古 屋 00) 一 新 寺 線 [のぞみ ] 号 (プリ ー ン 車 ) 東京 = 
小牧 ・ 県 営 名 古屋 (ゆっ くり 10: 2 ラグ) ご 盛岡 = 八 幡 平山 頂 (岩手 県 と 秋田 の 県 境 か ら 
温泉 ・ ・ ホ テル 鹿角 【A】 ( 泊 ) 文 名 湯 「 大 湯 温泉 ] に て お 
了 
5 湖 ( 日 本 一 深 湖 と た つこ 像 )= 角館 (ご 夫婦 で 人 力 
15 分 ] に 乗っ て 優雅 に みち の く の 小 京都 を 散策 昼食 )= 大 曲 
席 よ り 一 流 の 花火 師 が 競う 質 の 高い 花火 大 会 ) ニ あ 流 の 花火 師 が 競う 、 質 の 高い 花 次 大 会 を お 楽し みく 
衣 量 弁 = 大 湯 温泉 ( 連 泊 ) 描 屋 界 
(日 本 海 の 荒波 が 作り 上 げた 造形 美 を 海 答 財 (十和田 湖 を 望む (ブナ の 森 を 自由 散策 ) ニ 奥 入 
市 内 (ノド グロ の 提 り 付き | 厳選 特 上 所 軒 3 (第 ホ テル に て † 和 H( う 8 新 表 礎 新 幹 綿 | は や ぶさ ] 
営 名 古屋 (早め の 着 号 一 東京 = 新幹線 [の ぞ み ] 号 (ブリー ン 車 ) 名 古屋 ( 22:00 着 ) 和 屋 


3 日 間 
秋田 市 内 に 連 泊 大 曲 花火 競技 大 会 と 
大 曲 全国 花火 競技 大 会 無形 文化 遺産 [男鹿 の な ま は げ ] の 地 男鹿 温泉 卿 連 泊 


お ひと り 様 旅行 代金 
(4 名 1 室 ) 


14 ヵ m 
稲庭 うど ん 語 Ll - 人 BE 加 22 晶 
お ひと り 様 _ [下台 誠 ま は げ 館 の 出 人 日 は 
ーー 2 各 14 ヵ 25 晶 0Wf2ua ー は 必見 男 了 の シン ポル か ら 見 渡す 絶景 。 催行 決 定 
表 屋 表 が 残る 風情 ある の 時 昌 催行 決定 
:00 一 10:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ の 
1 まち]」 号 一 秋田 … 秋 田 市 内 ・ ホ テル パー ル シ テ ィ 秋 田川 反 【C】 ま た は 
同等 フラ ス 放 ホテ ル チ ェ ッ ク イ 田 市 内 で 自由 夕食 
MI 湖 ( 稲 誠 う どん の 昼食 ) 角 館 ( み ちの く の 小 2 し い | コー ナー は 必見 ! 
2 京 屋 和 火 敵 海鮮 填 の 昼 廊 ) ニ 


ーー TI ( 山 全体 を 受 生 が 惨 う 男鹿 の シン ボル か 
3| す 絶 手 (稲庭 どん の 昼食 ) ニ 北上 ー の 
世 晶 日 5 の] 号 : 22:00 着 ) 


計 mg052(300)0022 * 庄 衣 FAX: 殿 052(263)0085 人 間 ( は 休 和 月 す 915ー1730 
浜 栓 050(3537)5250 豊福 050(3852)0087 mmw050(3852)0095 ジ の 企画 実施 営 業 所 は 名 古屋 国内 放 行 セン ター で す 


HAN ふさ えみ 宇 湯 届 


お ひと り 様 旅行 代金 


ご 夫 入 お ふた り で 
(2 名 1 室 )180.000 円 
出発 日 1・3 晶 


3 万 
8 月 3 日 出発 


名 古屋 (ゆっ くり 9:00 一 11:00 
(ゆっ くり 9: 00 一 11:00 発 ) 一 ※ 千 種 ・ 多 治 見 ・ 員 


持 旋 「 し な の 」 号 (グリー ン 車 ) - 長野 = 長岡 まつ り 大 花火 大 会 

長野 = 月 岡 温泉 ・ 白 玉 の 湯 泉 塵 (日 本 E 火 の ひと つ を イス 

【5】 ( 泊 ) タ 観覧 席 より 観賞 ) ニ 月 岡 温泉 ・ 還 
玉 の 湯 泉 慶 【S】 ( 泊 ) 


BE 半 選 の 必 0 BU 
潟 ( イ ( 舟 下 


ご 夫 放 の 
イメ ー ジ 


8 月 1 日 出発 


参拝 ) ニ 長岡 
上 賞 ) ニ 月 岡 温泉 ・ 岡 温泉 ・ の 半 | 
白玉 の 湯 人 98 ( 泊 ) 笠 屋 紅 |【S】 朝 屋 
泉 (9:00 出 発 )= 道 の 駅 な が お か 花火 館 = 朝 | 電場 
起 飲 ・ 買 い 物 ) 直人 名 物 ・ 極 み 寿司 の 昼食 )= 
[し な の 」 呈 (ブリー 車 ) 津川 ・ 多 治 見 ・ 千 種 名 
0 一 21:30 着 ) 音量 


7 日 


な 6。19.5 万 円 mm 


お ひと り 欄 旅行 代金 (2 名 1 室 )67.500 円 


世界 最大 級 ! 迫力 の 四 尺 玉 
要 席 か ら 概 党 「 片 中 まつ り 穫 火 大 会 」 


細 お ひと り 様 旅行 代金 (2 一 3 名 1 室 


410.900554.900n 吐 本 課 


出発 日 9・10 日 無印 49.900 円 、OE54.900 円 
名 古屋 (ゆっ くり 出発 1 
i 越 後 三 大 花火 の 一 つ を 観 匠 より 上 2 
慢 泉 ・ 苗 場 プ リン ス ホ テル 泊 ) 


人 は 花火 が 中 止 と な る 場 全開 


ご 了承 くだ さい 


電 谷 場 完備 の ホテ ル ! 
善光寺 や 松本 城下 町 も 


マス 
視 覧 席 


| 融 D 


お ひと り 様 旅行 代金 
(2 一 4 名 1 室 ) 


59.900m 


思っ 半 半 


た は 同等 フラ ス ( 渦 DTI 
2 北安曇 部 = 善 光 寺 城下 町 = 松本 一 特急 「 し な の ] 号 
川 ・ 多 治 見 千種 (16: 00 一 21:30 着 ) 


き 
写真 は 過去 の 開催 時 の も の )| 
才 の る は あり ませ 7 


片貝 まつ り 奉納 大 煙火 
が あり ます 。 
了承 くだ さい 


骨 演 ※ 


IE 


*ー ユ へ み 革 理 注 帳 ※ 


Ye 
す 


韻 矢 ・ 悪 所 


購 評 ・ 囲 呈 


邊 万 円 mmm 


に 


遍 tAN 一 メー 半 立 装 本 本 1 疾 曲 


夏 の 九州 を 彩る 


84C26 ET 


3 日 間 
伝統 の 「 長 崎 精霊 流し 」 
4 年 ぶり の 開催 !「 山 鹿 千 人 灯籠 路 り 」 


お 0 と り 民生 代 全 3 名 1 室 ) 


2 名 1 室 ひ と り 4, .000 円 増 、 
1 日 ( 火 ) | 1 名 1 室 10.000 円 電 


名 古屋 (7:06 一 7:51 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 博多 = 博多 (郷土 
1 | 料理 の 昼食 )= > 


Fe まだ 


本 | に て 買い 物 ) 人 原 人 洪 
本 城 ( 天 守 導 内 部 入場 り ニ 八千代 座 
の 見 学 ) ニ 山鹿 灯 籠 まつ り (灯籠 を 頭 に 


1 
(熊本 フェ リー〉 一 熊本 攻 
2 (伝統 的 で 買 重 な 花 


乗せ て 女性 た ち が 優雅 に 舞い 踊る 「 二 人 灯籠 踊り ] が 4 年 ぶり に 開 
催 ぎ ( 泊 ) 朝 


温泉 ・ 玉 名 温泉 ホテ ル し ら さ ざ ] 


3 尽 信 ) = 吉野 ヶ 時 中 (自由 淫 生 
新人 [の ぞ み 」 名古屋 (2 


ュー ィ 宙 74512-C26 


ューzm875030.C26 
g 日 間 


関門 海峡 の 夜空 を 彩る 花火 を 
舶 上 か ら ! 開陳 火 太 開 


9 一 10:10 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 ー 小 上 = 像 大 福 
1 (日 本 神話 に 登場 する 日 本 最 古 の 神社 の 一 つ を 各自 参拝) ニ 小 念 港 
(船上 より 間近 で 花火 観賞 一 小 倉 港 = 北 九州 市 ・ ホ テル クラウ 

ン パ レス 北九州 また は 同等 フラ ス ( 泊 ) 
北九州 市 = 門司 eKNE0 (明治 一 昭和 央 の レト ロ な 建築 関門 海 の 絶景 な 


※3 名 1 室 で 証し 込み いた 
性 が あり ます 。 予 め ご 了承 


回 名 団 1 名 回 下 可 国有 行 席 な し 峰 衣 溢 質 光 パ バス 同等 | お ひと り 様 旅行 代金 (1 一 2 名 1 室 ) 


smm 09,900 


3 連休 利用 ! 1 名 1 室 同 旅行 代金 ! 
京都 [祇園 宗 」 幻想 的 な 表 山 山 鍵 巡 行 


実 道 湖畔 の ホテ ル 

特別 観覧 席 で 

じっくり 観賞 ! 

松江 水郷 宗 

湖上 花火 大 会 

お ひと り 様 旅行 代 金 (1 一 2 る 1 室 ) 


59,800m64.600 到 


無印 59.800 円 、O 印 64.800 円 


詳し く は 
WEB で 


内 る sm 恒 052(300)0022 


電話 受付 時 間 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 - 土 9:15>17:30 


|] |( 提 元 食材 を 使っ た 和食 鏡 の 昼食 


池上 和 炎 大 会 イメ 


出発 日 


一 10:00 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 京都 = 美山 ・ 河 鹿 
山 か や ぶ き の 里 ( か や 
き 民 家 が 現存 する 日 本 の 原 風景) 甲賀 ・ ホ テル ルー トイ ン 甲 賀 


3 時 間 ) = 貞山 
都 一 新 電線 [ こ 


に より 六 園 祭 が 中 止 等 の 場合 は ツア ー 
ます . ( 天 等 に より 行事 中止 と な る 限 は 出発 の 将 は ありません) 


sa 
好 立 地 ! 徳 島 市 内 に 宿泊 礎 吉 
阿波 お どり を 
じっくり 観賞 と 

大 塚 国際 美術 館 

お O と りほ 旅行 代 人 (1 一 2 名 1 


59.800 3 


[出発 日 1 日 同 波 お どり イ メ 


キチ ケッ ト 手 配 の 都合 上 、 予 約 希 望 の み の 受 付 と な り ます 。 詳し く 
は ホー ムペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 


$・6 日 


※ と の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


クラ ブツ ー リ ズム 祭り 


国 宮 > ゴ | 


悦 ( 宮 洛 ) 一 ぶさ ヾ ヘー ミミ 


(中 ご 合同 弄 茜 選 貴 薬 音 きす S 滞 更 豆 一 己 甘 S 


き 國 還 へ きい 


季 和 > 


生れ の ザー ウィ ン ザー 


員 ) が 同行 
ほ ま た は メー ル に よる ご 挨拶 


- ホ テル 泡 & 沈 挽 の セ ンチ ュ リ ー マ リ ー ー ナ 函館 


2 泊 と も 約 17 時 間 溝 在 至福 の 北海 道 に 出会う 旅 


『 計 


標高 625m の 高台 に 
建ち 、 洞 爺 湖 と 内 浦 
滴 を "記す る 世界 最 
高 水 信 の ラ ア 
リー リゾ ー ト ホテ ル 。 
一 流 シェ フ が 腕 を 振 
る うお も て な し 料理 も 


1 回 の 理化 


旧 画 館 区 公会 


・ 凌 換 貴 半 避 (いし 7 


主星 ご 


チェ グン 

女性 に 人 気 の 函 館 の 観光 名 所 に 近い シテ ィ リ ゾー ト ホ テ ル 。 

最上 階 に は 函館 市 内 を 一 望 出来 る 画 館 最大 規模 の 天空 中 
風呂 も 完備 ! に より 見 られ な い 場合 が あり ます 


\ 枕 と アロ マ は 数 に 限り が ご ざい ます , 


2 日 目 
昼食 


に ryv 


DKEEHM20 
の 3 4 


昼食 訪 


(イメ ニ ジ ) 


108.000143, 000m 


お ひと り 様 
旅行 代金 
EE1E コ 】 


無印 108. 90 


屋 瑞 
1.620 円 


0 


日 ElIHIOIMB 還 上 0@[ OH 上 10.@% 日 
本 同居 21 室 ひ と り 8.000 円 場 、1 名 1 室 30.000 円 


の 75250 和 7 
1 | ぬい の 自由 般 入 食事 含め 約 120 分 滞在 = 洞爺 湖 温泉 ・ ザ が ・ ウ ィ ン ザ ー ホ 
テル 洞爺 リゾ ー ト & ス パ [【S】 文世 界 の VIP を お も て な す ホ テル に て 約 17 
時 間 の 滞在 を か 妨 食 は フレ ンチ フル コー ス を お 楽し みく だ さい 上 履 
油 間 湖 温 泉 ( 朝 は 洞 仙 浦 の 全景 を ) 朝食 は 和食 と 洋食 を お 選び いた だ け ま す ) ニ 飯 町 
(大 沼 件 ハ ノ パー グ と 名産 男 叶 い も の 昼食 )= 函 館 元 町 (美しき 上 函館 区 公会 堂 入場 や 教 
00 に 一 度 渋 テル チェ ッ ク イ ン ( お 好み の ピロ ー[ 枕 ] バ ー や アロ マ パ ー 
テ 庫 ( 画 館 な ら で は お 士族 


印 118.( 人 人 @ 印 1 23. 0 


函 
= 温泉 ・ ス パ & リ ゾー ト セン チュ リー マリ ー ナ 了 館 [5] 女性 向 
証言 ビス が 充実 の ホテ ル で 非 日常 の 空間 を 改 ゆ くま で お 楽し か くだ さい 宣 時 9 
國 館 大 手 町 温泉 (イク ラ ・ 本 マグ ロ 、 人 気 の パン ケー キ 、 充 実 の サラ ダ パ ー、 ス パー 
クリ ング ワイ ン な ど ホ テル が 語 を ご ゆっ くり お 楽し かみ / チ ェ ッ クア ウト は う 
| しい 11 村 )・ ・( ホ ホテ ル 出 発 の 11:30-12:30 ま で 自由 行動 / 徒歩 
朝市 な ど お 楽 し か みく だ さい 徒歩 約 10 分 に て 國 館 駅 へ )… ョ 
属 光 明 な 海 勿 な ど 北 旋 導 の 別 車 の 旅 を お 楽し みく だ さい / 約 3 時 間 30 条 
| | 事 ) 一 南 千歳 一 ( 在 来 線 (自由 席 )) 新 千歳 中 部 (21:00 一 22:20 着 ) 笛 昌 


異国 情 圭 あ 


ーッ た びす ま ー と 「 旅 'smart( た びす ま 一 と )」 と は 、 団 体 パ ッ ク ツ アー の 「 楽 で 安心 と 個人 旅行 の 「 自 由 で 気まま 」 の 語 紀 
両方 の 特長 を 備え た 、 フ ラブ ツー 


SImart 


リズ ム が 提案 する 「 新 し い 旅 の カタ チ 」 で す 。 


HAN へ べろ 計 丁 油 凍 ※ 


rc 守 薄 琲 古い UmS 汗 苗 さ 計 ※ 


退き ※ 


員 て 直ら 騰 rAAN 一 々 テー ヨ 開 天 還 1 立 取 


匠 2 
必 
| 
ム 
3 
5 
1 
ジ 


ュ エ 
ロコ 


首 


8 


は まな す 編 成 車両 で 初 運 転 ! 細い 


sp 三 と ニー ェ 


> ロー ブウ ェ イ か っ 北 海道 の 秋 を 滑 


深紅 の サン ゴ 草 の 絶景 


ei 


wirc 守 薄 列 在 TAmS 漂 導き 計 ※ 


層 待 


で 


た さ :3 


函館 ・ 上 紅葉 の 大 者 山国 立 公 
北海 道 大 横断 


た: 
斗 滞 S さ ー4 


"sm 190.000 由 加 mgm2223H 


國語 衣 軒 2 る 1 室 ひ と り 5.000 円 増 、1 名 1 室 35.000 円 増 
名 古屋 (8:00 一 9:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 (グリー ン 車 ) 一 東京 デ 〈 新 
1 幹線 「 は や ぶさ ] 号 ) 一 新 函 館 北 斗 ー( 在 来 線 (自由 席 )〉 = 函館 (16 時 到 
| | 着 予定 )… 函 館 大 手 町 温泉 * 函 館 国 際 ホ テル (本 館 * 西 館 )【S】 EE 
函館 大 手 町 温泉 (イク ラ ・ イ カ 刺 し 海鮮 た っ ぷり の 朝食 ) ニ 函館 元町 
(八幡 坂 や 教会 群 の 街並み 見 学 ) ニ 五 生 郭 公園 (タワ ー か ら の 全景 ) ニ 
人 


ら 器 r い AN 一 > テー 半 幸 壮 本 本 1 許 更 


を お 楽し みく だ さい 〉 = 相 (19:28 着 予定 … 札 幌 ・JR タ ワー 日 航 札 
幌 【S】 太 開業 20 周 年 を 迎え る 札幌 駅 直結 の 弊社 5 ラン フ ホ テル に 優 
_| 雅 に 滞在 夕食 は 35 階 の レス トラ ン に て 洋食 コー ス メ ニュ ー 志 屋 了 
池 ( 神 秘 の 青 と 黄葉 の 美しき 光景 ) 美瑛 (びえい 原 り 


( 叶 邊 ご 人 人 同 民 店 居 叶 二 藻 間 すら 号 戦 療 一 蓋 S [| 岡 持 苦 ) 末 球 苦 下 


蘭 沙 っ > 表 き 還 *2 還 へ さぶ っ 同 ( 列 浸 ) 一 ふさ さぶ で ヘー ご 国 宮 と ゴ 裕 S 連 目 副 二 店 朱 固 


日 
御膳 料理 を お 楽し みく だ さい 。 KO を を 2 に お あま 
還 る 財 谷 大 露天 風呂 で ご ゆ っ くり お 寛 ざ くだ さ | 雇 屋 区 
層雲 財 温 泉 ニ 黒岳 (ロー ビワ ウェイ に 拓 う で 二 の 網走 ( オ 


HAN べろ 選 互 糧 出 ※ 上 き 直言 


4 ホ の 幸 を 使っ た 寿司 の 昼食 )= 能 取 湖 ( 深 紅 の サン ゴ 草 の 絶 
| | 景 ) ニ 女満別 中 部 (18:45 着 ) 皇 屋 に 
語 】 ssm052(300)0022 詳 じ X ほ は プレ ミア ム ス テ ー ジ 北海 道 | 検索 ! 
9 国 内 介 放 受付 時 間 (日 祝 は 休業 ) 月 = 土 9:15>17:30 


まこと の ペー ジ の 企画 実施 営 生 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


時 
た NRE3 


本 ermm 本 時 ・dh 昌 


計 星 ご 


コー ス 番 号 73604-C26 由 1 名 回 14 名 回 不可 一 同和 呈 生 孤 尋 調和 歳 相互 観光 バス 同等 


網走 の 寿司 ・ 釧 路 の 海鮮 丼 や 炉端 焼き な ど 海鮮 グル メ を ご 堪能 くだ さい 
5 人 了 原 を 下 る ! 限定 運行 「 々 悦 ノ ロッ コ 候 ] に 生還 
上 見 ご ろ を 地 え る 加 岳 黒 攻 の 圧 尋 葉 と 約 150 万 本 の 絶景 まわ り 


プ 
ビ 
ア 
ム 
3 
5 

選 
ジ 


雲 せ u き 


ーー 105 000ml75, 000m 吉 。 


無印 165.000 円 、 〇 印 175.000 円 1 名 1 室 15.000 円 
出発 日 語 19・⑳ 日 印 の 出発 日 催行 決定 
中 部 (7:159:00 発 ) ナ 新 干 歳 = 大 雪山 ・ 黒 岳 (ロー プ ウ ェ イ に 乗車 し 絶景 
1 | 紅葉 穫 賞 = 層雲 峡 温泉 層雲 観光 ホテ ル 【B】 ( 泊 ) 16 時 台 の 早め の 宿 
| 入り 。 約 17 時 間 の た っ ぴり 滞在 ) 衣 夕食 は カニ 鋼 を 含 お 和食 膳 狗 
層雲 温 泉 = 綱 走 (ウニ 、 イ フラ 、 ホ タテ な どの 握り ず し の 昼食 )= 綱 走 市 大 曲 
湖畔 園地 ひま わり 畑 ( 東 京 ドー ム 約 4 個 分 。 約 150 万 本 の ひま わり )= 湖 
2 (真紅 に 染まる サン ゴブ 草 の 群落 地 )= 釧 路 湿原 駅 一 タ 陽 ノロ ッ コ 号 ) 一 釧路 駅 
王 釧 路 ・ 天 然 温泉 常 舞 の 潟 ラビ スタ 釧路 川 【A】 ( 泊 ) 文 嬉 し い 大 浴場 付 ホ テ 
| ル ( サ ウナ も 完備 )! 文 夕食 は 地元 名 物 、 妨 ば た 焼き の 店 舗 へ ご 案内 朝 屋 思 
、| 釧 ( 泊 鮮 款 な どの ピュ ッ フェ の 朝食 / 約 60 分 ) 回 
れ た 木 道 を ガイ ド と と も に ご 案内 )= 北 日 
3 釧路 ・ 釧 路 プ リン ス ホ テ ル (洋食 の コー ス 料 理 の 昼食 ) 新 得 の 
ゾー ト ホ テ ル 【A】 ( 泊 ) 文 約 16 時 台 の 早め の 宿 入り 妨 廊 は な ん と 
| 紅 ズ ワイ ガニ 足 を 含む お ビ コ ッ フェ を お 楽し み ( 約 60 分 ) か に 北 2 
北海 道 請 一 の 紅葉 スポ ッ ト で ある 「 旭 岳 」 と 「 財 岳 」 を な ん と 両方 組み 込み 新 得 ( 北 海道 産 [ な な つぼ し 使用 し た 美味 し い ご 飯 を 含 お パイ キン グ の 朝食 を 
まし た ! 絶 景 紅葉 を お 楽し みく だ さい ! ま た 紅葉 だ け で な く 、 見 頃 を 迎え る 約 4| ご 用 意 / 約 60 分 )= 大 雪山 旭丘 (ロー プ ウ ェ イ に 乗っ て 絶 虹 葉 氏 賞 へ )= 上 軍 
150 万 本 の ひま わり 畑 も 絶景 ポイ ント で す ! 企画 担当 者 春日 井 翔太 で | | 良 野 また は 美瑛 (洋食 ラン チ の 昼食 )= 新 千歳 中 部 (19:00 一 21:40 芽 ) 投 


東京 ドー ム 約 4 個 分 。 
加 約 150 万 本 の ひま わり 


( 


プル 
の EECEEGA 0 月 F 匂 識 贈 紀 ひま わり の 見 ご : 


ーー 


コー ス 番 号 73986-C26 
2 泊 と も 弊社 


EER 


民 ※ 


月 岡 温泉 「 白 玉 の 湯 泉 鹿 」 
[ゆっ た り 旅 | の お 約束 は P.41 を 人 誠 あつ み 温 泉 3 PP ゆったり 旅 _ 


還 表 


ヶ | 創業 か ら 300 年 余り の 


衣 


開 呈 酔 1 許 時 


着 


層 回 rt 一 > ケーキ 


お ひと り 様 無印 110.000 円 国 [/ ョ W ⑲ 日 
二 1Lum12m 20900H 5.25 日 
3 還 民 証人 1 室 ひと り 5.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 電 
小牧 ・ 県 営 名 古屋 (ゆっ くり 10:00 一 12:00 発 ) サ 新 
1 (創業 1767 年 の 酒造 見 学 / 約 40 分 滞在 )= 月 岡 温泉 ・ 白 
3 ( 泊 ) [和室 洋室 また は 和洋 室 ] 文 全国 随 一 の 硫黄 含有 量 
誇 ル グリ ン の 自家 源泉 で 、 の と と を 思 


王 狂 光 


は 
NSR 


層 記 人 
で 泊 さ オ 証 キ す す 史生 深 玉 著 中 


2| しい 20 人 この 2 和泉 | 8) 
[和室 ] 開 湯 1200 年 の 名 湯 あ つみ 温泉 の 老 縛 旅館 に て 、 ゆ っ た り と お 過ごし 
| | < だ さい 人 タ 食 は 米 の 希 豚 (こめ の こぶ た ) の し ゃ し ゃ 朴 購 を ど 用意 | 
あつ み 温泉 = 加 大 水族 館 (ライ ト ア ッ プ さ れ た 大 弁 水 模 に 源 う 幻想 的 な クラ 
3| ゲ の 水槽 が 人 気 / 約 60 分 在 )= 新 当 市 内 (ノド グロ の 提 り 付き | 央 選 特 上 
提 り [極み を ご 用 意 り = 新 潟 小牧" 営 名 古屋 (16:30 一 1830 着 ) 番屋 
2 泊 と も 先 社 指定 S ラ ンク ホテ ル さ 観光 経済 新聞 社 認定 「5 つ 星 の 宿 ] に 折 | どちら も 約 1 7 時 
間 以 上 海 在 な の で 、 温 泉 や お 食事 を 楽し みな が ら ゆ っ た りお 寛ぎ く だ さい | 企画 担当 者 多賀 愛 


Ei 


HAN み 選 札 柚 出 ※ < ト 昨 き 誌 店 


# フ ラプ ウ - リ ズム PASS 


コー ス 番 号 7397 1-C26 


八甲田 ・ 奥 入 瀬 渓 流 ・ 十和田 湖 八幡 平 中 尊 寺 
錦 秋 に 染まる 美しき 北東 北 紅葉 めぐ り 


プ 
ビ 
ア 
ム 
スネ 
邦 

上 
ジ 


2 6 湖 を 緑 取る よう に 彩る 紅葉 を 角 に 2 な 室 利 用 で 穫 - 和 
神奈 川 県 の ペン ネー ム ' ゆ ー せ ー さ ん の 作品 上 か ら お 楽し み (紅葉 の 見 ご ろ ee H ロー ブウ ェ ー に 乗っ て 人 中 か ら 穫 末 絶 を お 補 し み 
( 紅 華 の 見 ご ろ は 例年 10 月 上 旬 一 1 1 月 上 旬 ) 前 は 例年 10 月 上 旬 一 1 1 月 上 旬 ) 快適 に (紅葉 の 見 ご ろ は 例年 月 下旬 一 10 月 下旬 ) 


を 人 万 円 [ 暫 ]O15.17-22 日 
軸 配 屋 守 3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 電 、2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 40.000 円 電 
上 名 古 必 7:00 12:00 誠 か 調 折 -) ハ (ロー プラ ェ ー か Ll み に 生 づ く 穫 
| | を で か 見 学 /3980 人 = 寺 ヶ 大橋 ( さ 約 122m の アー チ 構 5 見 下ろ す 紅 本 / 約 
1 202) = 温泉. 泉 の ら 観 ホテ ル ( 泊 和室 和洋 室 ] 浅 中 温泉 は カル 
| シウム イオ ン を 多く 含み 、 さす べ ょ る と いわ れ て いま す 文 地元 産 魚 
人 野菜 を 使っ た 和食 剛 の ご タ 食 大 人 後 は 三昧 線 の 生 演奏 を お 楽し 
波 中 温泉 = 物流 ( 半 し い 洪 光 おい を 也 現 地 ガイ ド 同行 見 どこ ろ を ご 素 
| 内 約 90 分 ) = 和田 市 (洋食 ラン チ を ご 用 意 ) 和田 池 放 候 ( 航 上 か ら の 
| 
| 
上 
| 
| 


紅葉 を 望む お 。 ゆっ た り ブ リ 約 瀬 温泉 ・ 湯 瀬 ホ テル 【S】 ( 泊 ) 
[和室 洋室 また は 和室 ツイ ン ペ > 元 St: 描 屋 攻 
湯 瀬 温泉 =( 放 幡 平 アス ピー テラ イン ( ラ 


US2 計 SS 


あ < 上 『 ら 泊 目 は 渓谷 治 い に 位 む 弊社 指定 S ラ ンク ホテ ル へ ! 前 沢 生 すき 
3| 30 分 )= 平 泉 (ホテ ル 起 蔵 坊 に て 前 昼 ( 焼き の 昼食 な ど お 食 事 も こだわ り ま し た 。 3 つの 乗り 物 を 利用 し 、 北 


(た っ 


産 へ 国宝 [金色 堂 | の 見 学 も / 約 80 分 )= い わ て 花巻 サ 小牧. 県営 名 古屋 (17.00 一 21:00) 太 星 昌 | 東北 の 秋 を 場 能 い た だ ける コー ス で す 。 企画 担当 者 “ 多 損 細 


革 衝 ご 


2 泊 と も 観光 経 済 新聞 社 証 [5 つ 星 の 信 」 に 答 泊 
時 安達 太良 ・ 松 島 秋 彩 の 紅葉 を 愛でる 南東 北 ゆ っ た り 旅 


2 泊 と も es 宿 に 宿泊 917 提 
4 ト 


斗 滞 S さ ー4 


ま 
上 ごう 810 トー11 有 9 の 史 こ ろ は 人 年 9 有 旬 =10 月 下 
お ひと り 欄 14 出発 日 i 語 15・22・24・29 日 
万 円 


逢 則 藻 香 せき 呈 坦 一 . 基 ③「 局 | 商 張 
彫 ( 宮 光 絢 ) 一 ふさ ヾ ヽ へ ささ 国 神宮 ぐ 当 還 字 さ 沿 洋 還 


| 材 を 使っ た 洋食 コー スラ ンチ を お 楽し みり 郡山 一 新幹線 「 や ま び こ ] 
東京 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (19:00 一 21:O0 着 ) 思 屋 刀 


較 3 回 届 還 3 る 1 室 ひ と り 5.000 円 坦 、2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 直 
り | 名 屋 7008.40 玩 一 新 電 株 「 の ぞ み ] 号 東京 新 電線 [やまびこ 」 ーー 
際 号 一 仙台 = 松島 (モミ ジ 和 彩る 日 本 庭園 [円 相 
1 | 島 めぐ リノ 約 100 分 滞在 )= 穴 原 温泉 ・ 吉 川 屋 【S 人 
※ | | 業 の 老舗 旅館 。 弊 社 5 ラン フ ホ テル X[5 つ 星 の 窒 認定 旅館 に 宿 と 
写 | | 上川 の せせらぎ を 肝 き な が ら 、 自 慢 の 温泉 で お 寛ぎ くだ さい 日 刀 # バ 
真 穴 原 温 泉 = 蔵 王 ( ム ロー プ ウ ェ イ に 乗車 し て 上 空 より 紅葉 の 山々 を 衣 党 ま ガ 
生 ||990 人 9= 月 野 こ ん に ゃ く 番 所 (山形 名 物 こん に ゃ く を 使っ た 懐石 料 理 )= 夫 トル 
|2| 和 | 珍 基 寺 ( 鈴 の 恩返し ゆか り の 紅葉 の 穴場 / 約 50 分 )= 高 湯 温 P 
て | | 玉子 湯 【A】( 泊 ) 大 温泉 白布 温 泉 と と も に 「 邊 州 内 
泉 で 0 ああ 上 
| | 高湯 温 太良 山 (* ロ ー プ ウェ イ で 空 田 
|3| 紅 式 の パノラマ を ニ リ スト ラン テマ ル テ ッ ロ ( 旬 の 食 が 
M る 
%r 社 


人 sm052(300)0022 * 識 説 FAAG を 052(263)0085 の いわ せく だ きい 


11 浜谷 050(3537)5250 豊 組 050(3852)0087 Bm050(3852)0095  * こ の ペー ジ の 企画 ・ 実 放 生 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


2 


か tmmm 杜 昨 ・h 中 部 詳 
和民 区 生 す 9ー さ ※ 


せら と 吉 
・ 層 9HS 隊 本 ( い 


ET 


国 2 名 回 ら 名 し 


新幹線 「 の ぞ み 」 号 
憧れ の ホテ ル に 連 泊 < の ゆったり 約 35 時 間 潮 在 
長門 湯本 温泉 「 大 谷山 蘭 ] で 過 ご 電 到 福 の 作 国 


音信 川 の 流れ に 沿い 山裾 に 抱か 。 
れる よう に 建て られ た 老舗 の 温泉 旅 
館 き 四季 折々 の 美しい | 
湯 で ゆっ た り と お 寛ぎ ぐ 


5 5pn16 


無印 155.000 円 、OB160.000 円 (名 古屋 新山 口 間 ) 


3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 埋 、 
回 語 庄 2 も 1 侍 ひ と り 10.000 円 埋 


"13 日 
1 EE 避 ⑰ 日 E④ 日 


名 古屋 (ゆっ くり 9:30 一 10:20 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (プリ ー ン 車 ) = 
1 店 放 ( 提 だ る 約 50 分 ) 三 長門 湯本 温泉 ・ 大 谷 
O0 の 宿 到着 予定 
乗 衣 


分 し 
室 ] 災 16:00 の 宿 到 着 予定 抽 司 芝 
門 湯本 温泉 (9:00 出 発 )= 萩 (ガイ ド が ご 案内 / 国 指定 重要 文化 財 
1 住宅 へ 内 長 衝 和牛 すき 焼き 御膳 の 昼食 昼食 含め 
約 3 時 間 30 分 滞在 )= ニ 新山 ロー 新幹線 「 の ぞ み 」 号 (ブリ ー ン 車 ) 名 
古屋 (18:00 一 19:30 着 ) 上 屋 [ 
西日本 屈指 の 名 旅館 ・ 長 門 湯本 温泉 「 大 谷山 荘 」 に 2 運 泊 で 約 3 時 間 凍 


0 2030 近 3 に リニュ ー ア ル し た 温泉 の 自由 や 奏で の 時 間 を 
条 騰 和 ゆっ くり お 楽し みく だ さい 。 画 揚 当 者 大 坪 太 村 < 本 > 


we 計 意 弄 下 AmS 泌 董 る 話 ※ 


謗 革 ご 


皆生 温泉 「 皆 生 つ る や 」・ 玉 造 温泉 [松乃 湯 ] 
縁結び の 地 ・ 鳥 根 と 砂 の 絶景 鳥取 


玉造 温泉 街 で る 旅館 の ひと 
つ 。 美肌 の 湯 と 称 さ れる 温泉 で 癒し 
の ひと と き を 。 


沙 観 光 経済 新聞 社 主催 
「 第 36 回 に っ ぽん の 温 
泉 100 選 ] (2022 年 12| 


月 時 点 で の 大 位 ) タ 食 の イメ ー ジ 5 宿 の タ | お の 外観 夫 天 風呂 


0 とり 87, 80092, 600m 剛 強 2020005 


向田 rt 一 ネー 半 天 手 寺本 1 首 陸 っ 環 半 ※ 寺 貞 で 


け 

無印 87.800| ま 

Rh67.800 四 昌男 < 9・ 日 - 昌 

ロ 92.800 円 | 日 | 押 思 [1-Z・28 日 外語 "日 画 2|6|- 切 日 8 

名 古屋 (20-8:20 発 ) 一 新 電 線 「 ひ かり ] 号 岡山 = 鳥 取 世 丘 ([ 砂 で 世界 旅行 ・ エ ジ プ ト | 人 

| | 軸 開 催 中 の 玉 の 美術 呪 に ご 案内 / 晶 本当 海鮮 を 使っ た せい ろ 茶 の 昼 太 ) ニ 真 

1 泉 - 皆 生 つる や 【A】 ( 泊 )[ 和 所 は 

9 泊 と も 山際 の 名 湯 の 算 社 A ラ ンク ホ | | 太保 温 効果 が 高い こと で 知ら れる 名 湯 で ご ゆっ くり 文 夕食 は 紅 ズ ワイ ガニ 西京 焼き を | す 

テル に ご 宿泊 美肌 や 保温 効果 が 高い こ は め 、 フ ラブ ツー リズ ム 特 別 メ ニュ ー を ど ご 用 意 人 

le 昌和 社 5 人 な | | 生生 温泉 ニハ 重 二 神 社 ( 夫 掃 円 滴 結 び の 大 十 神 ) て 
EGO 人 8 の |2| ね 和 生 の 太 )ー 出 大社 ( 人 参考 4 時間 電 
『 し と Mua ジ フト 2 の /、 | 吾 ] 1 1 
10 得 OSGESEEY。 5 定立 9 の 人 13 - 剛 L 委 い の 
5 了 人 足立 \ 間 滞 在 3E2 
と で で 人大 大 伯 | | 同名 屋 C0:30 130 思 屋 | す 


の 東海 道 ・ 山陽 ・ 九州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、「 特 大 荷物 ]) CE 電 合 ES 

お 客 様 へ の 予約 が 必要 で す の で 、 旅行 中 込 時 に お 申し 出 く だ さい (予約 は 無料 で す が 、 放 数 に は 限り が あり ます )。 ま た 、 予約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 が 訓 れ る ご 
が あり ます 。 な お 、320 の Hi/2EOGn を 加え る 初生 ち 込み いた だ け ませ ん 事 有 ] 了 対 せ ず に | 大 | を お 持ち 込み され た 則 お 和 GTCOO 0 を 
お 支払 いい た だ く 必要 が あり ます の で 、 な る べく 答 物 は 小分け に し て いた だ く よ うお 太 い いた し ます 。 ご 不明 な 点 は 、 遇 社 予 約 セン ター に お 問い 合わ せく だ さい 


宮 / 
ビ 
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ム 
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必 
ア 
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スネ 
放 

1 
ジ 


に ココ 


っ > 思 半 ※ 半生 


『| 首 了 


: 


翌 田 rt 一 々 テー 詳 六 


た 
だ 
け 
ま 
す 
写 
真 
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す 
ペ 
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ィ 
メ 
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wire 叶 弄 下 い tmS 滑 藻 る 話 ※ 


コー ス 番 号 74892-C26 


往復 新幹線 「 ひ か り ] 号 は 優雅 に 


弊社 A ラ ンク 「 圭 佐 御 苑 」 と [ホテ ル 棒 館 」 で 寛ぐ 
秋色 奏で る 四国 ご 夫婦 


に 電 記 二 工 の 見 ころ は 


や > 1 月 中 旬 
12 月 上 旬 


ェ ア ョ 1 = り ミ 
紅葉 の 見 ご ろ は 例年 11 月 中 句 下 拓 せ 。 紅葉 の 見 ご ろ は 例年 
8 に Py くき 0 の DO は 了 晴 下 -12 朋 上 


い ーー Hr] お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 
る ぉ 3 た Be の り 万 円 12560o 由 
ご 夫婦 の イメ ー ジ | | 出発 日 | 還 回 1 5・21・22・29 日 
名 古屋 (00900 発 ) 一 新 電線 [ひか り ] 号 (プリー ン 車 ) 岡山 = 
(瀬戸 大 橋 〉 ニ 栗林 公園 (特別 名 勝 )= 高 松 (讃岐 うど ん の 昼食 ) ニ 大 歩 
1 久 峡 (紅葉 彩る 大 歩 危 峡 を 遊 中 般 か ら 観賞 ) ニ 高知 市 土佐 御 発 【A] 
( 泊 ) 災 ご 夫婦 で 異な る 夕食 を ご 用 意 。「 和 和牛 陶板 焼き ] と 「 四 万 十 鶏 
| | と きのこ の 鋼 」 の 異な る メイ ン の 夕食 F- 北 | 
高知 市 = 桂浜 ( 柚 像 や リニュ ー ア ル さ れ た 商業 施設 「 海 の テラ ス ] な 
ょ ど 四 万 十 の 和 郷土 料 
を 放 覧 ) ニ (人 靖 れ る ( 侵 あ の 近 
ホテ ル 棒 角 【A】 ( 泊 朝 屋 
| 人 朱 = - 伊 予 松山 城 (現存 天守 / ロ ー プ ウ ェ イ で ご 内 
訟 山 ・ レ スト ラン 門田 (松山 を 代表 する フレ ンチ レス トラ 
3 ン で 清 戸 の 長生 し む コ ー スラ ンチ ) ニ 利 老 山 展望 台 ( 瀬 戸 内 し 


を お 楽し みく だ さい 


3 日 目 の 昼 食 は まな み 海 道 の 絶景 ) ニ 岡山 一 新幹線 「 ひ か り ]」 号 (ブリ ー ン 車 ) 名 古屋 
(18:00 一 20:00 着 ) 皇 属 昌 

夕食 は ツア ー を ご 

を 1 品 ず つど ご 用意! ] 1 月 出発 選定 ツア アー を ご 用 意 し まし た 。 愛媛 と 高知 の 名 宿 や 名 物 料理 は も ちろ ん 、 放 所 船 か 


紅葉 を 愉し お 大 歩 危 峡 な ど 秋 な ら で は の 名 所 も ご 堤 能 く だ さい 。 企画 担当 者 大坪 太 机 


223 66m 以 上 ぃ ya=-as) の 露天 風呂 付き 客室 を ご 用 意 
以下 隠れ 家 リ ゾー ト [「 熊 野 倶楽部 ] と 熊野 三山 めぐ り 


修 天風 呂 付き 
し と ほす あ と ロ 

クス で きる よう に 設計 

され て いま す . 


時 天風 付き の 和洋 の 客室 の 二 例 夕食 の イメ ー ジ 


" 旨 補 06,000 本 70,000m 


無 Eh68.000 円 、 有 還 証 3 る 1 室 ひ と り 3.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 6.000 円 増 、 
ロ Rh70.000 円 1 名 1 室 20.000 円 電 
較 18 日 本 30 日 7 語 4・1 日 。 Bm の H 発 日 は 
首 Im 日 画 90'69 昌 催行 決定 
名 古屋 (ゆっ くり 10:00 一 10:30 発 ) 一 特急 南紀 」 号 一 熊野 市 = 熊野 倶 楽 
部 無料 送迎 パス ) ニ ・ 里 創 人 熊野 倶楽部 ( 泊 ) 誠 14:00 頃 の 早め の 
宿 到着 予定 娘 66m 以 上 (バル コニー 含む ) の 嘱 天 風呂 付き スイ ー ト 客 
| | 室 を ご 用 意 伊勢 海老 付き の 熊野 の 味覚 三昧 会 席 の タ 食 回 
2| 妹 野 速 玉 大 社 本 宮 大 社 = 清流 ( 熊 野牛 すき 焼き 御膳 の 昼食 ) 
ロ 那 因 大 社 ・ 青 岸 渡 寺 新宮 特急 [南紀 ] 号 名 古屋 (20:30 一 21:00 着 ) 上 
全 室 スイ ー ト 客室 の 熊野 の 隠れ 家 リ ゾー ト に 奏 泊 。 夕 食 時 、 テ ィ ー タ イム 、 お 
態 野 速 玉 大 社 夜食 な ど 爽 み 物 サー ビス が ある [オー ルイ ンク ルー シブ 」 の 宿 で 、 癒 の 魅力 を 思 
う 存 分 油 身 で きま す 。 企画 担当 者 : 流 中 陽子 


4 説 ぶ は フラ ブツ ー リ ズム 厳選 の 
納 家 較 m052(3 月 - 土 9:15<17:30 WEB で フラ コ 、 江 窒 | 検索 


を この ペー ジ の 企画 実施 党 業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


斗 肖 S さ ー4 


新型 ハイ ブリ ッ ド 車両 
「HC85 系 7 月 1 日 デビ ュー! 


彫 ( 宮 光 絢 ) 一 ふさ ヾ ヽ へ ささ 国 神幸 S 当 還 字 さ 沿 光 還 


(4 昨 こ ご 呈 y 病 弄 蕎 層 対 雷 藻 香 せ S 呈 式 責 一 . 貴 其 「 局 | 商 模 苫 ) 由 要 苦 目 


エー さき 


EHDO 


に Pt 


ァ 
電 1 
9 


圭 革 旦 


mtmm 導 dh 中 


せら と 吉 
・ 層 NHS 貴 本 


ET 


詳細 は P.41 参 昭 


1 日 が け て 
6 つの 乗り 物 で 
狗 ル ペ ベン ル ー ト っ 


ゴン ドラ で 
絶景 テラ スペ 


お ひと り 失 ー※ ー 特 急 「 ひ だ | 号 一 井山 … 電 放 富山 … 富 5 
遇 115.000 同 50.000m 9 山 … 電 鉄山 富山 地 方 鉄道 


1 TSSOP 25.000 円 、 介 印 135.000 円 、 
140.000 円 、( ) 印 150.000 円 


廊 訓 [2|・O・@ 日 四 (⑲・@ 日 


弥 陀 ヶ 原 王立 山室 堂 (標高 
ガイ ド | 


出 
胃 罰 6・14・g2 日 0⑩⑯- ゆ -⑩・@ 日 部 キー 
印 の 由 発 日 催行 決定 | 」 白 馬 東 
一 生 に 一 度 は 行き た い ア ル ペ ン ル ー ト は 時 期 に 応じ 
て 観光 箇所 を 厳選 。 北ア ルプ ス 有 数 の 観光 地 ・ 白 馬 に 行 し | イ 


く 特別 な 旅 を ご 用 意 し まし た 。 こだわ り の ホテ ル 上 質 な に 』 
ひと と き を お 楽し みく だ さい 。 企画 担当 者 / 境 元気 @W ル ァ | 講 


語 ぶ は | フラ ブツ ー リ ズム 国内 検索 AE 


| 2 白 エ ビ を 使っ た 昼食 も お 楽し み ノ |: 


記 太 田 ・ 岐阜 一 名 古屋 (2000 一 
田 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 


ド 


アル ペン ルー ト 内 の 「 雲 上 の 絶景 宿 ] と 北ア ルプ ス の 迎 賀 館 に 宿泊 
優雅 に ※ る アル ペン ルー ト ・ 白 馬 ・ 上 高地 


EFSISTE3 


弥 陀 ヶ 原 ホテ ル 【A】 ( 泊 ) [和室 また は 洋室 


5 30 一 16:00 頃 の 到着 希望 者 は 高山 相 物 邑 ヶ 原 
回 7 名 の と り 5.000 幅 1 名 25.000 提 | | 温 原 へ ご 素 内 [上 区 約 1.5km、 歩 行 時 間 : 約 1 時 間 / 標 91 


約 100m] 比 
2450m、 比 較 的 人 の 少な い 午前 中 の 室堂 へ 。 10 人 に 1 人 
同行 々 ガイ ディ ング レシ ー バ パー 利用 で 絶景 の みく り が 池 周 回 コー ス へ ご 案内 

180 分 滞在 ) ニ 大観峰 ふ (立山 ロー プ ウ ェ イ 〉 * 黒 
黒部 ダム ニ (関電 電気 バス 〉 ニ 扇沢 


一 出発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 は 除く ) 


財 ぎ た 新規 お 申し 込み の お 支払 い 方 法 | 
決済 の み 承 り ま す 。 あ ら か じ め ご 了承 く 


クレ ジッ トカ ー 
さい 。 


ツ 


we 計 誤 列 下 び temS 浅 藻 る 話 ※ 


謗 革 ご 


※ 。 革 遇 で 


た コ 


凍 T(AXー メ トー サテ 首 拉 大 | 半 也 っ 中 


民 
ア 
ム 
3 
因 

上 
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・ 肖 淵 | 相 刑 ・ 湯 洗 
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コー ス 番 号 7430 C26 還 1 名 回 15 名 回 不可 下 同 行 補 同 乗 敗 き 太 陽 バ ス 同 等 


ンク ホテ ル に 2 連 泊 3 日 目 昼食 は 


日 本 最長 「 苗 場 ドラ ゴン ドラ ] と 秘境 列車 [わた ら せ 決 谷 トロ ッ コ 列 車 
2 の で 押 香 せ すめ くぐる 香 必 9 導 人 上 州 紅葉 旅 


(大 間々 神戸 間 ) 
紅葉 の 見 ご ろ は 例年 10j 
月 下旬 1 1 月 ド 旬 


硬 
証 東 京都 の 相馬 
に フ ウェ イ 0 イメ ー ツ 昭夫 さん の 作品 


4 紅 民 の 見 ご ろ は 久生 10 0 』 3 引 
穫 革 の 見 ご ろ は 例年 10 月 上 旬 一 1 1 月 上 旬 月 下旬 1 1 月 上 角 1 1 月 中 旬 一 下旬 攻 
で お ひと り 欄 旅行 代金 (2-3 名 1 室 ) 加 本 無印 1 10.000 円 、 
2 ーー り _ 回 還 国 3000oF 遇 | Ogm12oooo 
11 記 向 12 太 円 請 和 m1e.22.24・26・⑳・30 日 田 の 日 


| 名 古屋 9: DDSS10300 発 ) 生得 多治見 ・ 中 津川 一 特急 [し な の ] 号 一 松本 = 上 


日 

温泉 ・NASPA ニ ュー オー タニ it】 越後 湯沢 温泉 の 弊社 S ラ ン フ ホテ ル に 2 
連 泊 。 客室 は 洋室 を ご 用 意 (ツイ ン ま た は トリ プル ) 文 1 日 目 は ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 
同 合 装 の ロー スト ピー フ や 職 , が 握る 握り 寿司 な どの ビュッフェ の 信 食 ( 約 60 分 ) 日 囲 
沢 2 を 観賞 ) ニ 南魚沼 ( 旬 の ネタ 10 
乗っ て 紅葉 観賞 )= 越 後 湯沢 
温泉 ・NASPA ニ ュー オー タニ 【S】 ( 連 泊 ) 丸 2 泊 目 は 別 会 場 で 洋食 コー ス を ご 用 意 開 同 
目 門 沢 温泉 = 大 間々 ー( わ たら せ 渓 谷 鎧 道 ト ロッ コ 列 車 に 乗車 (指定 席 ) 渡良 瀬 渓 
10 月 下旬 か ら 紅 葉 の 見 頃 を 迎え る 群馬 ・ 新 潟 の 紅葉 を 3 日 間 還付 葉 半 を 車 計 か ら 観 芝 (0302)7 神 亭 一 婦 美 (名 物 上 州 生 の すき 焼き 
還る おやま = 
ぞい ホテ | な の ]」 号 一 ※ 中 津 ) 川 多治見 " ー :00 一 21: 令 屋 口 
9 ラン クボ テル な を ど 用 記し まし た 。 企画 担当 区 所 | 3 和 39 利 ECWFW を 9 に CfERKETU #5 た 5 も 8 和 B ト 2 コ HG%HE 有 MEG3W8 が 5 りお 


wire 守 列 下 い TtmS 漆 藻 る 詳 ※ 


いつ 


に に: さ 


LN 


優雅 に 巡る 
紅葉 美しき 東京 和信 . 許 山 


> 下 


お ひと り 様 旅行 代金 (2 一 3 名 1 室 ) | 屋 史料 金 1 室 30.000 円 電 ] 
150,000m 21・23.28・29.30 日 


名 古屋 (ゆっ くり 10:30 一 11:40 発 ) 新幹線 [の ぞ み ] 号 (ブリ ー ン 車 ) = 

鎌 含 大 仏典 高徳 院 鎌 倉 (夕食 ) ニ 長谷 寺 ニ 横浜 : ホ テル ニュ ー グ ブ 
泊 ) 文 横 浜 の 迎 館 [ホテ ル ニ ュー グ ブランド] に ご 宿泊 日 較 
| 横浜 (朝食 )= 高 尾山 (ケー 2 邦 お 2 思う 


11 月 21・23・30 昌 出発 


EE うか い 位 享 EEWSky Resturant 6 
SS 


区 ls 

京 を 一 )= 新 国立 時 電車 
男 東 当 [O そ が] 時 リー ーー 名 屋 (1700 こ 1930 聞 時 | 
関東 地方 の 紅葉 名 所 を こだわ り の 宿 で 巡る ツア ー を 造成 し て ほし いと いう お 客 様 の ご 意 


見 を 反映 させ た ツア ー で す 。 往復 新幹線 グリ ー ン 車 : こだわ り の 食事 ・ 名 高い ホテ ル を ご 
用 意 し た 特別 な ツア ー で す 。 是 非 ご 参加 お 待ち し て お り ま す 。 企画 担当 者 " 境 元気 


11 月 28・29 日 出発 


| 常 国 ホ テル 東京 


HAN パス 本 欄 由 ※。 革 囚 き 語 


ssm052(300)0022 * 到 設 E。 rucsamoszoeommes 0 


国 内 浜 050(3537)5250 還 050(3852)0087 gs050(3852)0095  * こ の バー ジ の 二天 所 は 名 屋内 放 行 セン ター で す 


斗 純 S さ ー4 


芝 ) 帳 苦 目 


則 藻 香 な S 呈 湯 表 一 中 基 S「 選 | 商 融 : 
彫 ( 宮 光 絢 ) 一 ふさ ヾ ヽ へ ささ 国 宮 と ゴゴ 宮 S 当 還 字 さ 沿 光 因 


(dt 時 こ ご 宮 開 虹 


3: に に: に 生 そう 1 


北陸 を 代表 する 名 旅館 ・ 加 賀 屋 で 寛ぐ 
あり 金沢 ・ 豊能 登 の 旅 


AN owa 符合 
時 4 アル Wo0 表 第 1 位 
七尾 注 の 眺め が 素晴らし い 、 海 沼 い に 建 つ お 宿 失 


華 な 館内 と 上 質 な お も て な し と と も に 、 歴史 ある 海 の お 出 損 え の 5 の 人 と 
温泉 ・ 和 倉 の 湯 を 絶景 の 釧 天 風呂 で 堪能 くだ さい 。 5 出 角 え な い 場合 が あり ます ) 七尾 滴 を 望む 露天 風呂 瑠璃 光 の 露天 風呂 


員 | 部屋 別 料金 | Se 
っ ot 0 し 5 き ぎ | 号 
万 | ] 2 る 1 室 ひ と り 10.000 円 ン 車 利用 


骨 罰 引 12・19 日 語る ・16 日 Em の 出発 日 ( 8 きっ 
当 加 10・26 日 催行 決定 し 簡 : 金 っ 名 古屋 問 / 


名 古屋 (9:40 一 11:50 発 ) ※ 尾 張 一 宮 ・ 岐 阜 ・ 大 垣 一 特 急 「 し ら さ ぎ ] 号 ( ブ 

1 リー ン 車 ) 一 加賀 温泉 = タフ シー= 山 代 温泉 ・ 玖 璃 光 ま た は 葉 渡 和 【A】( 泊 ) [ 和 
室 ] 文 北陸 屈指 の 山代 温泉 「5 つ 星 の 宿 ] 認 定 の 温泉 宿 へ 。 MM208 過 学 
大 伝統 芸能 を 愉し お : 加 賀 一 向 一 所 太鼓 ショ ー 開 催 


SPP ーー で | 1 人 = 多い 力 思 (的 15) で 可 吉 人 沢 科大 還 (日 名 国 / 約 
< 2 602) = 金沢 (の どく ろ な どの 混 り 寿司 の 屋 人 = 能 合金 有 ( 絶 虹 フ ルー ズ ) = 和 


含 温泉 ・ 加 賀 屋 能登 本 陣 【A】 ( 泊 ) [和室 ] 文 一 度 は 泊まり た い 憧 れ の 宿 [ 加 
| | 賀 屋 ] に 約 17 時 間 滞在 難 屋 多 

(の の の 5 く ロフ ルコ ー ス 0 上 に 江 (2 
コ に |3| 廊 の 宝庫 能登 の 至高 の 懐石 能登 ぐ 協 石 フル コー ス ] の 昼食 )= バ 】 ] 

た 。 O た に 号 ( ブ リー ン 車 ) 一 ※ 大 垣 . 岐 和 ・ 尾 張 一 宮 :40 一 21: 抽 屋 [ 
と RED5 た UE を が EEU。 を 計上 - 由 に て 末 下 の 方 は 85 に 相 く だ さい E 


E 
星野 リゾ ー ト の 温泉 旅館 プラ ンド 「 界 ] に ご 宿泊 


層 ご 当地 楽に 角 れ る 「 独 川 具 上 II に 約 16 時 間 主 


人 
記念 公園 
ら つの 界 、 界 川治 と 界 


鬼怒 川 に 約 18 時 間 滞在 
と 、 日 光 の 文化 に ふ 合 


れる 3 日 間 を お 楽 
し みく だ さい 。 3 
企画 担当 者 / ゴ 田 隆之 
※ 

佳 ツ 0 と り 析 国司 表 1 名 1 室 40.000| 
所 ア II HOW 
4 出 悩 日 12 日 E2 語 26 日 Bot%B ほ 催行 決定 
上 名 古屋 (9:59 一 10:30 発 一 新 寺 線 「 の ぞ み ] 号 東京 川治 温 泉 ・|※ 
る 1 上 褒 【S】 ( 泊 ) 大 里山 の 日 常 生活 に 根付 いた 「 里 山 の 問 
人 しゅ る 、 手 金 き の 硬 体 験 や 人 和紙 の 手 油 き 体験 | 
月 上 王寺 ・ 三 全 全 日光 ( 生 湯葉 な ど 日 光 名 物 の 昼食 ) す 
こ = つ 昌光 東 ( 簡 ま た は 反 女 さん の 系 内 付き で 拓 . 和 着座 の 則 ペ 
まる 2 で 符 史生 第 泉 界 反 川 [5] 8) 区 子 焼 を 中 心 に 約 | て 
介 寺 300 枚 の 豆 皿 が 並 点 [ 豆 皿 ギャ ラリ ー」 の 見 学 や 益子 焼 マイ スタ ー が 益 | イ 
0 | | 拉 の し さ を 教え て くれ る [ 拘 子 近 ナ イト ] を お 楽し か くだ さい 屋 | メ 
を 鬼 和 | 温泉 = の イタ リア 大 合 包 別荘 記念 2 上 
し 前 3 記念 公園 … 中 神 寺 湖 ( 名 物 ニ ジ 4 
す | | のぞみ] 号 名 古屋 (1830-19:30 間 ) す 


上 や 視 芝 と ご 不 自由 な 
連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


語 ぶ は | フラ ブツ ー リ ズム 国内 栓 末 、 


半 星 寺 誌 論調 回 AIN 一 >ー 半 疾 拉 寺本 1 立 肢 ニ 胃 半 ※ 半 遇 で 


りお 願い ocneaaas | 
の ある 方 、 身 体 衝 害 者 補助 大 を お 


5 で" に 


層 革 ご 


プ 
ビ 
ア 
ム 
3 
5 

中 
ジ 


雲 せ u き 


・ 肖 淵 | 相 靖 箇 ・ 湯 洗 


に に 3 


16 


17 


+ ニ 


※。 和 W で 立 


斑 っ 思 


3 


員 AN 一 えー サ 詳 皇 量 | 


こ 吉 


K 慎 導 守 直 計 


2 無印 140.000 円 
お ひと り 欄 旅行 代金 14 -15 5 印 150.000 円 、 
(2 一 3 名 1 室 ) 万 円 < り 万 円 印 155.000 円 


ri 人 薄 湖 符 OTNmS 洪 洗 さ 計 ※ 


コー ス 番 号 75210-C26 


南 九州 を 代表 する ら 2 つの 温泉 宿 を 骨 選 いた し まし た 。 また 、 ら 泊 共 に ホテ ル は 約 
17 時 間瀬 在 で 、 優 雅 な 時 間 を お 寛ぎ いた だ け ま す 。 企画 担当 者 "戸田 隆太 


g 計 13・⑳ 日 世 還 24・28 日 


を 上 E3.18・28 日 名 922 人 日 
男 避 9 日 呈 (6| 日 王政 880 円 
中 部 (7:50 一 9:50 発 ) 鹿児島 = 蒲生 八幡 神社 高 さ 約 30m の 大 
楠 / 約 30 分 )= 黒 酢 郷 志 田 ( 桜 島 叶 な ど 地元 の 食材 を 使っ た 
1 | コー スラ ンチ )= 紛 島 神宮 (天孫 降 上 の 地 / 約 50 分 ) 色 島 温 泉 ・ ラ 
ビス タ 唆 島 ヒ ルズ 【S】 ( 泊 )[ 洋 室 ま た は 和洋 室 ] 太 イ タリ アン フル 
コー ス の タ 食 災 15:30 窒 到着 予定 還 あ 
玲 島 温泉 (9:00 出 発 )= 仙 大 園 日 本 を 代表 する 大 名 庭園 を 自由 艇 
策 約 50 分 ) = 奄美 の 里 ( 殊 料理 の 昼食 )= フ ラ ワ ー パ ー ク か ご し | 軒 p 
|2| ま (数 多く の 亜熱帯 植物 や 温帯 植物 を 扱う 植物 公園 / 約 60 分 )= 指 | 軒 な 
宿 温 泉 ・ 指 宿 白水 館 【A】 ( 泊 ) [洋室 また は 和洋 室 ] 太 指 宿 名 物 「 砂 | 軒 し 
| | お し 風呂 入浴 券 付き 太 15:30 窒 到着 予定 志 屋 | 軒 風 
3 指宿 温泉 (9:00 出 発 )= 池 田 湖 ( 約 30 分 ) = パレ ル パ レー プラ ハ &| 邊 必 
| GEN( 昼 食 )= 鹿 児島 中 部 (14:45 一 18:00 着 ) 量 
@ な 2) @ 人 @ 人 @ 
26 当 27 引 28 当 29 引 30 31 利 
pe ーー 還 四 国 回 国 国 困 還 
早く も 販売 開始 ! 5 で 国 凌 
関東 | ュ ->wg 74202.c2e EE 届 ] 東北 | ュ ->wm 74180-c2e 回 E 届 ] 到 北 滞 | っ ->mm73870c26 EE 
年 末年 始 出発 ! 東京 初 語 決 定 版 三陸 鉄道 初日の出 号 ] を 1 月 1 日 を 船上 で 迎え る 
築地 で 寿司 の 夕食 も 5 クラブ ツーリズム で 貧 切 馬車 優雅 な 東北 ・ 回 
楽し み 識 | 三 陸 で 過ごす 0 | 北 省 年 年始 の 旅 
お ひと り 様 旅行 代金 ーー 、 年 末年 始 Mu 
80.900 18 ヵ ロー 
e 円 
時 2) 
| 員 発 日 5 出発 日 
革 本 31 日 | 8 | 少 緒 語 31 日 船上 か ら の 日 の ! 
力 州 | コース Wm75162-c26 Ei] 中 国 ュ -xmm 4621.cs EE 届 | 近 畿 コス ws74566-c2e EE 
年 末年 始 出雲 大 社 ・* 美 保 神 社 両 参り ジャ イア ント パン ダ と ジン ペ エ ザ メ に 会 える ) 
平戸 * 世 界 遺産 | 和 放 の 地 山宮 を 。 RS アド ベン チャ ー ワ ー ル ド 
1 と 
軍艦 島 を めぐ る 旅 めぐ る 年 末年 始 i 上 約 5 時 間 清 在 と 海 遊館 全 


お ひと り 欄 旅行 代金 5 お ひと り 欄 
(2-3 名 1 室 ) Aa - 旅行 代金 旅行 代金 


(1 一 2 名 1 室 ) (2-4 名 1 室 ) 
Ni 中 


69.800m- 49.900n- 剛 
99.800m meess64.900n 


お ひと り 欄 


の 
訂 和 に より 
公開 中止 


roszoooooz 詳し く は 「 プ レミ アム ステ ー ジ 国内 


思 有 付 時 間 (は 休 華 月 っ 寺 9:15-1730 。 ※ え この ペー ジ の 全 画 - 実 施業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


斗 通 S さ ー ス 


呈 注 ぐ 光 還 


ー ふ ふぐ で ふせ ー ミ で 同 宮 と 寄 S 目 訓 


園 ( 宮 光 比 ) 


(時 ご 合 y 剛 棋 条 層 対 畑 状 香 な S 党 尊 誰 一 中 基き ③「 司 | 商 模 若 ) 環 要 茜 目 


良き > 


XP キ : ト コ 


E 


サ Qtmmm 棒 昨 ・ 旨 語 血 ・ 半 誕 
まさ ー さ 


せら と 吉 
・ 書 9 す 陽 可 「 い 


半 昨 ご 


コー ス 番 号 73956-C26 在 1 名 回 15 名 回 不可 男 同 行 中 同和 困 


郡山 観光 交通 同等 


ど : pg P > 
光 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 9 月 中 旬 芝 
お ひと り 様 旅行 代金 (4 名 1 室 ) 


99,900m 


21・24・26・28 昌 上 は 介 の の と な り 、 リ イキ ング は で さま せん 


1・3 晶 | | 中 子 温 泉郷 リゾ ー ト パー ク ホテ ル オニ コウ ベ B] 泊 ) 妨 食 は みち の く 昌 高見 生 と 生 ダ ン の 胸板 寺 き 付 和風 会 度 雇 | 
3 名 1 室 O と り 3.000 円 場 、| | 鳴子 温泉 郷 = 須川 湖 (紅葉 時 は 別名 「 朱 沼 」 と 呼ば れる 標高 約 1200m の 須川 高原 内 に ある 湖 ) ニ 栗駒 山 ・ い わか 
2 名 1 室 ひと り 6.000 円 増 、| | 3| が み 平 (ナナ カマ ド の 赤 と カ エ デ の 黄 、 火山 震 の 黒 の コン トラ スト が 見 事 ) ニ 新幹線 「 や ま び こ 」 号 一 東京 
1] 和 15.000F ー 新 幹線 [の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (20:00 一 22:00 着 ) 和 星 | や 


回 1 名 回 15 名 回 不可 画 同 行 避 同 生き 衣 如 山 観 光 交通 同等 
3 日 間 


まる で 神 の 組 季 ! ネ イチ ャ ー ガ イド 同行 で 行く 
紅 に 染まる 秋 の 秘境 ・ 栗駒 山 ミ ニハ イキ ング 


502 消 在 半 イキ ング 後 は 


k 守 薄 列 吾 い CmS 尊 


六 詳 旭 は P.41 参 妥 


お ひと り 欄 旅行 代金 (1 一 4 名 1 室 ) 


99,900m- 了 ER 人 
104900m に 半 2 


無 ER99.900 円 、OED104.900 円 靖 計 RW 
21・26・28・⑳ 日 人 
了 引 1・3・5 日 を TLSHOEEETn SA っ に 
| 名 古屋 (8:009:30 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 東京 = 新幹線 [やまびこ ] 号 ーー ノ 関 = 林 駒 山 訪 ・ い わか が み 平 (ナナ カ | 『 
| マ ド の 赤 と カ エ デ の 黄 の コン トラ スト ) ニ =ー 関 市 内 ・ ペ リー ノ ホ テル ー 関 ( 食 は 各自 お 召し 上 が りく だ さい 
| 一関 市 内 = 栗駒 山 ・ 名 残 ヶ 原 温 原 (ネイ チャ ー ガ イド 同行 で ミニ 3 和合 2kmz 2 
2 高 差 約 50m ン ) り 各 ) ( 紅 生 | 
2| 馬 は 別名 祭 呼ば れる 湖 )= 和 栗駒 国定 小 安 財 ( 大 噴 湯 を 橋 の 上 か ら 見 学 ※ 計上 の 介 か ら 光 い へ 
| は ご 案内 致し ませ ん ) ニ 天童 温泉 ・ ホ テル 王将 【C】 ( 泊 ) 文 石造 り の 王将 棋 駒 が 名 物 の 広々 と し た 大 浴場 か 記 昌 軌 
3| 天童 温泉 = 蔵王 ロー プ ウ ェ イ (紅葉 の 大 パノラマ を お 楽し みり ) = 山形 一 新幹線 「 つ ば さ ]」 号 一 東京 一 新 幹 
| 線 [のぞみ ] 号 一 名 古屋 (19:00 一 21:30 着 ) 朝 


半 


開 刀 酔 1 閣法 っ 通 


に 


汗 


国 1 名 回 15 名 固 不可 男 同 行 思 同 乗 


3 日 間 
安達 太良 山 ・ 五 色 沼 ・ 鶴 ヶ 城 公園 * 大 内 宿 * 浄 土 平 
rr SS の EE ーー ンー 


者 到 台 肖 > 


に EEC いで こう 


和 東 の 見 どろ は 年 10 有 上 旬 こ 1 1 月 上 旬 氷 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 1 0 有 下 包 ー1 1 月 上 旬 


お ひと り 様 名 古屋 (8:00 一 9:30 発 ) 一 新 電線 [の ぞ み 号 東 

誤 e 00, 900mー ュ 1 な 穫 共 ロープウェイ で 空中 衣 上 / 約 1 

は 09, 900 滞在 ) 3 8 2 (8) 時 室 0 クタ 廊 和洋 中 パイ キン グ ! 困 
T 


無印 99.900 円 、 〇 印 109.900 円 
7 語 22・26・②⑦ 日 画 同 ③ 日 
3 名 1 室 ひと り 3.000 円 増 、 


2 名 1 室 ひ と り 6.000 円 増 、 
1 名 1 室 20.000 幅 増 


HAN べろ 革 表 注 由 ※ 革 導 き 計 


説く < は | フラ ブツ ー リ ズム 紅葉 


コー ス 番 号 73938-C26 目 1 名 回 15 名 回 不可 男 同 行 同乗 了 Ze 半 和田 鋭 光電 族 同 等 
3 日 間 
AH 入山 地 議 秋 に し か 見 られ な い 景色 を 専門 ガイ ド 同行 で 歩く 
当 守 共 世界 遺産 登録 
は P.41 参 30 周年 ニー コー ポー 


歩行 旗 離 : 約 2km 
歩行 時 間 : 約 120 分 


iR の 上 どろ は 人 108 和 1 月 『 

名 古屋 (7:00-9:00 発 ) 一 新 時 線 「 の ぞ み ] 号 東京 = 新幹線 やまびこ 」 号 一條 

] ご 平山 (岩手 と 秋田 の 県 境 か ら の 記 )=\ 由 平 アス ピー テラ イン )= 色 前 市 
前 パー ク ホ テル また は 同等 フラ ス ( 泊 ) 

巡 泊 な の で 符 物 の 移動 ちな く ラ フラ ク ! BEB 

弘和 市 内 = 玉山 地 (世界 人 登録 エリ ア の ブナ 林 を ネイ チャ ー ガ イド 同行 で ハイ キ 

| ング ン ハ イキ ング の 途中 、 世 界 人族 の 礎 の 中 で コー ヒー を ど 有意 歩行 

2km・ 歩 行 時 間 約 120 分 ・ 清 在 時 間 約 150 分 )= 白 神山 地 ビ ジ ター セン ター(2022 年 4 

ー | 月 に リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 白神 山地 の 自然 を 学 和 認 )= 前 市 内 ( 暫 ) 前 

pt 0 。 900m | 市 内 = 奥 入 流 (部 大 光 下 和光 | 問 を ネイ チャ ー ガ イド 同行 で ハイ キ 

3| ング ノ 沙 行 離 約 1.2km・ 歩 行 時 間 約 30 分 ・ 在 時 間 約 60 分 )= 七 新幹線 「 や 

[| 皿 避 15.17.19.2429 日 ま び こ ] 号 東京 新幹線 [の ぞ み ] 号 名 古屋 (20:00 一 22.00 着 ) 。 彰 


こと ne 守 薄 弄 再 temS 泌 藻 き 計 ※ 


に 


ヨ | に : な ん アル 4 回 1 名 回 15 名 回 不可 男 同 行 回 な し 


る コー キィ 世界 遺産 日 光 東 照 宮 と 
っ 


※。 革 区 ご 


3 日 間 


に 
半 


濁 
聞 和 っ 表 


島 面 刊 ・ 
部 


翌 田 rt 一 > サー 半 疾 皇 還 


の 0 時 中 道 
生 誠 の 見 ご ろ は 年 9 有 旬 評 1 月 旬 議 議 Hi%8 こ 2 は 人 年 10 有 FII ト 便 
お ひと り 様 無印 89.900 円 、 
利和 900m94, 900m 994200 有 
1 名 1 室 20.000 円 増 | 


0 二条 [ の ぞ み ] 王 東和 な す の 1 
宮 = 那 須 ・ 茶 日 岳 ( ロ ー プ ウェ イ に 乗っ て 紅葉 、 黄 葉 の 色彩 が 美 し 

い コン トラ スト の パノラマ 穫 葉 を お 楽し み ) 那須 塩原 温泉 ・ 一 葛 亭 ( 泊 ) 
文 2022 年 リニュ ー ア ル の 温泉 ホテ ル 太 ご 当地 和牛 [那須野 ヶ 原 和牛 ] の す 

| き 焼き の 夕食 と アル コー ル を 含む 飲み 放題 を ご 用 意 ( 約 90 分 ) 器 図 

那須 塩原 温泉 (案内 人 同行 で [日 光 東 昭 宮 ] 日 光二 荒山 神社 「 輸 王 

2 | 半 を じっくり 名 物 ・ 湯 葉 と 系 お こわ 御膳 の 昼食 )= 華 厳 の 滝 (日 本 三 名 
澤 の ひと つ 。 紅葉 も お 楽し み ) ニ 水上 温泉 ・ 党 山 みな か み 【A】( 泊 ) 文 2023 

| 年 リニュ ー ア ル し た 旅館 自慢 の 温泉 と 旬 の 和 会 語 を ご 用 意 拭 屋 了 
水上 温泉 神戸 一 (わたらせ 渓 谷 鍵 道 に 乗車 (自由 席 ) 渡良 瀬 渓谷 

の 紅葉 美 を 車窓 か 観賞 ( 約 30 分 )〉 一 大 間々 駅 桐生 (炊き 込み ご 

3| 飯 徳 寺 (特別 公開 中 の 


HAN べろ 本 欄 出 ※。 革 遇 き 計 | 


電話 番 号 は 才 付 時間 (日. 家 は 休業 ) / 月 ご 土 9:1517:30 
名 屋 052(300)0022 * 庄 語 FAX: 名 屋 052(263)0085 の に しい きわ せく まい 
浜村 050(3537)5250 豊 格 050(3852)0087 mmm050(3852)0095  * こ の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 
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中 (て 同 棋 尊 層 対地 薬理 きる 滞 尊 9 一 . 其 ③「 局 | 隊 茜 ) 中 苦 目 


潤 了 いっ 届き 国 還 へ さぶ > 賠 ( 光 涼 ) 一 ふさ で ふさ ご 国字 と ゴ 宰 S 拉 目 副 恋 朱 固 


斗 通 S さ ー ス 


( 


コー ス 番 号 74300-C26 回 1 名 四 ら 0 名 回 不可 


ルビ コ 交 通 同等 


| 3 日 間 | 


紅葉 フル ー ズ 秘境 ロー カル 列車 360 度 パノラマ ロー プ ウ ェ イ 
ー 秋 こそ 美しい 越後 7 つの 絶景 紅葉 ゴー ルデン ルー ト 


# レ ca 
紀 FI 0 月 ウン 笠 ス ( 小 出 大 白川 間 自 由 席 ) 
上 旬 一 1 1 月 上 の 見 ご ろ は 例年 10 月 中 旬 二 1N] 月 上 上 旬 


お ひと り 様 0.000 円 増 

計 人 64 900m74, 900r 972605 ご 900、 六 
1 日 目 は 和洋 ブッ フェ (609、 
2 日 目 は 和食 セッ ト 場 温 泉 ・ 苗 場 プ リン ス ホ テ ル 【B】 ( 泊 ) 
メニ ュー を ご 用 意 | 客室 洋室 (ツイ ン - トリ プル ) を ご 用 意 文 1 日 目 は 和洋 ブッ フェ の タ 食 ( 約 60 分 ) を ご 用 意 曰 久 | 
| 苗場 温泉 = の 奥 只 見 湖 ( 一 奥 只 人 昼食 ) | 
こ 2 = 小 出 …(@ 絶 景 ロー カル 列 苗場 | 


上 使っ た 地元 グル メ 


開 山菜 を ふん だ ん に 
っ ー 苗 場 山頂 … 田 


湖 の コン トラ スト )= 訓 南 醸 造 (新潟 と いえ ば 日 本 酒 も 買い 物 と 試飲 )= 塩 尻 一 特 急 「 し な の ] 号 
ー ジ 中 津川 : 多 治 見 千種 一 名 古屋 (20:00 一 21:30 着 ) 黄 屋 日 


2 3 名 物 ・ へ ぎ そ ば 、 南 魚沼 産 の コシ ヒカリ 食べ 放題 の 人 沼 御膳 の 昼食 )=@ し ゃ く な げ 湖 (紅葉 と 
慰 記 
の 魚沼 御膳 ES4 人 0 |※ 行 程 内 の ⑩ 一 の は 7 つの 絶景 を 表し て いま 種 ・ 多 治 見 ・ 中 津 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相 設 くだ さい 


コー ス 番 号 74204-C26 回 2 名 国 25 名 回 不可 国 同 和 
ら 日 間 


360 度 紅葉 に 岡 まれ た 絶景 ホテ ル の 81m ス イー トル ー ム に 宿泊 
軽井沢 約 20 時 間 滞 在 で 秋 を 満 際 ) ちょ っ と 費 沢 な 大 人 の 紅葉 旅 
ま 人 


和民 の 見 ころ は 3 
人 10 有 中 


別 料金 700 円 し 穫 芝 の 見 ころ は 年 10 有 市 


2 


NE 一 > テー 着 首 壮 桂 量 1 詩 陸 入っ 胃 半 ※ 。 寺 貞 で 藻 


コー ス 内 存 (ツア ー デ ィ レク ター[ 拓 本 員 ]) 四 (受付 人 員 ) 回 (昌俊 行人 貞男 (1 名 参加 の お 客 様 の 相 序 屋 避 (バス ガイ ド ) 5 認 ( 和 用 バス 全社) 還 (3 町. 仙台 - 伊 関西 還 夫 - 中 各国 際 - 北 九州 相国 
マー ク の 時 本則 空 の を 利用 する ツア ー は 、 空 (は 遂 あ た り ): 羽 田 大 人 370 由 新 千 和 大 人 370 由 人 台大 290 人 / 大 人 340 由 関大 人 440 由 中 国際 大 440 円 
い ー( ト ロッ コ ) 一 ゃ エ 
大 人 100 円 福岡 国 際 大 人 1 10 円 、 衣 本 大 人 200 円 吾 工 大 人 240 円 が 和 和 用 本 と な り ま す 一 (パス) 一 (JR) 一 (JR 以外 の 私 ) 一 トロッコ) 一 (ケー ブル カー) … (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) 
見 方 (水上 区 通 ) サ ( 織 ) (徒歩 また は 自由 行動) (信人) あ ( 久 ) 胡 ()( 衣 ) 秋 ( 屋 人 革 ( 経 食 ) 昌 (な し ) (お 客 和 真 ) ※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 


を 


出発 12・⑬・⑭・( 0 ゆ ・⑭・ 外人 旧 穫 
ー 小 布施 (自由 敵 策 と 自由 | 葉 


Bg 


上 泉 * 苗 場 プリ ンス ホテ ル ( 軍 り 
苗場 
代 山頂 一 ⑨ 田 代 ロ ー プ ウェ イー 田代 山 柱 新潟 の 名 産物 の 買い 物 と 天ぷら と いた だ く | ど 


苔 ご 


ほほ お ひと り 欄 旅行 代金 (4 名 1 室 ) 較 畔 玖 向 史 

M 

前 39, 900844. 900m 四 還 22 

普 無 ED39.900 円 、O44.900| ※※ 
時 | 名 古屋 7:00 発 ) 一 ※ 千 竹 ・ 多 治 見 ・ 中 津川 生生 松 | 
本 城下 町 (自由 散策 と 自由 昼食 ※ 松 本 城 入場 は 別 料金 700 円 )= 確 第 
本 梁 (「 め が ね 橋 ] で 親しま れる レン ガ 造 り の 橋 と 紅葉 の 競演 )= 軽 井 
邊 テル 軽井沢 1130【A】 ( 泊 ) 文 約 81f の スイ ー ト ルー ム 確 約 に て 
お 行 ご 用 意 屋 上 パノラマ テラ ス よ り 北 軽井沢 高原 の 壮大 な パノラマ 
信者 ビュ ー を お 楽し みく だ さい 

いい 軽井沢 = 要 場 池 (水面 に 映し 出さ れ た 鏡 紅 葉 )= 旧 軽 

た 名 2 井沢 タリ アセ ン ( 自 然 豊 か な 高原 と 才 沢 湖 の 景 色 を 

和則 州 散 を 使っ た 昼食 ) ニ 塩尻 一 特急 「 し な の ] 号 

す 名 古屋 (19:00 一 20:10 着 ) 


に 


企 曽 箇 ・ 
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コー ス 番 号 74203-C26 四 1 名 固 ら 5 回 不可 画 同 行 朗 な し 


伊豆 箱根 バス 同等 


7 つの 乗り 物 に 乗車 で 「 楽 」 し て 「 楽 し お 」 
ーー 


3 日 間 | 


1 箱根 


箱根 登山 電車 


ET 
両 は 変更 と な る 場合 が あり ます 
| 由 と な り ます , 


人 
紅葉 の 見 ご ろ は . 
例年 10 月 下旬 
ー1 1 月 中 旬 


60 900 1 る 10.000 提 | ーー 3 


名 古屋 (7:30 一 9:10 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ]」 号 一 静 岡 = 清水 港 一 駿河 湾 フ ェ リ ーー 
1 詩 取 港 = 下田 ( 空 か ら の 絶景 ロー プ ウ ェ イ に 乗っ て 山頂 へ ) … 伊 豆 急 下 田 … 伊 豆 急 
行 リゾ ー ト 21 一 片瀬 白田 熟 川 温泉 ・ ES 5 な よし ( 泊 ) [和室 ] 娘 お 食事 は お 部 
屋 で 伊豆 の 海 の 幸 を ゆっ くり ご 堪能 くだ さ 日 昌代 
っ 境川 温泉 = 来 宮 神社 (パワ ー ス ポッ ト (高め て た っ 8 り 抽 120= 箱根 湯 
本 一 箱根 登山 鉄道 一 強 比 = 箱根 人 石原 温 泉 ・ リ カー ブ 箱根 ( 泊 )[ 和 室 また は 洋室 ] 師 上 
箱根 仙石 原 温泉 大 浦 谷 箱 根 ロー プ ウ ェ イペ 桃源 台 … 桃 源 台 港 一 箱根 海賊 船 - 
3 箱根 港 = 沼津 (握り 寿司 の 昼食 )= ど うす る 家康 静岡 大 河 ド ラマ 館 = 一 新 電線 [ こ 
だ ま ] 号 名 古屋 (18:30 一 21:10 着 ) 問屋 日 
程 お よび 宿泊 地 、 食 事 条件 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 


箱根 仙石 原 温泉 


は 


こと ne 守 薄 弄 再 temS 潤 示さ 対 ※ 


に 


コー ス 番 号 74243-C26 回 名 回 25 名 回 不可 固 同 行 な し PS 計 神奈 中 観光 同等 


養老 肖 谷 ・ 亀 山 湖 紅 葉 クル ー ズ ・ 小 湊 鐵 道 ロー カル 線 
8 つの 絶景 に 出会う 紅葉 の 房総 半島 


※ 。 愉 才 ご 


3 日 間 | 


x 骨 半 


お ひと り 欄 旅行 代金 (2 一 4 名 1 室 ) 


ーー に : が 
一 9,900 mg 
写真 提供 ( 公 社 】 『 1 名 1 室 10.000 円 増 


千葉 上 物産 会 


ぇ テー サ 謀 二 二 本 1 詩 温和 


] 名 古屋 (8:009:10) - 新 幹線 「 こ だ 
ま ] 号 小田 原 = 東京 湾 ア クラ イン 
海 ほたる (自由 昼食 )) =@ 野 島 秦 灯台 
(房総 半島 の 最 南端 。 登れ る 灯台 ) = 南 
] 房 温泉 ・ 館 山 リ ゾー ト ホ テ ル ( 泊 ) 日 曰 
。 行 す る 紅葉 クル ー ズ )= 2 

| の 見る は (見 の 幸 が 拉 う 光 名 市 場 で 上 由 昼食 )= 上 

2 山 (ロー プ ウ ェ イ に 乗車 し て 「 地 狂 覗 き 
アワ ビ 『 操 りな 避 へ 」)=@ 原 岡 海岸 (様々 な CM な 
5 Ras ロケ 地 に な っ て いる スポ ッ ト )= 南 
[2HH タ 人 aos | 泉 ・ 館 山 リ ゾー ト ホ テ ル ( 連 泊 ) 宙 
南 房 温泉 = LE 


養老 
3 = 金谷 港 ご @ 東 京 湾 フ ェ リ ーー 里 浜 洪 
= 小田 原 一 新幹線 「 こ だ ま 」 号 名 古屋 


ワ ビジ ジー 


ま 
す 
写 
真 
は 
す 
ベ 


* ※ 悪 天候 等 に より 欠航 
する 場合 が あり ます 


5 
メ 
2 
ず 


ーー 紅 ー を イメ ー ジ #| | (1930 一 2050 基 ) 硬 
me |※ 行 程 内 の ⑯ 一 は 8 つの 絶景 表し て いま す 
sm 尾 052(300)0022 詳 は X ほ は フラ ブツ ー リ ズム 紅葉 | 検索 1 
電話 受付 時 間 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15-17.30 


まこと の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


斗 通 S さ ー ス 


(は 妊 こ 人 な 関 層 訂 叶 則 在 基 出 党 湯 0 政 因 S「 選 | 阿 根 若 ) 還 若 目 
較 玉 当 へ き ふ > 岡 (光線 ) 一 ふさ で へ ーー ミド 同 宮守 S 征 加計 沿 拉 還 


に 3:| 2 あや: に 


コー ス 番 号 74885-C26 還 1 名 回 20 名 回 不可 画 同 行 叶 な し 暫 を 守 衣 両備 バス 同等 


大 歩 危 峡 遊 覧 船 ・ 寒 霞 渓 ロ ー プ ウェ イ 
2 つ の 東 り 卸 が ら L 弄 を 先 で 小豆 全 * 四 関本 名 所 めぐり 


ーー っ ーー ーー 


ロー プ ウ ェ イ 


ら 日 間 | 


レ 】 「 小 豆 鳥 産 エ キス トラ 
バー ジン オイ ル 」 で 炒め て 

還 か N の も ろ み 味 噌 を 

生 使っ た そぼろ 野 茶 た っ ぷり の 


お ひと り 様 旅行 代金 
(12 名 1 琶 ) 55,000m 
、 . 還 EEl 22・24・26・27・29 日 go 催行 決定 
名 古屋 (7:00 一 9:00 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 岡山 
ニ 金 刀 比 宮 (紅葉 彩る こん ぴら さん の 名 自 参拝 と 自 
由 昼 食紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 10 月 下旬 一 11 月 下旬 ) 
大歩危 峡 ( 礎 岩 の 渓谷 を 施 算 般 乗 船 で 紅葉 観賞) 
の か ずら 橋 ( 祖 谷 渓 の シン ボル か ら 紅 葉 を 観賞 
橋 料 込み ) ニ 高 松 ・ 高 松 東急 HEI ホ テル また は 同 
フラ ス ( 泊 ) 夕食 は 高松 市 内 で 自由 タ 食 日 
高松 高松 港 〈 小 豆 島 フ 
ロー プ ウ ェ イ ニオ リー ブ | 
2 食 ) = 岬 の 分 教場 = 土庄 港 ( 国 際 両 備 フェ リー 一 新 
乗船 。 ^ 大 有 危 上 癌 9 時 【O20 語 お (200 :00 
た ー22:| 芋 屋 晶 
祖谷 の か ずら 22811B6F 11 月 22・27 日 出発 は 2 日 目 行程 の 順序 が 入れ 替わり ます 


| 
3 日 間 3 日 間 

現存 天守 4 城 は 必見 ! 選 界 中. 城 と 穫 葉 条 る 国宝 松江 城 
秋色 細 う 四国 9 つの 名 城 めぐ り 錦 に 染まる 山際 山陽 名 域 めぐ り 


> SN 
| 四 を 天 4 城 を 合 7 TE 
| 四国 9 城 へ ご 案内 ! | 時 1jcoa 人 


ーー 


に 


紅玉 の 見 ご ろ は 例年 送 
月 記名 12 月 上 名 


紅葉 の 見 ご ろ は 例年 
紅葉 の 見 ご ろ は 例年 便 月 | 11 月 中 旬 一 1 月 上 旬 
中 旬 12 月 上 旬 お ひと り 様 旅行 人 金 (2 名 1 室 ) 


Fran 87.000 呆 時 較 -。 59.800 


※ 


荒 ア [計画 回 19・21・22・23・26・28・29・30 日 催行 決定 

の 人 7:20-8:3058 一 和幸 「 ひ か り 」 記 一 出発 日 | 正 同 12・13・19・20 日 加計 術 館 へ も ご 案内 上 
四 高松 誌 うど ん の 昼食 ) ニ 高知 慌 こ に 

人 | リー サイ ド ホ テル 松 索 C】 ま た は 同等 クラ ス (9) 19:00 張 の | | | 株 | だ ま ゴ 一 新 大 阪 只 
邊 時 |_| 遅 め の 人 到着 文 高知 名 物 カツ オ の た た き 御 膳 の タ 食 品 墨 多 | |1 在 ) ニ 岡山 城 (2022 年 リニュ ー ア ル ! 黒 漆 塗 り の 天守 間 ) = 岡山 市 真 
十 に | | 高知 = 高知 城 (現存 天守 天守 導入 場 / ) = 宇和 島 ( 衝 土 料 内 ・ ヴ ィ アイ ン 岡 山 ( 泊 ) 

目 ご 宇和 島 城 ( 提 存 天 | | | 岡山 駅 目 の 前 の 好 立 地 ホテ ル ! 自 由 夕食 を お 楽し み 日 

銀 ) = 机 - 松 山東 人 RE ホテ ル [B】 8) 価 |」 軸 内 = 当 上 中垣 に 映え る モミ ジ や カエ テリ = 舟山 (人 = 

但 者 | 和 = 湯 近 ( 還 定 ま 和 ) = 伊予 央 存 天守 ン 2 呈 美 術 館 ( 約 2 時 間 滞在 / 紅 葉 は 例年 11 月 中 旬 一 12 月 初旬 が 見 ご 

い の |3 ) = 今治 城 ( ) = 西条 ( 衝 土 料理 * 伊 予 鯛 ろ ) 松江 ・ グ リー ン リ ッ チ ホテ ル 松 江 駅 前 また は 同等 ( 泊 ) 文 松江 

本 茶 人 少 (194 し OO RIOO | 市街地 の ホテ ル に 宿泊 ! 夕食 は 各自 地元 の お 店 で お 楽し み 世 屋 品 


EE ろ 半 主 潤 帳 ※。 村 路 定 計 と 肌 吉 rtANE 一 メー 半 首 二 圭 量 1 詩 滞 ニ 通 半 ※。 半 具 で 


3 | 松江 = 松江 城 (国宝 の 現存 天守 ) = 出雲 大 社 (縁結び の 神様 自由 昼 
ー | 食 ) = 岡山 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 名 古屋 (20:00 一 21:30 着 ) 世 昌 日 


し : 
天草 コー ス 番 呈 74896 宿泊 ラン フク アップ プラン も ど ) 記 訪 し て いま す 


際 夫 を 運行 する バス 会 社 の 指定 が な い コ ー ス に つき まし て は 、 
利用 パス 会 社 の 1 ネー ムペ ー ジ の [利用 バス 会 一] に 措 さ な て いる パス 
会社 を 利用 し ます 。 詳し く は 先 社 ホー を ご 確認 くだ さい 。 


バス 会 社 の ツ 
人 web で | クラ ブツ ー リ ズム バス 会 社 - 覧 | 


WM-NAENMTN 


コー ス 番 号 


75220-C26 


国 1 名 回 14 名 固 不可 画 同行 回 な し 
交通 同等 


3 日 間 
神話 と 伝説 の 高千穂 峡 と 名 湯 ・ 指 宿 温泉 を 
ー 度 に めぐ る 秋色 の 南 九州 


上 げ 1 
EE に) 


[5 引 ) O 印 140.000 円 
出発 15・⑱・21・⑳ 日 


や お ひと り 様 旅行 代金 (24 名 1 際 


s12 記 m-14 ロ 


| 中 部 (9:00 一 10:00 発 ) か 宮崎 = 宮崎 (昼食 )= フ ルス の 海 展望 台 
| (鮮やか な 青い 海 を 望 お) 高千穂 峡 (紅葉 で 朱 く 色づい た 真名 井 
| の 清 周 辺 を 自由 散策 ) = ニ 高 干 積 ・ ホ テル 高千穂 ( 泊 ) 太 夜 は 伝統 
| 文化 [高千穂 夜 神楽 」 を 鑑賞 ! 屋 
| 高生 机 = 天 岩戸 神社 … 天 安 河 原 (パワ ー ス ポッ ト )= 全 城 ( 紅 葉 景 色 を 各 
自 お 楽し み / 昼 食 )= え び の 高原 (霧島 山 の 標高 1200m に ある 美しい 高原 を 
人 シー サド 5 な テル また は グラ 0 描 屋 攻 | 


ほこ wirv 守 薄型 の rdmS: 


電 仙 上 軸 則 を 代表 する 大 名 を 
| 策 ) = 鹿児島 中 部 (21:00 一 22:00 着 ) 


コー ス 番 号 回 1 名 回 20 名 回 不可 四 同 行 回 な し 
誠人 】)”。 easeas = | 
3 日 間 


神話 の ふる さと 高千穂 と 神仏 の 郷 国東 半島 へ 
別府 ・ 阿 蘇 に 泊まる 九州 12 の 紅葉 めぐ り 


層 選 


開 刀 本 1 議 昌 コ っ 胃 き ※ 


紅葉 の 見 ご ろ は 例年 1 1 月 上 旬 ー 下 旬 Ro は 年 11 月 上 名 下 


| お ひと り 欄 旅行 代金 (2 一 3 名 1 室 ) 


9.90099.900n 


jj 四 E3E 
無 ED89.900 円 
11・12・16・ 


遇 時 日 18・22・⑬・⑳ 日 

名 古屋 (7:06-7:51 発 ) 一 新 才 線 「 の ぞ み ] 号 小倉 0 手 佐 神宮 ( 了 
1| れ た 紅葉 ス 】 トノ 自由 昼食 ] 富 

| 本 


ジ 
の 
骨 Eh99. 500 
い 


CK 面 に 映る 色とりどり の 穫 和 が 美しい 
を 自由 散策 プチ キン 南 訟 の 
2| 避 - 天 神社 … - 天 安 河 原 (パワ ー スポ ッ ト )=@ 南 阿 本 鉄 道 
| トロ ッ コ 列 車 ( ト ロッ コ 列 車 か ら 秋 め く 景色 を お 楽し み / 乗 車 時 間 約 
| | 20 分 )= 阿 杉 温 泉 ・ 阿 蘇 プ ラ ザ ホ テル また は 同等 フラ ス (: 
| 阿 菊 温 岡城 (「 含 城 の 月 ] の モチ ー フ と な っ た 名 所 ) ニ の 牧 ノ 戸 由 
| (くじ ゅ う の 自然 が 感じ られ る ビュ ー ポ イン | 
3 専用 吊り 橋 と し て 日 本 一 の 高 さ か ら 紅 葉 英 歩 
れ た 金 鱗 消 な ど 自 由 散 策 ・ 自 由 昼食 )=@ ょ 深 
小倉 一 新 幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:35 一 22:49 着 ) 


コー スズ 番号 1 LE 固 不可 画 同行 畔 同乗 
75100-C26 上 時計 守 徳 邊 動車 同等 
4 日 間 
7 期間 限定 九 年 庵 と 名 湯 嬉 野 * 同 評 * 


は 穫 の 見 天 ほ 人 年 11 有 中 か ら 11 朋 よ 包 識 や 


お ひと り 様 
ドコ 160,000 国 1 名 1 室 25.000 円 増 | 
名 古屋 (7:25 一 8:00 発 ) 一 新幹線 [のぞみ]」 号 一 博多 福岡 市 内 
1( か うに この 后 人 人 環境 芸術 の 森 ( 約 1 万 本 の 紅葉 の 森 ) ニ 
山 楽 園 ( 約 15 万 坪 に 広がる 紅葉 庭園 )= 嬉 野 温泉 ・ 和 多 屋 別荘 
AI 泊 ) 大 和 会 席料 理 の 夕食 日 屋 
| 生野 温泉 = ニセ イロ 蒸し の 昼食 
< 泉 阿藤 リゾ ー ト ブラ 
ル [A】( 文 地産 地 消 パイ キン グ の 夕食 (90 分 ) 難 同 
K 塚 温泉 = 高生 穂 峡 ( 真 名 井 の 滞 周 辺 を 各自 散策 卿 土 料 
理 の 昼食 ) ニ 由布 院 (紅葉 スポ ッ ト と し て 知ら れる 金 鱗 湖 周辺 を 人 
力 車 に 乗っ て 巡り ます ※ 人 力 車 は 約 15 分 乗車 )= 別 府 湾 温 泉 ・ グ ラ 
ン ヴ ィ リ オ ホ テ ル 別 府 湾 和 蔵 ( 泊 ) 
文 2021 年 オー プン 別府 湾 に 他 お 温泉 リゾ ー ト ホテ ル 。 四季 折々 
旬 の 食材 を 使っ た ハー フ パ イキ ング の 夕食 (90 分 ) 屋 急 
4 | 別 和 温 泉 = 国東 半島 めぐ り ( 両 子 寺 ニ 富貴 寺 ) 中 津 ( 和 定 食 の 昼 
食 ) ニ 小倉 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古屋 (18:00 一 19:00 着 ) 世 屋 日 


出発 日 


14・19・20 日 


コー ス 番 号 


回 不 可 画 同行 較 な し 
祐徳 邊 動車 同等 


75173-C26 


3 日 間 


期間 限定 の 九 年 庵 や 逆さ 紅葉 の 環境 芸術 の 森 
6 つの 紅葉 絶景 と 長崎 夜景 ・ 平 戸 温 


斗 通 S さ ー ス 


) 員 苦 目 


壮 了 っ 選 き 国 還 へ さぶ > 賠 ( 亜 光 涼 ) 一 ふさ で ヽ 則 ー ミ ご 国 宮守 S 拉 目 副 恋 朱 固 


写 和 提供: 佐賀 貞光 連 明 識 


紅葉 の 見 ご ろ は 例年 11 月 中 旬 一 下旬 | 穫 葉 の 見 ころ は 例年 衣 


99.900 室 ) 
109,.900m 


・19 日 玉 の 上 ご ろ は 人 年 11 有 中外 包 計 
| 名 古屋 (7: 06 ニ 51 玩 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 博多 = は ね や ( 水 
1 炊き の 昼食 )=⑩ 輸 門 神社 (参道 を 彩る モ つ 御 朋 
山 楽 園 (15 万 坪 の 敷地 に 広がる 秋 景 色 を お 楽し み ) 長 崎 ・ 矢 太 楼 
| また は 同等 フラ ス ( 泊 )_ 
南山 手 地区 (異国 情緒 あふ れる 街並み を 自由 散策 
(渓流 に 紅葉 が 映え る スポ 世 保 (レモ ンス テー キ の 昼食 ) ニ 
2 ⑥ 橋 山 御 橋 観 音 寺 ( 平 戸 八景 の 一 つ に 数 えら れ て いる 名 勝 で 紅 | 
2 戸 (ロマ ン 溢れ る 寺院 と 教会 の 街並み を 自由 散 
温泉 * 国 際 テル 旗 松 亭 また は 同等 フラ ス ( 泊 ) 細 
『 子 の 朝市 (呼子 の 朝 の 名 物 で ある 朝市 を 自由 前 
3 本 (イカ の 尽 仙 ) こけ 央 の 天 ( 世 衣 や か な 池 和 東 楽 
し み )=@ 九 年 庵 (期間 限定 の 紅葉 名 所 ) ニ 博多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 
号 一 名 古屋 (21:35 一 22:49 着 ) 


入 畑 大 若 香 な S 滞 湯 交 一 中 S「 選 | 敵 天 


(時 こ Tr 較 


開 琶 品 


人 行程 内 の 一 ⑱ は 12 の 紅葉 名 所 を 表し て いま す 


近 行 程 内 の 一 つ は 6 つの 紅葉 絶景 を 表し て いま す 


国内 


ム の 旅 る 』 恒 052(300)0022 人 計 号 は 。FAX: 名 古屋 052(263)0085 に 。 (日 - 祝 は 休業 ) 月 土 9:15>17 :30 


口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せ . 


浜 050(3537)5250 財 050(3852)0087 ms050(3852)0095  *※ こ の バー ジ の 二天 所 は 名 屋内 放 行 セ ンタ ー で す 


小牧 ・ 県 営 名 古屋 空港 人 中 標津 空港 の PE つ | 


も 低い 観光 の ベス ト ) 室 業 | 


利 盛 7 計 語 Wecaw い て 6 
/ 


隊 7 
人 詳細 は P.41 参 照 9 PP 夏 の 北海 道 絶景 紀行 


属 倖 交 湖 呈 温 泉 了 Al 乱麻 ウト ロ 


KIKI 知 床 臣 
レ 


外 失 (の 例 ) 


ーー 178。 000m loH 発 催行 決定 
1 1 名 1 室 15.000 円 出発 日 30 晶 
小牧 ・ 県 営 名 古屋 (8:00 一 * 
名 産 「 花 咲 ガニ 」 の 昼食 1 
1 証明 付 き ) 
ピン 0 由美 


6 の 先天 ま で の こ 雪 内 は ご ざい ませ / 記 委 の イメ ニ ジ (3 央 は 語 ヒ プ ブ マ 
# 天 條 に より 朋 が 欠 豚 する 場合 が あり ます ※ 野 生 動物 は 見 られ な い 場 合 が あり ます グ ブ ノ 約 60 分 )= 知 床 ウト ロ LE 


ーー また は ホテ ル 知 床 【A】 ( 泊 ) 夕食 後 は ネイ チャ ー ガ イ 
人 RS | 知床 ナイ トウ ォ ッ チ ング & 星 空 観 測 (19:30 一 2 


we 守 誤 苦 琴 (AmS 灯 苗 さ 詳 ※ 


温泉 = ル シ ャ 滴 ク ルー ズ ( ヒ グマ 生 忠 地 に 迫る クル ー ズ ) 
Wi | |3 | = 知 計 また は 標津 また は 強 新鮮 な 海鮮 の 尼 食 )= 中 標津 ナ 小牧 ・ 


に 


= 3 人 前 の 県 営 名 古屋 (18:00 一 20:00 着 ) 朝 屋 量 
の ーー メー ジ 旨 は 入れ 替え て ご 案内 させ て 頂く 場合 が ご ざい ます 


ER 


計 ※ 


多 賠 ーー ター コー エア TE 
PE リウ 下 


4 所 全て 硬 ガ イ | ド 同 行 ) 大 自然 の 中 を ミニ ハイ キン グ ! ひがし 北海 首 


カン 人 3(oo の < | RA) nn 


ra 
に 
Ge 
原 ( 空 撮 ) = 6 000r 出発 日 | 語 27 日 
寺 別 れ て 委 内 する 場合 が あり ます 多 天 所 衝 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 』 (1 を 1 ド 1 madoy 民 行 決 定 


抽 ( 衣 の 名 物 が 揃う ! 好 h 
道 (釧路 湿原 を 専門 ガイ ド 同 


97 
コキ 
| 
RE に っ: 


・ 半 放 
ざ ※ 


> 石 吾 隊 旦 一 


を こせ 有 上 中 に 上 名 箇 な ど お 祥 し か か BB 日 す 
旬 9 人 川 カ ヌー 人 80 分 の 湿原 の 人 お 末 し みく 
さい ) = 摩周 湖 (2022 年 オー プン の カム イ テ ラ ス より 摩周 ブル ー 
ピ ーー に 望 ) ニ 斜里 (名物 鮭 の ちゃ ん ちゃ ん 焼き の 昼食 )= オ シン コシ ン 

所 要 時 間 約 3 時 間 高低 差 ほほ 平坦 | |2. 
和 2 の 滝 = 知床 ウト ロ 温 泉 ・ ホ テル 知床 【A】 ( 泊 ) 婦 オ ー プ ン キ ッ チ ン 
いら 電 さか おり その 電光 へ ご 球 失 し ます | | | の 出来 立て 料理 を 始め 、 海 の 幸 、 山 の 幸 な ど 北海 道 の 味 演 載 の 
| | ビュッフェ の タタ 食 ( 約 60 分 )! 大 
知床 ウト ロ 温 泉 (知床 B 級 ブル メ の 知床 あっ ぺ 飯 を は じ め と する ピュ ッ 
フェ の 朝食 約 60 分 )= 知 訂 五 湖 ( ガ イド 同行 で 知床 五 湖 周 遊 ミニ ハ 
3 イキ ング ン 所 要約 3 時 間 ・ 高 低 差 ほぼ 野付 半島 ネイ チャ ー セ 
ンタ ー(「 海 の ルビ ー」 と 称 され る 北海 シマ エビ と ホタテ を 使っ た 御膳 
の 昼食 )… ト ド ワ ラ 敵 策 (ガイ ド 同 行 所 要 時 間 約 60 分 ・ 人 低 差 ほ ぼ 
平坦 )= 中 標津 ナ 小牧. 県 営 名 古屋 (1800 一 2000 着 ) 。 軸 時 日 


半 中 ご せき と と yetm 過 措 時 ・dh 唱 本 環 
・ 選 玖 な 8 貴 ざ 、 


HAN へ べ み 丁 潤 出 ※ 


て ご 旅行 に 参加 し て 


クラ ブッ ツー ライ し 、 同 に 基づき 、 人 玉手 想 ま び に ツ | フラ ブツ ー リ ズム 安 人 運行 | 失 
の づ ッ ッ ー 
安全 運行 ガイ ドラ イン 』 アー を 和 池 し て お り ま す 。 詳 し く は ホー ムペ ー ジ を こ 覧 くだ SL。 ニ + 


選 汽 に 
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コー ス 番 号 73730-C26 也 蜂 王 正 衝 5 記 本 填 3 記 EEE3S 
花 の 最盛 期 に 行く ! 2 泊 3 日 で 効率 よく 花 の 楽園 へ ! 


稚内 まで 「 直 行 便 ] 利 用 だ か ら 、 
移動 の 時 間 が 短く らく らく ゅ 
新 千 歳 空港 か ら 稚内 まで の パス 時 間 ( 約 7 時 間 ) 
や 林地 便 の 空港 内 で の 待ち 時 間 が あり ませ ん | 


3 つの 名 所 を 専門 花 ガ イド が 同和 | 
徴 全員 発行 決 定 花 の 利島 礼文 らら 
に 1 ニン カン ウ の 年 語 


* エ ソ カ ツウ 0 見 ご 2 は 多 和 6H 中 7 月 中 名 岩 記 


ド 谷 岬 = ノシ ャ ッ プ 岬 稚内 (昼食 )= 稚 内 
タル また は 同和 ラス 違 2 ビ 揚 


ニハ イキ ング (時 20 分 歩行 距離 約 2. 4ktml に 香 深 


| レラ た は 同和 クラス 816 大 久 食 後 、 希望 の 方 は 星 補 観 賞 に ご 案内 _ 間 司 狐 


出 穫 日 訓 6・⑮ 日 
= | 利 選 温泉 ( 花 ガ イド が パス 車 中 で ガイ ド 案 内 = 尋 沼 ( 花 ガ イド が ご 案内 [歩行 時 
BioH 発 B は 催行 決定 ヒー / 人 | | 800m)) = 商 泊 原 ( 花 ガイ ド が ご 案内 歩行 時 間 約 60 分 / 歩行 離 約 1km 


3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 増 、 | 等 船室 ) - 稚内 港 = 稚内 (宗谷 黒 牛 すき 焼き の 昼食 )= 稚 内 小牧. 県 営 名 古屋 (18: 
2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 55.000 円 幸 | な 行程. 宿泊 順序 が 入替 と な る 場合 が あり ます 星空 失 軸 は 天 條 に より 見 られ な い 場合 が あり ます 


園 コー ス 番 号 73740-C26 EEE 


お 0 と り 紅 4 る 1 HE 6 20~9:20) 稚内 = 宗谷 岳 了 ) 
旨 和 )ー 草 泊 


128 000mlss 000m な 


無印 178.000 円 、 〇 印 188.000 円 


ご fi 人 療 光生 TS 洒 革 ※ 


※ 


買 重 な 利 万 便利 用 で 楽々 移動 


用 30 

9 b で 刷り 利 有人 BE の っ た り 放す る 
回 / ml 牧人 5 リ レー は 

8 月 9 月 に か け て も 、 利 記 肖 泉 

は 1 夏 か ら 秋 を 彩る 花々 が 目 利 選 マリ ン 

昌和 Si グン) に こら ホテ ル 著 

ホ 。 また は 同等 クラ ス ペー 

衣 (宿泊 先 の 一 例 ) 

T 

を 涼し い ! 十 が ゆな い 』 朗 xdrv 

ご な 』 - v 
人家 グル メ を ご 臣 


約 1 時 間 日 が 長い の が 特徴 で す ! お ひと り 様 2500 
と り 

ーー で 幸 145.000m175.000m 喜 納 

3C |175mm ]219.4 間 | 出世 琶 Il7LZ212327⑳・303⑪ 日 6 の 0.11 日 OBW125000 
加護 還 2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 30.000 円 増 
1 中 部 (7:20 一 9:40 発 ) 新 千歳 = 丘珠 ヶ - 利 尻 一 利 尻 温泉 ・ 利 画 マリ ン 
ホテ ル ま た は 同等 フラ ス 【B】 ( 泊 ) ※16:30 頃 の 早め の 宿 到 着 
和泉 = 哲 ( 科 く 沿い を 台 邊 散策 オタ トマ リ 沼 ( 利 上 最 大 の 2 

最 温 原 )= 利 尻 ( 尽 食 )= 玉 泊 港 (フェ リ 

(映画 の ロケ 地 ) 桃 台 猫 台 ( 礼 文 島 の 最 勝 地 )= 礼 
井 失 ホテ ル ま た | は 内 フラ ス B 16:30 頃 の 早め の 宿 到 着 笛 ダ 
トコ ン 引 (福島 最 北端 の 地 )= 江 海外 ( 治 ん だ 海 の 色 が 特徴 の 入り 江 )= 礼 
文 (ウニ アワ ビ ・ イ クラ な ど 海 種 用 司 り の 昼食 )= 香 深 甚 (フェ リー//2 等 船室 ) 省 
際 ラス ( 治 岩 の 地形 を 生か し た カム イ テ ラ ス )= 利 尻 す 丘珠 = 札幌 ・ ホ テル 
札幌 [Al ( 泊 ) 最 終日 の 札幌 も 大 治 場 付き ホテ ル で ゆっ た り と 三 に 
4 札幌 (名目 空 洪 ま で 移動 ( 別 料 金 ))… 新 和 歳 サ 中 部 (12:10~-16.30 着 ) 謀 昌 


3 の 色 が 特徴 の 入り 江島 最大 の 高層 湿原 の 但 の ホテ ル の み 、2 欄 以上 で お 申し 込み の 場合 で も 、 宮 室 は 分 か れ て の 夫 泊 と な る 場合 が あ り ます 


員 smm052(300)0022 癌 は X ほ は フラ ブッ ツー リズ ム FDA | 検索 


二 受付 時 間 (日 - 祝 は 休業 ) 月 士 9:15-17.30 この ページ の 企画 - 実 施 営 業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


南浜 湿原 | 
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斗 通 S さ ー ス 


( 革 時 ご 富岡 条 層 対 雷 藻 埋 かき 叶 尊 明 一 . 吐 基 ③「 局 | 隔 若 ) 隔 要 茜 目 


ー ユ ぶっ 同 ( 宮 光 交 ) 


ー ゅ ぐ で ふせ ー さ で 国字 と 誠二 征 副 二 沿 S 当 還 


EER 


に 3 も: 


呈 - 半 
に に に 、 いす 3 


半 中 ご きど と 蘭 人 erm エ 措 計 ・ 出 員 器 
主 吾 隊 司 か 


下記 光束 た 1:10【0 軒 ey7< 人 四 ら 多 回 20 名 回 不可 田部 同行 (1 日 目 釧 路 一 3 日 目 釧路 ) 棄 一 部 同乗 (北海 道内 の み ) 軸 rm 


8 月 出発 限定 ! 日 本 航空 釧路 直行 便 で 移動 らく らく ) 
北海 道 な ら で は の 動物 に 会 い に 行こ う ! 
Se 


イル で 行 < 


忘れ られ な い ⑤ つ の 体験 ! 夏休み の 思い 出 
詳 119,000m-139,000m 


【2 よ | ウル ー ズ メ 0 わく わく 人 末 ナイ ト ツ アー 無印 119.000 円 、O 印 124.000 円 、 ロ 印 129.000 円 、 HI139. .000 円 


出発 日 本 請 ⑥ 722 日 mot 時 Be 催行 決定 基 呈 880 円 
ここ 和 部 屋 宗 3 名 1 室 ひ と り 2.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 4.000 円 増 


中 部 (12:10 発 ) サ 釧路 = 知床 ウト ロ 温 泉 ・ 知 床 第 一 ホテ ル 【A】( 泊 ) | 
1 | また は ホテ ル 知 床 [A】 ( 泊 ) ⑩ タ 食後 は わく わく [知床 ナイ ト ツ 
| アー」 へ ご 案内 日 
知床 ウト ロ 温 泉 =@ 苺 港 船 に 乗っ て フジ ラ ・ シ ャ チ ・ イ ルカ を 間近 
で ウォ ッ チ ング ) = 縮 ( 海 鮮 の 昼食 )=@ 渡 辺 体験 牧場 (トラ フタ ー 
2| バス 東 車 、 う し 博士 の モー モー クイ ズ な ど 楽 し い 体験 いっ ぱい != 阿 
ニュ ー 阿 午 ホ テル 【B】 GB) 妨 食 は 子供 も 大 好き な お 


3 
に 


3| フ ロウ や オジ ロワ シ 、 エゾ シカ 、 エゾ ヒグマ な ど 、 北 : 


の 動物 た ちがい っ ぱい いる よ !)= 釧 路 (自由 昼食 )= 負 寺 中 よ 
(16:35 着 ) 本 日 | リ 
牽 ゆ 一 つ は 5 つの 体験 を 表し ます 前 


革 放 ご 藻 


コー ス 番 号 73808-C26 困 宇 還 MEE 和 Em 還 寺 HEEEig53 新入) 還 一 剖 同 困 (3 日 晶 の み ) 
3 世代 & 家 族 で ! 滞 在 型 ホ テル で 


全 3 泊 と も 弊社 A ラ ン フ ホテル に 宿泊 ! 
時 ル ! 動 物 に ルス ツリ ゾー ト 北海 道 


19 の 2 便 2 泊 だ か 5 み ん な て ゆっ たり 症 
侯 交 記 ルス ツリ ゾー ト | 


ル & コ ン ペ ンション 


通常 ※ 


ーーーー 
か わい い ホ ッ キ ョ ク グ マ に も 注目 / 


お ひと り 様 ーー 

講 94.900 本 129.900memeea 
(4 名 1 室 ) タ に CO 印 114.900 円 
出発 80 日 記 吾 (1):20.22・24.27 晶 060 人 
国語 還 護 還 3 も 1 室 ひ と り 3.000 円 増 、2 名 1 室 ひと り 6.000 円 電 


8 月 1 日 まで は 屋外 スー パー 


ジャ ン ボ プー ル が ご 利用 可能 / 


TE 


中 部 (8:00 一 13:10 発 ) か 新生 庭 ・ え こり ん 村 ( ト ラフ ター に 乗っ て 広 
1 | 大 な 園内 を めぐ る みどり の ファ アー)= 温泉 ルス ツリ ゾー ト ホ 
| テル & コ ン ベ ン ショ ン ノー スウ イン グ ・ サ ウス ウイ ング 【A】( 泊 ) 日 日 四 
ルス ツ 温 泉 … ( 終 6 月 IE 先 ま で は 恒 外 ス ー パ ー シ 


一 : 波 の 出る プー ル 有 ) は 全 
文 遊園 地 の 乗り 放題 パス ポー ト 付 き (2 

| ン で 作ら れ た 巨大 迷路 も お 楽し み 憲 較 
ルス ツ 温 泉 = 小樽 (人 気 の 小樽 で 約 150 分 滞在 ! ガ ラス ショ ッ プ や ス 

ュ | イ ー ツ めぐ り / 自 由 硫 食 ) 三 札幌 市 円 山 動 物 園 (見 て 、 学 べ る 動物 園 
か わい い ホ ッ キ ョ ク ブ マ に も 注目 り ニ 札幌 場外 市 場 ( 人 気 の 北 の ブル 

| メ で 買い 物 ) ニ 北 広島 温泉 ・ 北 広島 フラ ッ セ ホテ ル 【A】( 泊 ) 副 曰 四 

島 フ ラッ セ ホテ ル 舞 bhIP 間 ! 員 (125- 2 


に 


ー* ユ へ PTS 


クラ ブツ ー リ ズム | 2 ラフ ッ ー 6 スマ ホ か ら は 量 有 
ビオ LNE 人 人 ネ ァ カ ウン ト | 2 ラ フッ ー リ ズム LNE | 生 N 2G3CEeiamo 


容 需 NR1 ら 列 


お ひと り 様 蘭 玉 1.620 円 
更 六 70, 800m104. 800p 本 硬 国 也 計 1 名 1 室 10.000 円 電 
無 Eh79.800 円 、OED89.800 円 、 ロ ED94.800) 
出発 日 (9 日 E 日 EZ 
1 中 部 (ゆっ くり 11: 


日 了 司 11・18 日 催行 決定 
0 一 13:30 発 / 月 は 8:20 一 11:35 発 と な り ます ) 新 千歳 
ス 帯 広 ま た は 帯広 天然 温泉 ・ ふ く 井 ホ テル ( 泊 ) 日 日 上 
内 で の 朝食 と お 庭 の 自由 散策 / 約 90 分 ) ニ フラ ノ マ ル シ ェ 阿 
ワ ワ ワー ラン Ia ら の 49100) 000ri の 広大 な 花 細 で 開 


| 自 没 = 本 (人 き 肖 っ た 所 ブレー と 有人 大き の 夫 )= だ 

渓 温泉 ・ 定 L 湯 ピー ホテ ル 【B】( 泊 ) 道 内 最大 級 の スパ リゾ ー ト 。 名 湯 ・ 定 山 肖 温 半 
_| 泉 の 「5 つ 星 の 宿 ] 文 四季 折々 の 味覚 を 楽し め る ビュ ッ フ ェ の 夕食 ( 約 60 分 ) 開 屋 了 
| 4| 涯 温泉 海鮮 井 や イク ラ か け 放題 の 朝食 / 約 60 分 )= 新 千歳 中 部 (1 2.00-17:00 着 ) 開 


ト こ rv 全 将 殖 wTtmS 湯 落 さ 計 ※ 


計 衝 ご 菩 


還 ] 名 目 20 名 回 不可 固 一 部 同行 (1 日 目 新生 


ゆっ くり 出発 ・ 早 め の 帰着 ) イク ラ ヤ 函館 名 物 イカ 刺し 
人 気 の 登別 ・ 函 館 ・ 小 樽 * 札 幌 へ ! 
名 湯 人 列 温 に 泊まる ! 北 当道 絶 県 ハイ ライ ト 


LN 


斑 っ 退 


剖 


0 の か 立ち B い を 各自 自由 散策 上 B 天 に より BT な いか ちり ます 


| 369 900g80.900meo 


無 印 69.900 円 、 〇 印 74.900 円 、 ロ 還 84.900 円 、@Eh89.900 円 


Niー タ トー 半 装 寺本 


明記 本 29 日 [1 ③・⑥・⑩②⑦ 日 
自 皿 司 15・22・25・⑳ 昌 1 名 1 室 10.000 円 交 
| | 中 部 (ゆっ くり 11:00 一 14:00 発 ※8 月 出発 は 9:25 一 11:45 発 ) サ 新 
1 一 登別 温 ee ( 泊 ) 2 
さい 。 

日 

昭和 新山 


物 に 指定) ニ 2 園 
函館 ・ 函 館 国際 ホテ ル 【A】 ( 泊 ) 文 函 館 夜景 や 金森 レン ガ | 
倉庫 な ど 各自 お 楽し みく だ さい か 文 遇 館 駅 まで 徒歩 園内 の 好 立 地 


ルイ キッ グ イク ラ ャ 函館 名 物 イ カ 刺 し 、 新 鮮 な 甘 エ ビ な と ホテ ル 。 各 自 自由 夕食 。 最 上 階 の 温泉 大 浴場 で ゆっ た り 
ーー 必 | | 画 飯 (イフ ラ ヤ 下館 名 物 イ カ 刺 し 、 新 押 な 時 の 海 物 が どっ さり の ご 
に sw、 パ 朝食 )= 諾 人 朝市 (ここ だ け は 外せ な い 。 函 朋 朝市 へ ) ニ 小 構 (運河 治 い を 各自 由 肖 策 
ぎ し ょ NM |3|/ 新 魚 な 海 な ど 各自 自由 昼食 を お 楽し か )= 札 幌 ・ ニ ュー オ ン 札幌 Al 
人 Sa < 1 ( 泊 ) 17:00 頃 選 着 予定 。 札 幌 駅 より 徒歩 約 8 分 。 大 通り 公園 まで も 徒歩 約 5 分 の 遇 社 
ma っ ニー W A ラ ンク ホ 名 自 地元 の グル メ な ど 各 自 タ 食 を お 楽し みく だ さい 軸 


etAN 玉 べろ 選 本 糧 幅 ※ 。 革 星 守 誠 はら 翌 才 


el ラ ーッ ン の の ー ジ 。 詩 和 200 イ 2 テツ どか イツ 4| 札 幌 …( 各 自 移動 )… 新 千歳 中 部 (12:00 一 17:00 着 ) 


旅 ※※ 電 話 番号 は の 電話 受付 時 間 (日 ・ 祝 は 休業 ) / 月 一 土 9:15-17 :30 
品 egg052(300)0022 粒 主 入 FAX:05 
浜松 050(3537)5250 豊橋 050(3852)0087 mms050(3852)0095  * こ の ペー ジ の 企 下 ・ 実 施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


99.800 円 、( ) 印 104.800 円 印 の 出発 日 は 


斗 肖 S さ ー ス 


(計時 
ー ユ さぶ > 賠 ( 了 光 交 ) 一 ふさ で ヽ 由 ー さ ご 国字 と 宰 S 加 目 副 二 店 朱 還 


守 y 病 模造 肝 対 畑 藻 香 な せき 法 式 責 一 . 吐 基 「 局 | 賠 弄 若 ) 隔 要 茜 目 


EX 


痢 取 っ 弄 


語 生 に 
一 度 は 行き た い 


ご wire 守 弄 吾 い TAemS 清 示さ 


4 種 カ ニ を 電 能 ! 海 と 大 地 の 北 海道 グル メ 大 集合 
北海 道 の 最 果て ぐる り 3 つ の 岬 巡り 


計 110.000 本 130.000m 吉 。 


無印 110.000 円 、 〇 印 115.000 円 、 ロ 印 120.000 円 、( ) 印 125.000 円 、@ 印 130.000 円 


胃 半 ※ 


8 こ 明 軸 《⑰・@ 日 孔 語 1"(298)・80 日 

の 当 画 (2). 引 (706 の ・39 日 玉 避 3⑥・⑨12⑭-18 日 
il グイ EE 還 3 る 1 室 ひ と り 3.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 6.000 円 増 、1 名 1 室 20.000 円 増 
We 1 中 部 (7:20~-9:40 発 ) 新 千歳 =( 日 本 海 オ ロロ ン ライ ン ) =( 巨 風車 = 稚内 ・ 


1 ッ 。 
| | 1 サ フィール ホテ ル 礁 内 [Al 2 泊 も ガ ー 半 身 と タコ し ゃ 市 層 の タ 食 
2 ンー シータ イド | | 稚内 (本 土 最 北 の 稚内 駅 各自 上 物 ) 宗 谷 還 (本 最 北 の 包 )=( オ 
3 egm ライ ン | | ホー ツク ライ ン )= フ ッ チャ ロ 湖 = 和 別 ( 海 端 き の 尽 食 )=( サ ロマ 

に 時 温泉 ・ ホ テル 網走 湖南 館 ま た は 中 央 館 【B】 ( 泊 ) [48m 
地 は 出発 日 に より ご 用 意 ] 文 2 種類 の カニ 食べ 比べ 御膳 の 夕食 抽 屋 了 区 
行先 が 異な り ます 


出発 】 オ ホー ツク 流氷 館 ( 天 都 展 望 台 と 入場 見 学 付き )= 付 里 ( 鮭 の 


他 ブ ルー プ の お 客 様 と の , 
シン コシ ン の 漠 ( 知 床 八 


@ 娘 し い 北海 道 の 美食 を た っ ぷり 場 能 4 種 の カニ や | ちゃ ん ちゃ ん 焼き 昼食 ) ニ 〈 天 に 続く 道 〉 三 


星 守 誠人 きら 喘 如 rtANI 一 メ テ ー 半 幸 開 量 1 閣 葛 


人 の 〇 量 北 端 (宗谷 過 )・ 最 東端 ( 納 沙 布 ) を 進 星 ! 景 の ひと つ ) ニ [9 月 一 10 月 下旬 出発 】 知 床 一 湖 ・ 高 架 木 道 (パリ アフ 
介 ⑨ 更 に ! 東 根室 駅 「 最 東端 駅 東根 室 到着 証明 書 ] な ど 他 に も : リー の 高架 木 道 を 自由 散策 ) と 知床 忠 また は 、 【1 1 月 一 12 月 出発 】 す 
語 の 1@ も か @ 摩周 湖 カ ムイ テラ スニ 根室 ・: ホ テル ね むろ 海陽 亭 ( 泊 ) 【B】 
者 | | 六花 咲 ガニ 1 杯 付き 御膳 の 夕食 國 屋 因 | ※ 
と 私語 客 室 ラ ンク アッ ププ ラン ュー ス ms 73626 て 26 記 根室 = 東根 室 駅 日 本 最 東端 の 駅 )= 根 室 金 比 紅 神 社 (日 本 国土 最 | 写 
借 東端 の 神社 )= 納 沙 仙 岬 (本土 最 東 端 の 則 )=( 北 太平 洋 シー サイ ドラ 邊 
月 | イン )= 電 多 布 混 原 (ラム サー ル 条 約 登録 混 地 )= 且 岩 (名物 カ キ 食 べ | す 
昌 こ 比べ の 昼食 )= 十 勝川 温 泉 ・ ホ テル 大 平原 【B】 ( 泊 ) 太 と ろり 十勝 | ベ 
骨 4952mi の 広々 た | | 焼き 御膳 の 夕食 北海道 遺産 認定 の モー ル 泉 の 温泉 を 満 暗 本 屋 了 
い お 目 シーム を ザヤ 抽 人 生生 付き / イ キン 彰人 = 区 )= え り も 上 ( 山 | 
を 名 刻 の 最 南 上 温和 道 )= 新 和央 サ 中 部 (20.00-22.40 六 ) 久 | > 
ま 由 程 順序 を . ご 奈 内 する 場合 が あり ます で 
ず 次 3 日 目 の 行 程 は サン ゴ 草 の 見 頃 と 道路 開通 状況 次 第 で の ご 案内 と な り ます す 
で ) 旅 で 出会っ た 感動 を イン スタ プラ ム で シェ ア し よう 。 クラ ブッ ツー リズ ム 公式 アカ ウン ト 
旅先 で 撮っ た 写真 に 「# フ ラ ツ ー」 を つけ て 投稿 し て くだ さい @club_tourism 2s 


コー ス 番 号 73835-C26 記 FEEEE3E2S 王 間 玉 E 謗 EE 誠人 ( 省 バス ( 東 区 また は 


3 日 間 
1 名 様 大 歓迎 ! 毛 ガニ 半身 と イカ 刺し な どの 秋 の 海鮮 御膳 も ! 


人 東北 北海 道 の 穫 式 名 所 を 効率 よく 紅葉 絶景 紀行 


人 エコ 


ocygete 名 古屋 (7.00 9.30 発 ) 新 和 綿 [のぞみ] 号 - 東 京 - 新 朝 | はやさ] 
2 89. 900m-104, 900m 路 1 8 Gi 人 42。 素人 大 人 

こ 5 の ン 大 館 南 大 館 駅 徒歩 % 立 
上 maooe 29200F、 RT104.900 円 庫 『 る 15607 由 | | は あえ て 夕食 を お 付け せ すず 、 台 邊 自由 タ 食 を お 楽し みく だ さい 
2 9H HITT*67 日 osm 人 人 決 定 大生 回 に 和信 な 穫 球 11 有 6 日 、7 日 
発 は 波 和 運休 の た め 、 自 由 肖 策 に て ご 案内 ) 遇 入 涯 流 ( マ イナ 
2| ス イオ ン た っ ぴり の 紅葉 絶 県 スポ ッ ト )= 新 育生 新 株 | は や びさ ] 
号 一 新 要 北館 ( モ ガ ー 半 身 と イカ 刺し な どの 泡 角 御 肢 の タ 
信 )= 較 分 則 き の 人 明光)= 西 大 温泉 - 画 分 大 当 プ リン ス ホ テ ル 
| IAJ G) 大 電 天 風呂 か ら は 池 越 し に 四季 の 上 失 が 店 め ま す 剖 日 
沿 昌 泉 ( 北 海 道 な ら で は の 地元 良 材 を 揃え た 朝 仙 ブッ フェ 【 約 602] 
会 場 の 時 一面 の 窓 超 し に は 秀作 [ 明 ケ 岳 」 美 し い 只 )= 五 公園 ( 秋 
3 | 包 に 染まる フラ ンス 穫 方 式 の 星 形 要 守 = 大 沿 ( 終 ケ 岳 ど 清 、 紅 
代 の 開 り な す 色 が 美しい 国定 公園 邊 由依 )= 邊 穫 華 の 札 相 大 


ご nie 守 薄 列 び (Am 


後 通 公 園 な ど を 自由 散策 )= 新 生 歳 サ 中 部 (19:00 一 21:50 着 ) 所 昌 日 

ま < 信 。。 申 名 四 ら 0 名 回 不可 田部 同 行 (日 目 新 千歳 こ 4 日 目 新 和央) 四 同 

温泉 ]「 知 床 ウト ロ 温 泉 」 「 十 勝川 

目指 せ ! 東 経 145 度 の 北海 道 最 東端 「 納 沙 布 岬 ]」 へ 

内 8 つの グル メ ・3 つ の 名 湯 ・4 つ 絶景 北海 道 で る っ と 満 中 

邊 めき L ポ ニ 叶 邊 間 称 1 の 味覚 も! 

愉 ー OSSS 
ys 計 

還 て の 還 

「 ウニ ボタ ン エピ ホタテ イク ラ な ど 半 議 (イメ ー ジ ) 語 (3 人 前 の イメ デジ ) 

4 1 先導 鐘 電 の 邦人 

お O と り 欄 加 1, 

6 鹿 79.800m94.900m 需 

座 EE】-(⑪ 日 争 計 0-⑫ に 

RB 回 2/ 日 功 ヤ | 日 8849008 

Wi 2 名 1 室 ひ と り 8.000 円 増 、1 名 1 室 25.000 円 圭 | 。 皿 R ノ 94.900 円 


部 (7:20 一 13:30 発 ) 新 干 歳 ニ 層雲峡 温泉 ・ ホ テル : B】 文 「5 つ 
1 | 星 の 宿 ] (観光 経済 新聞 社 認定 ) の お 宿 に 宿泊 》3 つ の 大 浴場 2 つの 起 
| 天 略 呂 や 約 100 種 の 豊富 な ビュ ッ フェ も お 楽し みく だ さ い ヵ 日 日 陣 
オホーツク 海 の 絶 景 ) ニ 網走 
クラ な ど 11 種 の 海鮮 填 の 昼 
知床 ウト ロ 温 泉 ・ ホ テル 知床 
また は 知床 第 一 床 名 物 サ ー モ ン の 刺身 を 含む 
| 北海道 の 味覚 を 楽し お ビュ ッ フェ (60) 回 屋 了 
| | 知床 ウト ロ 温 泉 = 野 付 半島 (全長 約 26km の 日 本 最大 の 砂 恋 )= 標 津 また は 
co ン ボ ホタテ と ⑦ マエ ビ の 昼食 )= 納 沙 布 岬 (@ 北 海道 最 東 


ー 勝川 温 泉 ・ ホ テル 大 平原 [B】 北海 道 遺産 に 認定 され て いる 
/ ep ーー ル 間 > 翌朝 は 9:30 出 発 の た め 朝 も お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は 
道産 牛 の ス テー キ や 勝野 菜 ん だ ん に 使っ た ビュ ッ フェ ( 約 60 分 ) 抽 還 
| 四 十 騰 川 温泉 = 新 千歳 中 部 (16:00 一 21:30 六 ) 硬 日 
北海 道 MAP 


※※ 行 程 内 の ①ー⑧ は ブル メ 、 ゆ は 絶景 を 表し て いま す 


OO 


旨 沙 Ll 


HAN みさ べろ 革 本 柚 出 ※ 失 き 武 計 


sa 司 052(300)0022 詳 X ほ は フラ ブッ ツー リズ ム 北海 道 | 検索 


志朗 付 時 間 (日 - 客 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15-17.30 。 。 こ の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


斗 通 S さ ー ス 


( 叶 時 ご 富岡 棋 閣 層 対 雷 藻 香 かき 党 式 責 一 . 吐 基 「 局 | 隔 民 若 ) 隔 要 茜 目 


較 放 へ きい > 岡 ( 吾 混 剖 ) 一 ふさ で ぐふ 則 ー ミ で 国 神幸 S 当 征 加奈 沿 癌 還 


立 了 っ 弄 


人 気 ツ ツア ー を 
いち 早く ご 案内 


北海 道 を 代表 する 


流水 砕氷 船 で 氷 を 
割り な が ら 突 き 進む <: 


四 コ ー ス 秋 呈 73790-C26 還 FE 所 EE 補語 ERREDEE( 


札幌 の 弊社 A ラ ン フ ホテル に 2 連 泊 | 
識 


さっ ぽ ろ 二 まつり ・ 支 舌 湖 氷 湾 ま つり 
に EiphEEgSW 生か あり ます コー ス 番 号 73582-C26 


51000n120.900n pe PP 


EE 
無印 84.900 円 、 〇 印 94.900 円 、 印 99.900 円 、@ 印 1 14.900 円 、( ) 印 124.900 円 、 還 129.900 円 | 語 
RB 加 28 日 中 (2 の . 四 日 さっ ぽ ろ 雪 まつ り と 油 合 湖 科 花 火 | 男 


1 中 部 (7:20 一 9:40 発 ) サ 新 干 勝 ( 全 ホ タテ ・ 鮭 いく ら 丼 の 昼食 ) ニ 勝 牧場 
白樺 並木 (1. う キ ロ 続 絶景 湖 温 泉 ・ ホ テル ニュ ー 困 寒 【B】 口 屋 区 2 放 パ コー ス 番 号 73793- C26 
が 少な い 大 型 船 か ら 大 迫力 ニ ミ 
| 議 の リリ ン ラン クト の 旅 プレ ミア ム ス テ 


8 に | 冬 の 道 で 5 つの 
時 ガイ ド は な で 会 内 - 有 則 リ ソー ト ホ テ ル l5 | ( 省 神秘 体験 
旭山 動物 園 ( 科 限定 の ペン ギン の お 散歩 ) ニ [2/2 一 2/9 出 発 は 全 ※ コ ー ス 番号 73580・73582.73793 は 当 広 告 で の ご 予約 を 受け 付け 
[さっ ぽ ろ 雪 まつ り ] に ご 案内 1= 新 千歳 中 部 (19:00 一 20:00 分 六 ) 世 て お EB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


c 守 薄 弄 五 び (AmS 潮 藻 さ 語 


革 遇 で 謗 待 こ を me 


コー ス 番 号 74829-C26 回 1 名 回 15 名 回 不可 困 同 行 較 同 < 還 せとうち バス 同等 
2 泊 と も 弊社 A ラ ンク フ ホ テル 昌 2 泊 3 日 で 7 食 付き ! 


瀬戸 内 海 の 絶 景 と 美食 を 満喫 ! 
し まな み 海 道 6 島 め ぐり と オリ ー ブ の 楽園 [小豆島 」 


通 き 


讃岐 うど ん 
四 中 共 料 理 


EE に いあ: た 20 本 拓 1 普 湯 


2 日 目 夕食 イメ ー / 
(写真 は 8 人 前 ) 
の お ひと り 様 無印 79.800 円 
っ 旅行 代金 
| (写真 は 多々 鞭 大 橋 )『※ 天 候 ・ 海 況 な ど に よ (4 名 1 79, 800n-89.8 800m ST 
| | CNGD な い 呈 人 5 ます jp] 526-17. 人 日 EI7| 婦 日 KG 89.800H た 
* 詳 論 で II) DS il は oi ⑤-⑨・② 日 画 同 の 5 日 だ 
借 ジ > j | Bs ョ | 語 | RU 加護 3 替り と り 3.000 由 理名 1 塞 ひ と り 6.000 円 電 、1 名 1 室 20.000 円 電 | 
電 広 き 5000m に 及ぶ = : グッ 7:208:30 発 ) ニ ] 号 周山 新聞 山 沙 - 中 
上 大理 の em >e | 上 か ト 人 に オリ ー フ = 才 の 中 | | 
人 に On こ | | 呈 温 泉 . ベ イリ ゾー ト ホ テル 小豆 島 【A] ま た は 同等 ラス ( 泊 ) 還 | ※ 
生 時 | | 小 豆 島 温 渓 (ロー プ ウ ェ イ で 空中 散歩 片道 乗 車 )= エ ン 
伸 に ル ロ ー ド ( 重 時 の み 現れ る 天使 の 淫 沙 道 )= 池 田 港 - 高 松 基 | は 肌 
月 > ( 識 岐 うど ん の 昼食 ) ニ タオ ル 美術 人 (館内 各自 見 学 と 中 華 の | す 
を 同 治 ・ 今 治 国際 ホテ ル 【A】( 泊 ) 寿屋 | ベ 
ニ ⑩ 大 島 ・ 介 老 山 展望 台 = の 伯方 島 ・ 銘 折 瀬戸 = ・ 大 | て 
(LM 山 入 神 社 = 多 々 羅 し まな み 2 三 寺 ( 未 来 心 の 丘 ) =@ 生 口 島 | 
い お を 】 3 | ニ 生 口 島 ・ 島 ご と 美術 館 (瀬戸 田 サ ン セッ トピ ー チ 周辺 の アー ト 和 鑑 | 
た 名 資 ) ニ @ 因 島 : 水城 こ @ 和 立 人 海岸 = 岡山 埋 線 「 ひ か り ] 号 | > 
まい | | 名 古屋 (19:00 一 20:50 六 そ 
す の ⑯-⑥ は C 島 を 表し て いま す ※ PAN する す 


が 東海 道 ・ 山陽 ・ 九州 新幹線 が GOGe を 写ら 皇 科 (CR 「 特 大 荷物 ]) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 7 導 ニ スラ 
お 客 様 へ の が 必要 で す の で 、 入野 に お 客 し 出 く だ さい (駅 で が 康 に は 各 り が あり ます 7。 また 、 予 約 で きた 場合 で も 他 の お 客層 志 が 電 れ る こと 

が あり ます 。 な お 、 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ | 事前 予約 せ ず に 「 特 大 荷物 ] を お 持ち 込み され た 場合 、 900 を 
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寝台 特急 「 サ ン ライ ズ 出 雲 | は 全 区 間 乗 車 ! (出雲 市 東京 間 ) 力 =rl 


30g 納 堆 | リッ ツラ イ 負 天 に 委 で - 農 半 8! 
以下 忠 冬 次 錠 珠 ブー タイ ム 


お ひと り 欄 AE 
旅行 金 69, 800m と 外人 放 行 の 
の 再訪 を 


き ※ 


用 


関 
東 
甲 
信 
趣 


旅 smart 


自由 で 気まま 


ス 

会 

社 

覧 

は 胃 画 呈 14・28 日 ム 0 新 し い 放 
祭 "| 画 司 4・18 日 政 加 9 日 8P26 
人 10 有 剛 は 3 刻 09 の 人 8 り ま す 899RB9 催 行 
1 

ム 
ペ 

1 

ジ 

四 

確 
認 

い 


0-8:00 発 ) 新 幹 線 「 の ぞ み ] 号 岡山 =GREENable HIRUZEN( 展 研 

1 | 。 修 の パピ リオ ン ) に 足立 美術 館 ( 約 2 時 間 滞在 )= 出 大 社 ( 約 2 時 間 清 在 ) 
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二 | | 案内 後 、 自 由 散 策 を お 楽し か くだ さい 美しい 紅葉 の トン ネル | 生 の 
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第 | |! ガ イド 同行 で 神 科 05 な 有 思 源 う パ ワー スポ ッ ト に ご 案内 / 約 90| | | 南 淡 温泉 = うず の 互 大 則 『3 人 記 人 人 (巨大 な オプ ジェ 「 お っ 玉 導 の 各 
な | | 分 = 清光 自 観賞 や 買い物 ) ニ (途中 タ クシ ー 生 換 )= 先 山 千 光 寺 (国生 
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訓 | | 和 急 [ ひ の と り | 一 ※ 津 ご 近鉄 名 古屋 (18:00 一 19:10 着 ) 。 鹿 表 津 . 近 鉄 四 日 ・ 可 近鉄 名 古屋 (20:30 一 22:30 着 ) 朝 

後 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 業 名 近鉄 日 市 ・ 澤 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


コー ス 番 号 74602-C26 
一 度 は 行き た い 山陰 の 名 所 を 効率 良く めぐ る 


特急 「 ひ の と り 」 で 行く 


ペ 出雲 大 社 ・ 足 立 美術 館 ・ 島 取 砂 丘 


翌 協 TAN 一 ター サ 疾 開 本 量 | 科 昌和 


上 の 伝統 的 
保存 地区 に 選定 枯山水 庭 


基文 妊 の 足立 美術 争 


ia 凍 較 叫 で 35.000m37.000m 
ロイ ポテ ル 本 民 革 2 名 1 室 ひ と り 2.000 円 電 、 名 1 室 8.000 円 電 | 

( 雄大 な 絶景 を 一 望 で きる 大 山 山麓 に ある リ 無印 35.000 円 、 〇 印 37.000 円 
N CS 剛 間 Fi⑦・⑩⑭⑰・9 日 記 届 の ・⑰"⑯"⑳ 6 日 

NNN 首 g3-8.1115-22 晶 

近鉄 名 古屋 (7:00 発 ) 一 特急 [ ひ の と りー 
取 砂 丘 (リフ ト に 乗っ て 壮 屋 食 ) ニ 師 吉 ( 食 
べき クー ポン 500 円 分 付き で 相 避 を 和 肖 和 = 大 
泉 ・ ロ イヤ ル ホ テル 大 山 【A】( 泊 ) 
大 温泉 = 出雲 大 社 ( 緑 結び の 神様 自由 昼食 時 間 含め 約 150 
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) 一 wN で ふせ サー さ ご 国字 と 宰 さ 束 国 副 二 店 朱 固 


団 ( 宇 光 


2 キ : ト コ 


た に 左 参拝 に 支 誠 は あり 
交会 の 宮 誠 せん が 、 下 等 の 修 


4 厳 島 神社 復 工事 を 一 部 行っ て 
お り ま す の で 、 予 め お 
園 入 有 り 含み 置き くだ さい 


12 世 紀 、 平 清 忠 に よっ て 造営 され た 海上 に 建つ 荘厳 な 社殿 が 印象 的 な 名 社 。 


1 名 1 室 20.000 円 増 な 
軸 ] 攻 中 2・13・⑬ 日 本 ③・⑥・⑳・⑲・⑳ 日 537・11・21 日 四 本 ⑳ 日 と 
名 古屋 (7:20 -6:30 一 新 導線 「 ひ か り ] 王 広島 = 宮島 安芸 の 宮島 ( 素 内 人 同行 で 有島 神 人 | よ 
1 | 参 拓 / 大 島 居 は 約 3 年 半 点 り の 公開) 一 宮 選 ー 宮 温泉 安芸 グラ ンド ホテ ル 「A] ( 泊 ) 和室 洋 | リ 
| | 還 - 和 | 宮島 に 一 番 近 い 旭 泉 佑 に 約 17 時 在 。 清 戸 内 の 食材 を 使っ た 和 和 会 の タ 廊 に 前 
温泉 = 名 橋 ( 日 本 三 人 栖 の ひと つ ) = 秋芳 特有 天然 記 信和 指定 の 日 本 屈指 の 大 鉛 / 秋 | 人 
2 特種 の ご ぼう を 使っ た ご ぼう 箇 の 昼食 ) = 符 神 人 松 下村 (内 を 到 る 福 = は ぎ 泉 : 秋 
人 洋室 和洋 抽 ] 文 約 17 時 間 滞在 。 秋 湾 を 望む 露天 風呂 で で ゆ っ くり 投 悦 区 
人身 由 尽 食 ) = 元 / 了 神社 ( 本 海 に 映 


大 鳥居 は 、 高 さ 16.6m、 棟 の 長 さ 24.2m、 主 柱 ( し ゅ ば し ら ) ま わり 9.9m、 総 重量 は 
ト 1 
ら つの 世界 直 産 「 歳 島 神社 」「 萩 城下 町 ・ 松 下村 塾 」 を 訪ね る 
は の と の い うー 
ーー 

や 

紅 

葉 

参拝 に 支 及 は あり ませ の 

ん が 、 竹 万 等 の 修復 工事 を | 見 

一 部 行っ て お り ます の で 、| ご 

予め お 含み 置き さく だ さい る 

お ひと り 様 旅行 代金 (4 名 1 室 ) 3 名 1 室 ひ と り 3.000 円 増 気 
29.900584.900 縮 Et 


PT 


123 昌 の 肌 有 ) ニ 海士 ヶ 瀬 公 | 骨 島 大 橋 の ビュ ー スポ ッ ト ) =( 角 島 大 橋 ) 玉 璃 光 寺 ( 四 季 
| 折々 の 表情 を 見 せる 庭園) = 新山 ロー 新幹線 [の ぞ み ] 号 名 古屋 (21:30 一 22:50 着 ) 南 日 


っ 胃 半 ※ 


出雲 大 社 ・ 足 立 美 条 館 ・ 安 芸 の 宮島 を 一 度 に めぐ る 
※ お 約束 は P.4 1 を 参照 山際 山陽 ゴー ル デ * ン ルー ト 


雲 大 社 ・ 賑 島 神社 両方 を 参拝 


プラ ンド プリ ンス ホテ ル 人 
久 


cec ner 


rt 一 タテ ー 半 首 壮 大 量 1 壮 陽 


oo 培 50, 900564 900m 


無印 59.900 円 、 〇 印 64.900 円 1 名 1 室 15.000 円 増 


角 ん か 由 玩 2・9・13・⑬ 日 E 加 ⑥-⑰ 日 EH710 日 内 
介 放 SS さい | | 名 古屋 (7:20 一 8:30 発 ) 新幹線 [ひか り ] 号 岡山 ニ 訪 敷 美観 | す 
陸 1 80 清和 GREENHIG HHRUZEN (設計 
号 、 滞在 ) able 吾 監修 | 人 
時 の パビリオン) ニ = 大山 温泉 ・Royal Holel 大 山 【A】 ( 泊 ) 和室 ・ 洋 室生 
年 に | 」 和 洋室 ] 大 大 自然 に 抱か れ た り リゾート ホテ ル に 宿泊 日 図 | は 
月 > 大 山 温泉 = 足立 美術 錠 ( 開 人 時 間に合わ せ て ご 案内 / 約 120 分 滞在 )= 出 | す 
を 人 寺社 ( 婦 結 び の 神様 ・ 神 門 通 り も 各自 お 楽し み ・ 自 由 昼 食 / た っ ポ り 約 | ペ 
お 行 人 ーー ワイ ナリ ー (人 市 ・ プ ラン ドブ リン ス | て 
RM 大瀬 内 河 に 男 し た リゾ ー ト ホテ ル へ 則 イ 
いま | 安芸 の 宮島 (案内 人 同行 せ 旬 有 了 人 神 | ] 
た に 

前 3 (尾道 市 内 や 癌 戸 内 海 の 島 々 を 望む 絶 景 ス ポッ トン 約 60 分 潜在 ) | 
す 岡山 - 新 電線 「 ひ かり] 号 一 名 古屋 (19:30 一 21:00 着 ) 基 昌 昨 す 


事前 確認 の クラ ブツ ー リ ズム で は 、 ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 者 全員 の お 名 前 
ご 協力 の お 願い お 電話 番号 ⑥⑯ 郵 便 番号 ・ ご 住所 性 別 生年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り で の ご 参加 の 場合 は 、 緊急 時 の ご 家族 等 の 連絡 先 
事前 に お 調べ の うえ お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 予約 いた だ け ます 。 ご 協力 を お 願い 中 し 上 げ ます 。 


9 
ビ 
ア 
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放 
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還 還 ・ 囲 時 


HAN べろ 選 本 注 出 ※ 村 遇 き 誠 計 


コー ス 番 号 74678-C26 還 2 回 15 名 回 不可 還 同 行 加 一 部 同乗 ( ら ・3 日 目 ) 析 守 表 両 備 バス 同等 

>、 約 3 年 半 ぶ ぷり に 公開 され た 厳島 神社 の 大 鳥居 を 高速 クレ ルー ザー「SEA SPICA」 か ら 観 党 

2 時 電光 [SEA SPICA] 宮島 ナイ トク ルー ズ と 
9wm 案内 人 と 行く 厳島 神社 ・ 出 雲 大 社 両 参 り 


近代 日本 責 を 中 心 と し た 美術 館 
足立 美術 館 (写真 は 生 の 呈 ) 


Te ルー】 無 B105.000、C10.000、 


10.5 ヵ 本 万 円 商 計 人 


2 日 3 日語 (⑳・⑰ 日 印 の 出発 日 
EZ の. 明日 外 加 " 外 日 画 田 . 旧 供 行 決定 
名 古屋 (ゆっ くり 10:00 一 11:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 広島 = 
山陽 本 線 (自由 席 ) 一 宮島 口 … 宮 島 ロ ー 安 芸 の 宮島 * 冊 島 神 社 ( 案 
1 人 同 生 約 2 時 間 滞在 ) 一 ( 船 に 乗っ て ホテ ル へ 〉ー ホ テル 機 橋 
広島 市 内 : グ ラン ド プ リン ス ホ テ ル 広 島 【A】 ( 泊 ) 文 洋食 の 夕食 

を ご 用 意 方 夜 は 高速 クル ー ザ ー[SEA SPICA] で 宮島 ナイ トク 
ルー ジン グ ! ライ ト ア ッ プ され た 大 鳥居 を 海上 か ら 見 学 北 2 

| 広島 市 内 = 島根 ワイ ナリ ー (島根 和牛 の 昼食 )= 出 雲 大 社 ( 案 
造 温泉 ・ 玉 造 プ ラン ド ホ テル 長生 章 【A】 ( 泊 ) 
玉造 温泉 の 食事 が 自慢 の お 宿 。 日 本 を 代表 
一 郎 氏 監修 の 一 皿 を ご 用 意 世 属 防 


出発 日 


革 衝 で 謗 計 こ と ie 守 惑 弄 殖 のび TGmS 泌 藻 さ 計 ※ 


beno-Ism ナ ベ ノ イ ズム 」 エ グ 


ぷ プシ ェ フ の 渡辺 奴 一 郎 氏 が 
章 枯 の 人 山 只 の 人 9 の 食料 | | 玉造 泉 = 足立 美術 (2 時 間 在 )= 園 ( 出 須 の 国 を 当 
用 8 人 上 |3 し た 箱 克 名 物 . 高 聞 人 参 や 地元 の 食材 を 使っ た 和食 の 尽 食 ) = 


岡山 新幹線 「 ひ か り ] 号 名 古屋 (19:30 一 21:00 着 ) 科 
PP - ※1 日 目 在 来 線 区 間 ( 8 駅 間 ) は 自由 庫 と な り ます 。 立ち 席 と な 
広島 市 内 の 人 の る 場合 が あり ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 


二 社 と も 案内 人 付き で 識 島 神社 と 出雲 大 社 の 両 参り へ ご 案内 。 ] 日 目 夜 に は 
高速 クル ー ザ ー「SEA SPICA] に ご 栗 船 いた だ き ラ イト アッ プ さ れ た 服 島 神 
社 大 鳥居 を 見 る ナイ トク ルー ズ も お 楽し か みく だ さい 。 企画 担当 者 "大坪 太 樹 < 上 ア 


還 1 名 回 15 名 回 不可 男 同 行 


提 eSETOsl( 謗 と 放 ク ルー ザー[SEA SPICAI( 葉 還 ) で が る 
※ お 約束 は P.8 を 参照 


謀 軸 T い AN 一 ター サ 疾 兵 本 本 1 笠 葛 


| 9 7.5 万 百 9.5 万 百 


EZ 、 
日 W⑯ 日 E 馬 18・25 昌 6W65000 昌 
号 ( っ くり 1000-1150 呈 旨 の ぞ 2ー 和 和則 
1  () - BE 上 (上 和 へ / 和 902 消 (8 
| 内 シー ライ ン ) 広島 市 内 グラ ンド プリ ンス ホテ ル 広 島 【A】 ( 汽 ) 日 曰 基 
広和 市 (ホテ ル の 愉 村 か ら その まま 上 旨 ) ( 可 拓 ルー 
せとうち の 魅力 を 感 ザー「SEA SPICAI で 瀬戸 内 フル ー ズ / 銀河 ラン チ ボ ッ クス 弁当 を 
し な が ら 、 共 し い ご 区) (上 上 の 区 や 沙 多 を 抽 から 見 人 
戸 内 海 の 多 烏 美 と 絶 2 戸 の 瀬戸 ( 船 か ら 見 学 )) -- (安芸 蔵 大 橋 ( 船 か ら 見 学 )) 下 浦 刈 島 
品 ス イー ツ を 拉 能 で 大 2 時 分 ( う さ ぎ の 由 を 日 条約 30 分 ) 了 ・ 原 
きる 観光 列車 で す 。 > 軸 ら 列車 etSETOra (新型 観光 列車 // 車 内 で 


二 | | 島 一 新幹線 [のぞみ] 号 = 名 古屋 (19:00-20: 三 困 
瀬戸 内 海 の 多 島 美 を 満 農 で きる 観光 型 高速 クル ー ザ ー[SEA SPICAI に 乗 観光 列車 1 昌 目 在 未 線 区 間 ( 広 分 駅 宮島口 駅 間 ) は 自由 語 と な り ます 。 立ち 記 
「etSETOra」 で は 昨年 お 問い 合わ せ の 多かっ た スイ ー ツ も ご 用 意 し まし た 。 企画 担当 者 / 大 挟 大樹 | と な る 場合 が あり ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 


dssg052(300)0022 


浜 栓 050(3537)5250 人 豊 050(3852)0087 gw050(3852)0095 


ト は 電話 受付 時 間 (日 - 祝 は 休業 ) 月 土 9:1517 :30 
0320RSIDB 未 店 宮口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 
ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


細 S さ ー ス 


ー ふ で ヽ 由 ささ 国 名 と 族 ぶ 津 回 副 到 当 国 


園 ( 宮 光 流 


(中 ご 守 病 弄 茜 選 貴 販 薬 幸江 益 世 甘 S 


コッ ュー E の | 


XP 


- 


和民 切 紅 サー ささ ※ 


村人 な et 回 扶 昨 ・M 陽 束 


サラン 


| 


コー ス 番 号 74649-C26 目 1 名 回 0 名 回 不可 画 同行 思 な し 
往復 新幹線 「 ひ か り ] 号 (名 古屋 人 岡山 間 ) 利 用 


神 在 宗 期間 の 出雲 大 社 へ ! 
神々 が 訪れ る 順番 で めぐ る 神話 の 地 出雲 


備 バ ス 同等 


・ 午 遇 人 S 唱 本 r い 


) 


きい 
mS- は mn ニ 


芋 避 藩 [ 溢 時 茸 」 
ひさ okiv 浴 さ 革 


八 香 垣 和 福 
る 祥 仁 。 夫 外 満 や 良 線 結 び 出雲 大 社 と 共に 出雲 


本 殿 は 現存 する 日 本 最 古 の に ご 利益 が ある と いわ れ 宮 と し て 古く か ら 信 
大 福 造 り と いわ れ て いま す 。 る の 縁結び 神社 。 仰 を 集め て いる 神社 。 


2 詳 オ 財 S( 


旧暦 10 月 は 、 全 国 的 に 神様 
が 留守 に な る と いわ れる 「 神 無 
月 ] で す が 、 出 雲 の 地 で は 「 神 在 
月 」 と 呼ば れ 、 全 国 の 神々 が 集 議 Y お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 


い 、 縁 結び や 来年 の 収穫 な ど 諸 
いて 神 議 り (か な は か り ) 49,900m 
れる と 言わ れ ます 。 * 1 名 1 室 5.000 円 増 出発 日 | 下記 22・23・25・26・28 日 


名 古屋 (7:20 一 8:30 発 ) 一 新幹線 [ひかり] 号 一 岡山 = 矢 山高 原 (自由 
昼食 )= 神 魂 神社 (国宝 の 大 社 造 り の 本 殿 ) ニ 八重 垣 神社 (/\ 岐 大 蛇 伝 
1 | 説 ゆ か り の 良縁 祈願 の 神社 ) 熊 野 大 社 (出雲 国 一 宮 ) = 出雲 市 内 ・ ツ 
イン リー ブス ホテ ル 出 雲 ( 泊 ) 文 出雲 市 駅 近く の ホテ ル に 宿泊 | 夕食 
| | は 各自 自由 に お 楽し み ! 違 ! 
| | 出雲 市 内 = 稲佐 の 浜 ( 神 々 を お 迎え する 浜 ) ニ 出雲 大 社 ( 神 在 祭 期間 
っ 中 の 出雲 大 社 を 各自 参拝 ) ニ 出 肢 ( 昼 食 ) ニ 万 九 千 神社 (/\ 百 万 の 神々 
が 最後 に 立ち 寄る 神社 ) 三 岡山 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 名 古屋 (20:00 
ー21:30 着 ) 開 屋 [ 
束 神 在 祭 な どの 神事 は 一 般 に は 公開 され て お ら ず 、 ツ アー 中 に ご 覧 いた だ く こ と は で きま せん 


電 湊 革 可 温 M) 


。 。 ペ ーー 
短 の 浜 、) ・ 万 千 守 
PTT1 


に auc 


コー ス 番 号 74605-C26 目 ! 名 回 0 名 回 不可 画 同 行 避 な し 
復路 は ちょ っ と 優雅 に 新幹線 「 ひ か り 」 号 ブリー ン 車 % 用 意 !( 岡 山 一 名 古屋 間 ) 


2023 年 3 月 リニュ ー ア ル の 湖上 の 絶景 十 天 風呂 ! 
は わい 温泉 ・ 望 湖 楼 と 出雲 大 社 ・ 足 立 美術 館 


復路 新幹線 は 優雅 に グリ ー ン 車 %% で ご 用 意 


容 事 鳥取 の 山海 の 幸 を お とり 和 人 行人 人 (4 名 1 内 3] 守 ひ と り 3.000、 
使っ た 和 会 席 時 細 2 名 1 室 ひ と り 5.000 円 増 
Wa 。 り 万 円 1 名 1 室 10.000 円 増 


g23・28 日 訪 語 7・18・26 日 

謙 避 112・22・27 日 認 司 1・6・9・12・20 日 
名 古屋 (7:20 一 8:30 発 ) 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 岡山 一 特 切 「 や く 
も 」] 号 一 安来 = 定立 美術 館 (名 画 と 名 園 を 鑑賞 / た っ ぷり 約 2 時 間 滞 

1 在 )= は わい 温泉 ・ 望 湖 楼 【A】( 泊 )[ 和 室 また は 洋室 ] 誠 2023 年 3 
月 に リニュ ー ア ル し た 湖上 露天 風呂 が 自慢 ! 夕 食 は 鳥取 の 山海 の 

| | 幸 を 使っ た 和 会 席 日 日 図 
は わい 温泉 出雲 大 社 (縁結び の 神様 / 自 由 昼食 含め 約 3 時 間 滞 

2 在 ) ニ 出雲 市 一 特急 「 や くも 」 号 一 岡山 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 ( ブ 
リー ン 車 ) 一 名 古屋 (20:00 一 21:30 着 ) 回 同居 


ゆう ちょ 銀行 貯金 口座 上 便利 で お 得 な 「 ゆ うち ょ 銀行 連 人 口座 自動 引き 落と し ] が 、 す べ て の | ニー ュ 3 
自動 引き 落と し の ご 案内 旅行 で ご 利用 いた だ け ま す 。 詳し く は ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 | フラ ブツ ー リ ズム 郵 連 | | 検索 


出発 日 


HAN 一 べろ み 半 本 欄 画 ※。 革 星 計 店 と 憶 如 rtANI 一 メサ ー 半 詳 開 本 時 1 疾 素 


re 叶 誤 弄 殖 tmS 浦 藻 き 詳 ※ 


半 


用 


肝 せ u き 


HEIE 問 Ei 
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コー ス 番 号 74873-C26 還 還 還 還 TFTEIEE 和 kiEiiEEI7CPES マ SE 


565 名 答 「 四 万 十 の 宿 」 三 民宿 
ps テラ 高知 で 過 ご - す 至福 の 休日 めった り 放 | 


GR) FDA が sl コンプ | いま 
中 部 国際 空港 『 3 


(セン トレ ア ) 就航 ! 。 。 ダ 高知 県立 牧野 植物 国 CC BY-ND 
日 本 の 植物 分 類 学 の 父 」 牧野 富 太郎 命名 の 
ヨコ グラ ノ キ ( 例 年 の 見 ご ろ は 6 月 ) や ムカ デラ ン 
(例年 の 見 ご ろ は 7 月 ) を は じ め 、 約 3000 種 類 の 植 
物 を 来 し むこ と か で きる 四国 時 和 因 で す 。 
4 っ の 


TB 


急 な 肌 段 の 上 り 下 り が あ 
服装 ・ は 人 


画 半 章 強 誠 注 江 瑞 


に 等 ニ 
天候 等 に より 欠航 する 場合 が あり ます M 参加 くだ さい 


花 ーーーーー 一 風 お ひと り 様 旅行 代金 TH コー 屋 員 880 円 

内 (3 名 1 室 ) 10.5 ヵ j 折 11.5 ぉ 
葉 無印 105.000 円 、OEh110.000 円 ET115.000 円 2 名 1 室 O と り 5.000 円 増 、 
の 出発 日 名 10 日 8 日 語 1 1 日 包 語 ⑮ 日 1 名 1 室 25.000 幅 増 

あ 全 陣中 (ゆっ くり 11:15 発 ) (年 3 月 か ら 就 衝 の FD 中 部 国際 空港 誠 補間 に 
隊 |1 |) ナ 高 知 - 柱 泊 ( 衣 馬 像 や | 洛 の テラ ス 」 な ど お 楽し み / 約 60 分 滞在 )= 四 万 十 ・ 四 万 十 
は | | の Al ( 泊 ) H 室 洋室 * 和 洋室] 高知 名 物 [ カ ソ オ の た た き ] の 食品 
由 9 万 十 = 佐 田 の 沈下 橋 ( 約 30 分 滞在 )= 四 万 十川 ( 飾 の 塩焼 き や 川 海老 な ど 
了 2 四万十 の 卿 二 料 理 の 昼食 付 で 最後 清流 = 高知 城 (現存 
2 24 
に = = IAJG か に 伴 む 老舗 ホテ ル に | 陶 
人 で は 人 きつ Bl に に 2 の が 053 邊 注目 の スッ ト 三 革 温泉 = に こ 洒 ( 想 的 な [仁淀 ブル ー」 の 聖地 ヘン 約 40 便 在 )= 土 佐 町 
リリ へ ご 案内 。 「 カ ツ オ の た た き 」 や [土佐 あか うし | 知 な 3  ( 幻 の 和牛 と 呼ば れる 「 土 佐 あ か うし 」 の 昼食 )= 高 知 県 立 牧 野 植物 園 (2023 年 
0 は の お 凡 事 も お 委 し みく だ さい 。 企画 担当 者 人 重 通 | | 話題 の ドラ マ ゆ か り の 机 物 国 / 約 90 清 在 ) こ 高知 中 部 (17:45 落 ) 電 
し 


周 コー ス 番 号 74922-C26 
| 日 間 


M 日 本 三 大 益 設 り の ひと つ 阿波 お どり を 観覧 席 で じっくり 観賞 
: 異国 情 寺 あ ふれ る 神戸 で 自由 散策 


ツア ー ほ 手配 の 都合 上 、 予 約 希 望 ( リ クエスト) のみ の 受付 と な り ま す 。 旅行 契約 の 綿 結 は 全て の 手配 完了 後 と な り 、 書 類 の 発送 を 以 て 正式 な ご 予約 と な り ま す 


っ 波 ち どり は 400 年 える 6 
OCR の まま た 時 2 mii ダイ ワ ロ イネ ッ ト ホテ ル 神 戸 三宮 
前 が 世界 に 誇る 伝統 芸能 で す 

毎年 8 月 12 日 か ら 1 5 日 まで の 


こ 間 、 国 内 外 か ら 多 く の 観光 客 
届 宝 か ら じ っ くり 折 が 7 れ ま す 
に 1 れ 


お ひと り 様 旅行 代金 (1 名 1 室 ) 還 餅 の 障 で 安 0 


55,000m 旅 Smart 誤 鐘 


計 で 婦 、 昌 で 上 まま ム の 新しい 旅 の カ 9 チ 
出発 日 13・14 日 詳細 は P.2 を 参照 
名 (ゆっ くり 00 一 10:00 発 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 新 大 


阪 = 淡路 島 (自由 昼食 ) ニ 徳島 ・ 藍 舞 場 観覧 席 か ら 阿 波 お 
1 どり を じっくり 観賞 / 自 由 夕食 ) 二 神戸 市 内 ・ ダ イワ ロイ ネッ トホホ 
テル 神戸 三宮 ( 泊 ) 文 翌日 の 自由 散策 に も 便利 な 三ノ宮 駅 ま 
| で 徒歩 約 7 分 の 好 立 地 ホ テル ! 日 旭日 
神戸 市 内 (13:30 頃 の 出発 まで 元町 ・ 南 京町 な ど 自由 散策 ・ 自 由 
2 昼食 を お 楽し みく だ さい / チ ェ ッ ク ア ウト は 1 1:00) 三 新神戸 
線 「 ひ か り ] 号 一 名 古屋 (早め の 15: 
り 終了 後 の 宿 入り と な る た め 22:30 頃 の ホテ ル 到 着 と な り ます 。 混雑 状況 
に よっ て 時 間 は 前 後 する 場合 が あり ます 


HAN みさ べろ 選 本 注 出 ※ 村 遇 き 武 計 


人 写真 は おぶ で 和 ポ 有三 シ 


員 smm052(300)0022 癌 は フラ ブツ ー リ ズム 国内 | 検索 


電 訂 付 時 間 (日 - 哲 は 休業 )/ 月 - 土 9:15-17.30 。 ※ こ の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


斗 通 S さ ー ス 


ー ふ で ふせ ー さ で 国 字 と 補 S 当 目 副 二 誤 S 還 


園 ( 宮 光 


( せ こ 写 y 剛 要衝 層 対 雷 若 埋 きき 党 尊 一 . 貴 鞭 「 司 | 商 模 若 ) 環 要 茜 目 


へ 


XP 


思 
< 


住 
電 
語 
革 
條 5 
生 
年 
月 
日 
を 
お 


・ 局 SS 嘩 司 


計 中 で せ と と 


コー ス 番 号 74533-C26 皿 1 名 回 15 名 回 不可 画 同行 到 な 


「 丹 後 あ か まつ 」 号 (定員 33 席 ) は 本 ツア ー の お 客 様 の 貸切 で ご 案 


30 タ 。。。 水戸 岡 鋭 治 デ ザイ ン の 2 つの 列車 に ご 案内 ! 
以下 41 寺 「 用 後 の 海 | が まう | 中 と 大 二 ザ 拓 めく り 


※9 月 出発 以降 は 、 京 者 丹後 鉄道 [ 丹 後 の 海 |・「 丹 後 あか まつ ] 号 の 手配 の 都合 上 、 予 約 希望 の 受付 の み と な り 、 旅 行 契 約 の 締結 は 当社 の 手配 完了 後 と な り ます 


oe ーー 
ーーー 寺 計 

委 走 行 の 

シメ ニシ 


おぉ 0 と 
240, 900551900n 
Wa eodms 仙 人 決 定 。 
| 還 ヨ 20 日 本 11・24 日 世 語 日 
還 に ー ル 5 2 日 耶 語 ⑨・⑳ 日 下 同 ⑭・⑳⑩ 日 
屯 同 5 日 醒 引 22 日 中 語 26 日 放 加 18・26 日 
還 ゆ 2 くり TO00 11:10 発 ) = 新幹線 [こだま ] 
号 一 京 者 特急 列車 [丹後 の 海 ] (水戸 岡 鋭 治 デザ イ 
1| ン の 特急 列車 / 約 80 分 乗車) 一 福知山 = 伊根 (伊根 
滴 め ぐり 遊覧 船 / 約 25 分 )= 天 橋立 ・ 橋 立 ペ イ ホ テル 
| 【B】 ( 泊 ) [洋室 ]】 妨 廊 は フレ ンチ を ご 用 意 
天橋 立 = 西舞鶴 京都 丹後 鉄道 [丹後 あか まつ ] 号 
(本 ツア ー 貸 切 で ご 案内 ! 水 戸 岡 鋭 治 デ ザイ ン の 
2 観光 列車 。 絶 景 スポ ッ ト [ 由 良川 橋梁 ] を 渡り ます 
約 45 分 乗車 ) 天橋 立 … 天 橋立 ( 股 の ぞ き 体 
験 自由 昼食 / 約 3 時 間 滞 在 ) ニ 京都 新幹線 
[こだま ] 号 一 名 古屋 (19:00 一 2 志 
き 2 日 目 の 観光 順序 が 入替 と な る 場合 が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 


大 国際 美術 館 と 下記 地 中 美 術 館 
お 約束 は P.8 を 参照 僧 れ の ベネ ッ セ ハウス 約 17 時 間 滞 企 優 牙 に 過 ご 

1 当日 
オリ ピア ン 


安藤 忠雄 氏 の 数 少な い 木造 建築 の ひと つ 。 美術 館 と 

ホテ ル が 一 体 と な っ て いま す 。 自然 に 囲ま れ た 場所 に 建 
ち 、 客 室 か ら 瀬 戸 内 海 と 屋外 作品 を 眺め た り 、 館 内 を 第 
賞 し て 周 っ た り と 多様 な 楽し み 方 が で きま す 。 


> 到 


。 WW 


往 復 新 電線 [ひか り ] 号 9 グリ ー ン 車 利用 
( 仁 路 : 名 古屋 新 大 阪 間 、 復 中 価 山 つ 名 古屋 間 ) 
現代 アー ト の 聖地 と 言わ れる [直島] で は 、 美 
術 上 と ホテ ル が 一 価 と な っ た 「 ベ ネッ セル ウス 
バー ク ] に 奏 泊 。 小豆 島 で は 風光 明細 が 弧 所 や 
アー ト 作 品 の 押 賞 と 、 ア ー ト と 周 で す 至 福 の ひ ネル 
と と き を お 週 ご で し くだ さい 。 企画 担当 者 大口 竜 史 


人 部 屋 別 和 金 
放 140.000m155.000 還 間 了 較 
出発 日 語 4 日 本 [8-22 日 無 Em140.000 円 、ED155.000 円 


| | 名 古屋 (7:00 一 8:00 発 ) 一 新幹線 [ひか り ] 号 (プリ ー ン 車 ) 一 新 大 阪 = 大 塚 国際 美術 務 
1 | (世界 の 名 画 が 陶板 で 再現 され た 美術 館 に 約 4 時 間 滞在 / 自 由 昼食 
| 庄 港 ニ 小豆島: オリ ビア ン 小 豆 島 夕陽 ヶ 丘 ホ テル 【A】 ま た は 同等 フラ ス (: 
小豆 島 =ー 十 四 の 瞳 映 画 村 (名 作 「 二 十 四 の 瞳 」 の 舞台 )= オ リー ブ | 2 ト 
2| ギャ ラリ ー 「 ア ル テ トラ 」 の 各自 鑑賞 ) ニ 土庄 観光 セン ター 土庄 : ー 宮 
| | 港 (「 赤 か ぼ ぽちゃ] を 見 島 ・ ベ ネッ セハ ウス パー ク ( 泊 ) 紀 多 
直島 = 本 村 地 区 「 家 プ ! ト 」 (古い 家屋 な ど を 改修 し 家 の 空 間 そ の も の を 作 
品 化 。 作品 「 き ん ざ ] を 除く 共通 チケ ッ ト 付 "自由 散策 約 2 時 間 滞在 ジ | 
3| アム レス トラ ン 一 扇 (昼食 ) 地 中 美術 館 (大 部 分 が 地 中 に 埋設 され た 美術 
1.5 時 間 滞在 ) 王 宮浦 港 一 宇野 港 = 岡 山 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 (ブリ ー ン 車 ) = 名 古屋 
(20:00 一 21:00 着 ) 研 屋 日 


草間 縛 生 「 赤 か ぼ ち ゃ ] 2006 年 直 
島 ・ 宮 清 洪 緑地 写真 // 青 地 大 輔 地 中 美術 館 写真 / 藤 塚 光 政 


ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 は 除く ) 


詳し く は [ララ ブッ ニ ロ リプ お 客 様 過ぎ た 新規 お 申し 込み の お 支払 方 法 は 、 ク トカ ー 
Ws で | フラ ブツ ー リ ズム 国内 | 検 索 。 ます あらかじめ と 了 家 くだ きい 


陸生 


な 


っ > 詞 半 ※ 


ax みろ 選評 潤 出 ※ 


%ー タ テー 半 半 装 寺本 1 半 曲 


プ 
ビ 
デア 
ム 
3 
5 
1 
ジ 


腔 せ u き 


中 
国 


思 IE| 


いっ 
に 


人 
年 き る た ニ 
トー の ゃ | 少 人 数 制 ワ 
2 [老後 資金 ] [将来 の 介護 費 ・ 医 療 費 [相続 」 な どの 不安 を 少な く 
参加 条件 @ 名 古屋 会 場 @ 豊 橋 会 場 し こい た だ さき 、 こ れ か ら も ご 旅行 を 楽し ん で いた だ きた いと いう 
人 @ 度 阜 会 場 @ 岡 崎 会 場 思い か ら 、 様 々 な テー マ の セミ ナー を 開催 し て いま す 。 より 豊か 
枯 全 1 主 座 500m さ 開催 3 日前 に お 送り する 受 馬 に 会 二 な セカ ンド ライ フ を 送る きっかけ と し て 、 ま ず は セミ ナー に 参加 


※ カ ー ド で の 事前 決済 を お 願い し て いま す 地図 な ど を 記載 いた し ます 。 


『: 当 子供 に 迷惑 か けた く な い ! 
パ 元気 な うち に する 3 つの 事 
C0945-C26 細 記 : 画 5: 証 本 木下 雄 
【 岡 崎 】6 月 25 日 (日 )14:00-16:00 


大 き な お 金 を 残す 必要 は な いけ ど 、 子 供 に 迷惑 だ け は か けた く な い 。 そう 思う 
方 は 多い の で は な いで し よう か 。 元気 な うち に し て お くべ き 、 相続 ・ 介 護 ・ 保 
険 ] の こと を 楽し く 学べ る セミ ナー で す 。 


(店 家族 の 笑顔 を 守 

2 と 人 8 和 セミ ナー 
[コース ecCWEe2< 伯 MD 33 
【 名 古屋 】7 月 2 日 (日 )10:30-12:30 


ご 相談 者 様 と お 話 を し て いる と 「 老 後 は 子ども に 迷惑 を か けた く な い ] と 思っ て 
いる 方 が 非常 に 多い で す 。 介護 も 相続 も 、 事 前 に 準備 を し て お く こと で 理想 に 
近づけ ます 。 将来 の こと を 考え る きっ か け と し て 、 親 子 で 参加 し て み ま せ ん か が? 


【40 一 60 代 限定 】 プ ロ が 考え 抜い た ! | 

セカ ンド ライ フ の マネ ー プ ラン | 詳 
人 記 E 主 本 》 C0938-C26 細 本 7! 証 蘭 鈴木 文 用 
(国男 : 全 (る 古 屋 】7 月 8 日 ( 土 ) 10:30 一 12:30 


「 退 職 金 を た だ 取り 月 し て いく だ け で は 、 いつ 貯蓄 が 底 を 尽き る か 心配 ] と ご 不 
安 な 方 ! フ ァ イ ナ ン シ ャ ルプ ラ : が 、 本 当 に 安心 で きる 老後 の マネ ー プ ラン 
を お 伝え し ます 。 楽し い セ カン ドラ イフ の た め に 、 今 で きる こと を 伝授 し ます ! 


C0947-C26 細 雇 ! 還 ii 還 昌 加藤 知久 
【 名 古屋 】6 月 24 日 ( 土 ) 10:30<12:30 


今 も 、 こ れ か ら も 生活 の 柱 と な る 年 金 制度 。 人 生 100 年 時 代 や 団 玩 世代 対応 
を 迎え て 、 年 金 に まつ わる 制度 改正 が 多く な っ て いま す 。 繰り 上 げ ・ 繰 り 下 げ 
の 具体 例 や 、 確 定 拠出 年 金 (iDeCo) ・ 国 民 年 金 基 金 に つい て も 解説 し ます 。 


C0950-C26 細 証 H 還 i 還 葬 林 久 視 
伸 還 証 : 世 議 古屋 】 7 月 8 日 ( 土 )14:0016:00 


高齢 の 腰 と 自分 の 褒 知 症 対策 や お 金 の こと に つい て 考え た こと は あり ます が ? 司 の 介護 
を 必要 と され る 方 や 、 将 来 の 相続 トラ ブル を 未然 に 回 避 さ れ た い 方 に 向け て 、「 家 族 信 
託 ] や 「 後 見 人 制度 ] の 仕組 みや 、 よ く あ る お 人 金 の トラ ブル を 事例 と と も に ご 紹介 し ます 。 


人 03(6739)2813 


*※ こ の ペー ジ の 人 画 実 全社 は 紗 フ ラブ ツー リズ ム ・ ラ イフ ケア サー ビス で す 
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し て み ま せ ん が ? 


認知 症 ・ 介 護 ・ 相 続 に 不安 を お 持ち の 方 必見! 

上 次 滞 か ら 家 族 を する 4 
C0943-C26 細 証 ! 証 本 呈 広 藤 功治 
[8 朋 25()10300 コ 1 1:30 


認知 症 に な り 、 資 産 凍結 され て し まう と 、 大 切な 家族 を 守れ な く な っ て し まう か 


も し れ ま せん 。 そん な 不安 を スッ キリ 解決 ! 公 的 な 制度 だ け で は 解決 で き な い 


実情 や 、 簡 単に で きる 対策 な ど を わか りや すく 3 つの ステ ッ プ で ご 紹介 し ます 。 
物価 上 昇 に 負け な い ! ゼロ か ら の 資産 運用 ! 紹介 
ーー で nm ・ 積 立 投資 二話 
C0937-C26 細 記 証人 加藤 知久 
ビュ エー ュ 【 名 古屋 】6 月 18 日 (日 ) 14:00~16:00 


物価 が 上 が っ て いる こと を 実感 する よう に な っ て 、 し ば らく 経ち ます 。 これ か ら 
どう な る の か ? も し 上 が る の な ら 、 ど れ く らい 上 が る の か が? そし て 、 物 価 上 昇 に 
つい て いけ る よう に する に は ? 資 産 運 用 を 専門 用 語 な し で 、 ゼ ロ か ら 語 り ま す 。 


お ひと りさ ま 限 定 
新 NISA 解 体 新書 。 
FE 本 CO952-C26 細 還 硬 : 華 本 
人 四 :: 下 便 〔 岐 阜 】7 月 15 日 ( 土 )13:0014:30 


2024 年 か らい よい よ 新 NISA が 始ま り ま す ! 今 まで の NISA と の 違い や メリ ッ 
ト ・ デ メリ ッ ト を わか りや すく 説明 し ます 。 も う NISA を 始め て いる 方 も 、 興 味 は 
ある けど 一歩 踏み 出せ て いな い 方 も 必ず 喜ん で 頂け る 内 容 で す ! 


詞 


令 和 5 年 度 税制 改正 に より 
村 間 必 は は う 交わ る ! 
CO955-C26 人 還 H 本 ii 還 蘭 小 河 佐 由利 
孤 DEBCEIN 9055] 00 


令 和 6 年 より 贈与 税 ・ 相 続 税 が 大 きく 改正 と な り ま す 。 また NISA に つい て も 抜 
本 的 拡充 が 行わ れる な ど 、 2023 年 は 相続 ・ 資 産 運用 で 様々 ルー ル が 変わ り ま 
す 。 今 か ら ど の よう に 計画 を すれ ば 良い か を この 機会 に 学ん で お きま し よう 。 


(て) ftmslfege サ ービス 語っ 
セミ ナー に は 、 登 増 講師 に よる 無料 お 語 か せ く だ 1 


個別 相談 サー ビス の 特典 が あり ま 


す 。 お 客 様 ご 自身 の 悩み を 明確 に 

し 、 解 決する きっ か け と し て 、 フ ァ イ 

ナン シャ ルプ ラン ナー の アド バイ ス ファイ ナン シャ ル 
を 受け て み ま せ ん か ? 3 寺 計 


【 お 電話 で の お 問い 合わ せ 受 付 時 間 】 
平日 9:30-17:00/ 土 * 日 ・ 祝 は 休業 


和民 隊 生 サ 9ー さ ※ 


半 中 で せ と と 革 etm エ 民放 ・MW 貢 品 墓 ・ 半 
・ 慌 かき 貴 本 ( い 


コー ス 番 号 74028-C26 


外 歳 御 緑 年 を 通え る 月 山 へ 
NE 山上 の 彰 の ホテ ル に 軍 之 天 
Ei 下 神々 が 息づく 霊峰 出羽 三 り 三山 往 


出羽 三山 は 山形 県 の 中 央 に そびえ る 
ド | の 総称 。 古 く か 
5 人 人 5 の li と し て あの られ て きま し た 。 


12 年 分 の 宰 利 益 が ある と いわ れる ※ 木 道 まで 残雪 が 残る 場合 は 、 眺 四 軸 黒山 月 山 湯 民 山 の 
訪 年 の うち に ぜひ ご 参加 くだ さい 望 の み と な り 、 散 策 は で きま せん 議 細 紀 三 神 が 紀 られ で いま す 


お 0 と UI 多 G る 1 名古屋:1511:05 守 ) サ = 月 ロ リバ 上 (生生 を 如 え る 月 へ 。 が 
を ガイ ド 同 行 で ハイ キン グレ 沙 行 約 2km・ 約 1 時 間柄 差 約 20m 

1 1 万 生 12 万 円 | 光 の みな り 、 測 策 は で きま せん )ー 人 時 選 温 泉 ・ 休 庄内 
に 辿 2018 年 1 月 に 温泉 の に 成功 。 人 時 


無 D110.000 円 、O 印 15.000F、HBI120.000 円 海 ブ ルー ライ ン ) ニ 鳥海 山 五 合 目 ・ 婦 立 展望 台 (標高 1.150m か ら ! 
っ トー 人 E 司 [7|- の 日 ぎり の 昼食 )= 山 居 島 庫 ( 四 の ある 街並み を 自由 抽 )= 休 時 羽 

EZ・1 9 日 皿 司 9 日 了 朱 = 県 山 ( 更 条 の 少な い 午前 中 に 三 神奈 用 を めぐ る 。 各 上 見 学 ・ 参 捕 人 料理 の 尽 食 も ) 
国 2 ひと り 5.000 円 = 湯殿 山 (撮影 禁止 ・ 口 外 禁 止 の 聖地 を 各自 参拝 / 約 100 分 ) ニ 山形 小牧" 県営 名 古屋 (1 7730 着 ) 詞 屋 昌 


NdP41aji 還 ウ 


お ひと り 様 ーー 

中 コ コ 無印 110. 
拉 11 太 由 12 癌 88 
出 日 上 語 20 日 人 皿 語 の ② 日 


まこ me 人 療 絢 琴 CAmS 義 さき 計 ※ 


歩行 距離 : 約 2.8km ン 歩行 時 

0 移 ひ いわ て 人 = 八幡 平山 頂 =( 作 幡 平 アス ピー テラ イン )= 

ホテ ル 【B】 ( 泊 ) 文 夕食 後 は 現地 ガイ ド 同 行 で 星空 観賞 昌 曰 攻 

1 

約 90 分 、 滞 在 時 間 : 約 120 

分 )= 西 目 屋 村 ・ グ リー ン パ ー ク は 当 還 | 線 の 生 演奏 を お 楽し 
の ! 訪 食 後 は 白神 で 暮らし た マタ ギ の 家系 の 方 の 生 の 声 を 聞く 特 史 

回 UE ガイ ド 同 行 げ キ ング 世界 財産 登録 30 周 年 

直樹 


分 ) = 西目屋 村 ( 熊 革 キ ー ホ ル ダ ー| 製作 体験 を お 楽し み ! 約 30 分 
森 す 小牧 ・ 県 営 名 古屋 (15:00 一 21:30 着 ) 世 
星空 観賞 は 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 


半 絢 で 癌 


> 表 き ※ 


未来 に 樹 を 残 そう ! 


曰 神 で 暮らし た マタ ギ の 家系 
の 方 の 生 の 声 を 聞く 


お 土産 に か 
ご 夕食 時 に お 楽し みか 


コー ス 番 号 73953-C26 回 1 名 回 15 名 回 不可 画 同 行 堅 同 困 暫 を き 衣 岩手 県 交通 同等 
三陸 鉄道 は 海女 ちゃ ん ガイ ド 同 行 で 貸切 運行 ! 復 興 の 進む 三陸 の 元気 を 感じ る 
2022 年 7 月 就航 宮古 うみ ね こ 丸 乗船 
龍泉 洞 ドラ ゴン ブル ー の 神秘 感動 の 三陸 BLUE 
te 80.800 ロ -95.800 計 8880om 
Em 2 13・⑳・⑫⑬ 日 E 杯 ②⑳・⑦・⑳ 日 2 語 ③・④・⑳ 日 


TAN 一々 テー 半 疾 壮大 量 | 半 陽 


陸 鉄 道 の イ メー ジ . 
日 に ま り 両 の # 


| ee 毅 B1 8) 村人 の タ 禄 ビタ 
岩泉 = 久 燃 … (三陸 鉄道 リア ス 線 / 海 女 ちゃ ん ガイ ド 同 行 で 貸切 運行 自由 
古 ( 名 物 [ 畑 ド ン | の 昼食 )= 浄 ヶ 浜 (2022 年 7 月 前 [宮古 うみ 
2| に AI に 上 和光 か ら お ※ し みり - 田 (を 
学 )= 三陸 備 ホテ ル は ま ぎ く [B] ( 泊 ) 丸 夕食 は と れ た 
半 廊 肝 三陸 海岸 が 一 思 で きる 大 治 場 ) 琴 ウ 
浪 板 海岸 = いわ て TSUNAMI メ モリ アル (津波 被害 と 教訓 を 伝え る 
3 施設 / 礎 中 の 一 本 松 も 見 学 ) ニ 大 船渡 (か も め テ ラス へ ご 案内 ) ニ い 
わ て 花巻 県 営 名 古屋 (16:00 一 21:00 着 ) 。 
※ 出 発 日 に よっ て | の 順序 を え 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 。 変 更に 伴う | | 放さ ー W 
愛 は ご ざい ませ ん 陸 鉄 道 は 乗車 区 間 が 逆 に な る 場合 が ご ざい ます 。 予め ご 了 承 くだ さい に 乗船 


人 MC 拉 MMeeeee 和 は Th 


浜 栓 050(3537)5250 代 結 050(3852)0087 mw050(3852)0095 ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 放 行 セン ター で す 
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コー ス 番 号 73937-C26 


バス 1 台 


30s 男鹿 ・ 津軽 ・ 下北 みち の く 3 大 半島 
ー さら めき の 三陸 海岸 ぐる り 周遊 ご 夫 放 旅 


着 


ーwl9C 弄 
に に 琶 EE 


出入 


攻 注 宣 に も 連なる 鳥居 は 必見 


車 日 に より 車 向 の 紅き と なる が 5 り ます 
京 一 新幹線 [こま ち ] 号 一 


お ひと り 欄 旅行 代金 攻め 】 
2 名 1 密 ) | さ 


15 ヵ ロー 
17 ヵ 


放 2| の 「 い と こ 丼 」 の 昼食 ) ニ (千畳敷 海岸 (車窓 )〉 ニ 高山 稲荷 神社 (幾重 に も 連なる 鳥居 )= 龍 飛 
| 崎 温 泉 ・ ホ テル 竜 飛 【B 飛 崎 や 階段 国道 な ど 各自 ご 見 学 笛 屋 因 
龍 飛 崎 温泉 = 蟹田 港 一 むつ 湾 フ ェ リ ー 一 脇 野沢 港 = 牛 滝 港 一 仏 ヶ 浦 観光 般 (天然 記 信和 指 
| 定 / 仏 ヶ 浦 に 上 陸 観 光 ) 一 佐井 港 ( 旬 の 海鮮 を 使っ た 昼食 ) ニ 大 間 崎 (本 州 最 北端 の 地 ) ニ 友 
無 B150.000F 上 生 山 (日 本 三 大 霊場 店 加 S ま が 名 光 ホ デル [AB 大 名 社 A フ ンク ポア 0。 清 靖 ビ 
OO を パ の 香り が 心地 よい 大 浴場 、 東 屋 掛 の 露天 風呂 を お 楽し みく だ さい 閣 攻 
よ 4 馬 門 温泉 = 久 三陸 鉄道 ・ 自 由 席 ・ 三 陸 海 岸 治 い を 走る 列車 〉… 普 代 = 盛 岡 一 5 
リ um| ロダ 2 日 世 明 II6 日 加 ⑬ 日 ま び こ ] 号 東京 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 名 古屋 (2000 一 22:00) 帳 回 
IO ョ ll 行 程 を 入替 えて ご 委 内 する 場合 が ご ざい ます ※ 悪 天候 に より 船 が 欠航 に な る 場合 も で ざい ます 


(で 天 なむ TtmS 消 当る 計 8 


安心 安全 に 常 34 一 46 名 の パス の 定員 を 表示 人 数 に 制限 し ます 
向け た 取り 組み は 人 介 人 数 は コー ス ご と に 異な り ます (左記 の 場合 は 19 名 以下 ) 
こち ら の マー ク が バス 乗車 時 、 ご 同行 者 以外 バス の 座 万 2 主 分 を 


の 方 と 隣 語 に な ら な いよ う 1 名 様 で ご 利用 いた 
配慮 し ます だ け ま す 


1 名 様 で も 1 部 屋 同 じ 人 金額 で ご 案内 し ます 


※ 


密 に な ら な いよ うに ガイ ディ ング レシ ー パ ー 
(携帯 音声 受信 機 ) を お 渡し し ます 


ド :) 


取消 料 ( お ひと り ) 金額 を 
し と に PH 人 | 誠人 り | が そし ます BMM 
か て いる 件 ご フレ ッ ト ) (の し お ちり | 大生 線 0| バ ス 人 行 | 旅行 お 客 欄 の 貢 任 
6 は ( 1) + ーー 2 上 2 は 角間 人 に 、 交 面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つ 
の し みり 記載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 連 や か に 
半角 行 サー ビス 雪代 に その 且 を 申し 出 な けれ ば な り ま 
特別 補 信 
半 の 責任 生じ る か 百 か を 問わ ず 。 当 旬 的 衣 の 人 
了 より 、 お 客 林 が 旅行 加 中 に 寺 か 人 


生命 、 身 体 


手 疹 物 の 上 に 被 ら 
の 死 福 償 金 、 科 
お よび 携行 品 提 補 全 全 を 支 


し 人 ま た じ 了 人 
ます 
PT4 


定め る 所 約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 旅行 代 人 
峡 じ た 各 の 人 猟 了 日 か ら 30 及 


1 に よる 人 は 旅行 お よび 当 
1 す 。 詳 細 は クラ ブ 


ち 客 様 の 
の 0 相生 り ま 放 生 和 前 の 当社 に よる 間欠 太 び い 選 し 


と 避 田 rtANI 一 メサ ー 半 幸手 庄 醒 1 壮 陸 
みき Se S gr2g 


た お 補 の 人 部 が 最 仁 行 人 由 に 違 し な 

け 

ま 

kJ 

き イキ ンダ 【 レベ ル ウォ ー キ ング ハイ キン グ 補 | ヌン ー ハ イィ 2 入 由 

合 | レベ ル の | - ま 時 間 | 5 時 間 区 内 2ー5 時 間 程度 3 時 間 以 内 

| ご 案内 | GB | 100m 以 上 、200m 示 100m 朱 江 ( ほ 平坦 
ご | な 軍 ( お お お わ 請 で い ない 山道 科 半 を | 初め て の ハイ キン グ に ーー ー-。 | 接 め て 抽 戦 され る 方 向け 問題 を < 地 

べ | (当社 基準 ) | 還 度 の 日 実 を き ます 1 あき ます 量 問 を コー ス | 登山 に 比 べ 平坦 を コー ス | 行 で まれ ば どなた で も 才 加 で きま す 

て 

ィ 

メ 

2 

で 

す 


吐 某 G「 局 | 商 唆 若 ) 再 茜 目 
さ 店 S 近 回 | 中 ざー 


ー ゅ で ふせ ー さ で 国 字 と 寄 S 還 訓 と 


賠 ( 宮 光 弥 ) 


(4 中 ご 舎人 同 較 庁 居 中 基 埋 きら 呈 戦 下 


> に まで 1 


利 
用 


っ 


同等 また は 新潟 交 


1 名 1 室 同 旅行 代金 ! う れ し い 連 泊 ! 
神秘 の 宝島 佐渡 を 楽し む 


5 内 - 

ング お ひと り 様 

還 ,5o09, 900ml39. 900n 
短 且 計 。 所 BO69.900FB.OED94.900 円 

3 印 129.900 円 、( ) 印 139.900 円 

中 | 回 語 22 晶 日 の 賜 は 

当 橋 @⑧-(1・ 2・29 日 加 22 日 催行 決定 

名 恒 700 見 ・ 中 特急 「 し な の ] 

(佐渡 汽船 オォ イル ) 両津 

トキ の 観賞 上 6) = 佐渡 千種 ・ た び 

ホ テル 周辺 に て 自由 夕食 日 

種 = ニ 宿根 木 ( 船 大 工 が 築い た 街並み を 自由 散策 ) 

が 同 清 = 夫婦 震 (名 物 プ リカ ツ 電 の 昼食 ) 


叶 誤 別 吾 い CmS 小 藻 さ 語 


暫 
名 物 ブ リ loA ー 
カッ 井 
昼食 の イメ ー ジ 半 


1 すい ユ 


コー ス 番 号 74271-C26 正 ! 名 回 5 名 回 不可 男 | 
華厳 の 滝 や 神秘 的 な 巨大 地下 空間 


名 湯 ・ 草 津 温泉 と 鬼怒 川 温 泉 に ご 宿泊 
世界 遺産 日 光 東照宮 「 将 軍 着 座 の 間 」 特別 祈 科 と 追 力 の 大 谷 資料 館 


授 き 


鬼 幼 川 パー ク 
床上 第 1 位 軒 較 ホテ ルズ 
(elt) ET 


有馬 下呂 と 並ぶ 日 本 三 名 泉 の ひと つ 


TTP 


お ひと り 欄 旅行 代金 (4 名 1 室 ) に 1 
DR トイ 2 名 1 室 ひ と り 3.000 円 増 、 
2 沖 昌 59, 900 丘 64, 900m 1 名 1 室 25.000 円 増 
本 1 無 ED59.900 円 、OED62.900 円 、 ロ ED64.900 円 BoH 発 催行 決定 
= こ 胃 lJ29B gi7.13.17 昌 還 間 5ZH7.18.21・ ・24・ 28 
四 ⑰'%⑳・% 晶 


2 全音) ニ 大 6 
| | き で 観光 ) 鬼怒 川 温泉 ・ 鬼 科 (BIG8) 
| | 移 如 華 佐 の 滝 (日 本 三 名 涯 の ひと つ ) 中 禅 

3 名物 [時 の 久 め し | の 硫 和 ) 塩尻 一 特急 「 し な の ] 号 一 
多治見 ・ 時 押 当 = 名 古屋 (19:00 一 20:1 草 


1 5 /ー 呈 
記 こ > ー し 5 願い 上 
ES クラ ブツ ー リ ズム 甲信 越 検索 , LLC 動物 アレ ルギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 


連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


HAN みろ 半 本 欄 由 ※。 革 痢 き 


42 


コー ス 番 号 74335-C26 国名 回 25 名 回 不可 画 同 行 較 な し 渡 飛 和合 自 動車 同等 


上 高地 内 に 宿泊 だ か ら 朝 も 夜 も 楽し め ま す 
| た っ ぷり 約 24 時 間 滞 在 ! 憧れ の 上 高地 に 宿泊 


お ひと り 様 旅行 代金 (3 名 1 室 ) 


42,900 本 46,900m 


2 名 1 室 ひと り 3.000 円 増 
取 紅 1 名 1 室 10.000 円 増 


印 の 出発 日 は 
無 ED42.900 円 、 〇 印 46.900 円 さ 
ャ 避 TH28 日 gd 日 慌 行 決定 
花 河 音 橋 呈 ーー 自 EE 間 日 計 22 日 還 " 
や 半 7 凍 全高 地 を 代表 する 名 所 の ひと つ 。 ホテ ル は 河 重 橋 の 目 の 前 で す B 
き 上 高地 マッ プ ETD 
RB tu 怖 ヴ " 坦 時 
由 ジ そ 星空 や 朝もや は | | 立地 [THE PARKLODGE 上 高地 ] に ご 宿 
は 現象 の た め 見 | | 泊 ! 衣 に 39 ま れ る 宮地 宮 ね う 
気 / 人 られ な い 場 合 が あ 
候 と ュー り ま す | 
な 8 ンプ 8 集 上 高地 (13:30 出 発 予定 。 人 
由 が と に 包ま れる 山々 は 必見 。? 
に | グ > |2 大 正 池 や 明 ト 
本 朝もや が か か | | 高山 = 特急 「O) 
リ P て り 旨 起 9 な 雰 | | 名 古屋 (18:00-1 
擬 グ の 大 F 池 見 7 月 上旬 見 ご 2 は 5 月 下旬 ^6 有 旬 大 正 池 固 気 で す 潮田 駅 に て 困 下 車 望 の 方 は 予約 肝 に ご 相談 くだ さい 
し 
欠 9W か 284 アル コー ス 番 号 74330-C26 回 2 回 20 名 回 不 可 国 同 行 思 な し 
旨 mss り 通詞 の 方 も 参加 し や すい 10:00 一 12:00 出 発 / 白 馬 に らく らく 連 Y 
ゴ に 素 し め る ご 用 
ビ ク 
国電 Op.9 ちび っ こる 者 村 で 変身 だ ! 手 刻 だ ! 吉 寺 体験 だ ! 動 物 園 だ ! | 
間 > に ! 家族 で 夏休み 信州 わん ば く 大 冒険 
会 回 回 
1 
部 員 
昌 お ひと り lK 和 代金 051) 
3 に 最 
魚の うか み 取 イス 55, 00069, 000m 者 
流 で 魚の つか み 取 り 還る 円 電 、| の 内 日 M 
5 人 上 80 遇 計 せ 間 の ホ ュ テル 


無印 55, TOO088 59.000 円 、 


高 さ 140m! 白 馬 ジ ャ ンプ 台 

キッ ズラ ンド で お も し ろ 出 悩 日 ah 四 2 本 一 

人 約 1500mo | (施設 利用 券 (3 枚 ) を 使っ て 、 手 人 投げ 

ドン の m ら お 楽し みり = 白馬 ・ 白 馬 人 方 館 [C】 ま た は 同等 ク 

高原 まで 空中 艇 歩 の 28) グル ー プ 同士 で 隣り の お 部 屋 を 用意 み 銀 後 、 お チ 
6 ッ ほ う ] 協 


員 守 放さ と 届 寺 (tNI 一 > テー オ 圭 拓 寺 | 
ーー ぶさ で ュー ご 国字 


(中 ご 守 病 弄 店 選 貴 机 薬科 き S 呈 東商 一 己 軒 き 


還 
す ※ ホ テル に て 朝食 叶 
ミニ > さ に ある スタ ー ト 地点 へ ! 
に 3 の お 人 ッ ズ ラン ド で お も し ろ 自 車体 験 の 
真 ギー 2 | かみ 取 りつ 手ぶら で BBQ の 昼食 標高 ス 
は 0 _ < 得 。 | | ドラ 空中 英 歩 プ 子 供 向け の ゲレンデ で そり 体験 ノ の 世界 の 昆虫 展 
す 2 ※ 荒 天 時 は 袋 詰め プレ ゼン ト と 試食 中 ニ ト レ イン に 乗車 <⑩ お 化け 屋敷 に 挑戦 ) ニ 白馬 ・ 白 馬 八 方 館 | ~ ト 
の C: また は 同等 ワラ ス ( 泊 ) 同属 急 | 剛 
て 較 ア ーー 上 了 川 村 ち ひろ 公 (トウ モロ コシ ャ = 人 
0 
ジ の (13 の 人 を し と いま す 届 
コ 3 生生 の の と な びり ま す 会 
す あり ます 社 

負 53 mm052(300)0022 詳 は は フラ ブツ ー リ ズム 甲信 越 | 検索 
43 国内 電話 受付 時 間 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 - 土 9:15 こ 17:30. 


※ と の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


ひ Qtmm 靖 昨 ・ 旨 部 血 ・ 半 誕 
則 ー さ ※ 


本 
・ 層 玖 間 8 遺 半 司 r い 


の 


せら と 


半 独 ご 


お ひと り 欄 旅行 代金 (1 一 2 名 1 室 ) 


69.90094.900ms 


無印 89.900 円 、 


OE94.900 円 
⑩・⑰・⑳・@⑪ 日 


冶 見 ・ 中 津川 = 特 
ッ ト フ ォ イ ル ) 一 両 
丸 ホ テル 周辺 に て 自由 夕食 


福 復 ツェ ッ ト フ ォ イル 利用 られ し い 2 連 泊 ! 
神秘 の 宝島 * 紅 葉 の 佐渡 を 楽し お 


「 し な の ] の 生 >、 紅葉 の 見 ご ろ は 例年 
10 月 中 旬 一 1 1 月 上 旬 


0 大 鍵 岩 ( サ 
な 人物 佐渡 うど ん 准 


千種 た ぴの ホテ ル 佐 渡 ( 


5 、 


新 当 (人 下 食 の 昼 信 に 補 2 は 


ルビ ピコ 交通 同等 


中 > ライ ト アッ プ ま で [紅葉 の 痛 公 国 ダ ブル 失 
11 月 も 美しい 新潟 へ | 晩秋 の 越後 10 景 めぐ り 


氷 議 49.900m64,900m 


無印 49.900 円 、 〇 印 54.900 円 、 口 印 64.900 円 
出発 日 Ii "6・8・⑩・14・⑰ 日 


| 名 古屋 (7:00 一 9:00 発 ) 一 ※ 千 種 ・ 多 治 見 ・ 中 津川 特急 [し な の ] 
本 海 絶景 ドラ イブ ゆ )= 松 雲 山 荘 ( 紅 に 和 染まる も み 
彦 公園 (一 宮 の 参 拝 @ 区 祭 
1 り 、⑩ 日 中 の も み じ 谷 か ら @ ラ イト アッ プ の 時 間 ま で お 楽し み )= 新 


| 号 一 塩 尻 = 


| じ 観賞)= ニ @ 弥 彦 ( 弥 彦 の 大 銀杏 ) ニ 


行 皿 な し 


3 日 間 


< 弄 在 OTGDS 潤 洗 


ニニ り 
ど ' 夜 ) ご つ の 表情 を 観賞 紅葉 の 見 ご : 


トキ こむ で 


※ 。 革 首 で 


務 き 


刀 責 穫 ・ 汐 


紅葉 の 見 ご ろ は 例年 10 月 中 革 


| 潟 ・ ア パ ホ テル & リ ゾー ト ( 新 潟 駅 前 大 通 ( 泊 ) バ 
| 過小 内 ( 条 温 まで 40500m0 の ホテ ル に 聞 全 11 有 BE 介し 4 ス 
Il※ に て りく だ さ 1 上 過 会 
1 所 混 =0 明 市 も み じ 面 (内 150 年 の も み じ 抽 こむ 目 所 | し 人 OR ご 26 史 1 用 0 る は 例年 11 月 上 会 
| 菓 が 美しい 庄屋 の 役 1 
津 貞 = 津 南 温泉 ・ ニ ュー プリ ー ン ピア ぷ 2) 高原 リゾ ー ト || 醒 凍 | ご き 地 うま いも ん [第 弄 と 
WS 由 必 食 は 仙 沼 産 コ ン ヒ カリ カニ 足 ロー スピ ー フ な ど ご の タ 食 上 RA 放 の バ BR 
| | 当地 うま いも ん ビュッフェ ($960 分 ) FL > 内 
| 津南 温泉 =⑰ 星 幅 の 棚田 =⑩ 美 人 林 = 南 魚沼 (「 越 後 提 ロー スト ピー 4 を ? る 2 を っ e 寺 ー。 」 
3| フ 填 ] と 「 多 》 海鮮 の っ け 丼 」 の 選べ る 昼食 ) 塩 尻 一 特 急 「 し な の ]」 ペ 
| 号 = ぷ 川 ・ 多 治 見 ・ 千 種 一 名 古屋 (19.00 一 20:10 着 ) 机 屋 日 | パ | 
千種 ・ 多 治 見 ・ 中 津川 駅 に て 乗 下 車 希 望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい りう 】 
※ 行 程 内 の ⑩ -⑱ は 越後 10 明 を 表し て いま す さそ ば 4 人 前 の イス 識 粒 カニ や | そ 
コー ス 番 号 還る 名 回 25 名 回 不 可 男 同 行 較 な し 1 
EE st 。 | 


大 浴場 完備 の ホテ ル に 2 連 泊 
往復 新幹線 で 行く ! 


を 記章 60.900 ロ 


語 屋 護 軒 11 室 10.000 円 再発 日 語 胃 1 1・1 3 日 


GOGO ミ ステ リー 


名 古屋 (8:00 一 10:00 発 ) 一 と ある 新幹線 一 と ある 駅 ニ 
(ミス テリ ー ツ アー の 始ま り で す )= と ある 地 ・ と ある ホ 
テル ( 泊 ) 浴場 完備 の ホテ ル 日 日 攻 


テリ ー ツ アー は 続き ます 〉= と ある 地 ・ 
※ 楽 々 2 連 泊 _ 古屋 
ミス テリ ー ツ アー は 続き ます 〉)=ー と ある 駅 
ーー と ある 新幹線 一 名 古屋 (20:00 一 21:40 着 ) 鹿 日 


iMEp で | クラ ブツ ー リ ズム 国内 


3 日 間 


HAN べろ 基本 欄 出 ※ 攻守 計 


に 


ーー ご 当地 グル メ [能登 * 紀 ロー カル 列車 空中 展 望 と 青 の 洞 愉 
個人 で は 行き づら い 能 登 半島 と 気まま に 軍 泊 ! 多 沢 旅 


当 イ (バラ 上) 識 識 ひがし (4 
ら 。 (古屋 で 有 に 電 人 され ます ) 


うー に に 】 
EL 


Ts 身 ) 
車 = 


) 号 真人 石川 副 


回 体 和 の [ 楽 で 安 コー ス 番 号 74441-C26 コー ス 番 号 74442-C26 


心 ] と 個人 旅行 の 「 自 金沢 マン テン ホテ ル 駅 前 宿泊 プラ ン 


eace 6 ニン 金沢 ニュ ー ブ ラ ンド 
旅 smart 2 40.90059,900m 」 生 光 本 2> 
で 安心 、 自 由 で 気まま ジー| い 旅行 代金 
旅 の カタ チ 回 IP 林 25 29 日 劉 語 Z 日 記 表 25 無印 49.900 円 、 
※ 詳 細 は P.2 を 参照 | 香 衣 8・ 52oH の ・27 日 CB59.900 円 生 錠 4, 000 還 中 


コス 人 連名 古 尽 (ゆっ くり 9:40 一 11:50 発 ) ※ 尾 張 一 宮 : 計 上 大 垣 - 特 急 [し 
74441-C26 ーー ンー Z7PVWey7 介 1 ら さ ざ ] 号 一 金沢 …( 各 | 沢 ・ 金 沢 マン テン ホテ ル 駅 前 【B】 
em n | | 1 名 1 室 も 同 料金! 金沢 駅 徒歩 較 内 の 大 浴場 付き ホテ ル 日 
金沢 マン テン ホテ ル 駅 前 金沢 ニ ュー グラン ド プレ ステ ニシ | | = 用 り 区 へ 出 ) = ロボ 和博 元 と ね (大 氏 の 者 
ーー ぐ 拓 の 人 能登 電 と 地銀 3 種 の ラン チ ) = 洞 

[ 中 展望 | へ | )= 珠 ( 能 人 国際 革 和 祭 作 加 角 賞 )= バ 水 
| 30 ロー カル し の と 提 ()= き 上 
| 金池 日 も フリ 


こと 和 me 守 薄 弄 再 temS 泌 藻 き 対 ※ 


斗 中 で 選 


越 中 八尾 「 お わら 風 の 盆 」 と 世界 遺産 ・ 白 川 郷 
ーー ニュ ーー 


名 古屋 (8:40 一 13:00 発 ) 一 ※ 
太田 一 特急 「 ひ だ ] 号 一 越 中 
1 | 風 の 盆 ] を 自由 見 物 ) 一 富山 … 富 山 ・ ア パ 
ヴィ ラ ホ テル 富山 駅 前 ( 泊 ) 文 富山 駅 か 
ら 徒歩 約 5 分 の ホテ ル を ご 用 意 


富山 (ゆっ くり 10700 出 発 ) 三 白川 導 ( 自 由 


お ひと り 様 旅行 代金 (1 一 2 名 1 室 ) 自 お 宋 し 


生 折 | 1 
号 美濃 太田 ・ ・ 岐 邊 一 名 古屋 
29, 6000881 900 ロ 請 縮 0850916 


ミ ※ 岐 和美 涯 太田 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 | 
出発 日 | 1・②・3 日 無 ED29.900 円 、 〇 印 31.900 円 に ご 相談 くだ さい 


に 
> 朋 半 


斗 通 S さ ー ス 


眉 刺 穫 ・ 汐 
立 曲 


Ne 本 時 梁 き viy 
> 圭 SJU 侍 < 溢 t 共 品 の St 
ド ) いあ に: ト - い ュー あこ: 


に EN いる にゃ: 


ス 番 号 74436-C26 皿 ら 名 回 14 名 回 不可 男 同 行 な し 了 


日 間 
一 度 は 見 た い 越 中 八尾 「 お わら 風 の 盆 」 と 海 の 幸 に 舌鼓 
石川 の 名 湯 * 和 倉 温泉 で 過ごす 富山 金沢 
| 名 古屋 (ゆっ た り 10:0011:50 発 ) 

破 早 美濃 太田 一 特急 [ひだ ] 号 一 高 
1 山 (8 元 プラ ンド 入山 | の 呈 め の 


人 温泉 ・ 日 本 の 宿 の と 楽 [A】 () 
0 
介 ガイ ド 同 で 


園 ( 宮 光 弥 ) 一 ぶさ で へー ささ 国 宮 と ゴゴ 幸 S 朱 国字 店 拉 還 


国 地元 ブラ ンド 秋 
クト Ei 


(せこ 富 y 剛 要衝 層 対 畑 持 若 埋 な S 党 尊 認 一 . 貴 其 「 局 | 商 殿 若 ) 出 到 茜 目 


良き > 


" ah 


正 還 白 テ CR くし | 
ズ お ひと り 様 旅行 代金 (2-4 名 1 室 ) 本 本 me 
39.900| 
\J0, 900m44, 900 丁 3 に と 四半 痢 ukofra 
出発 日 ] gg 証 1・②・3 日 Bi の 時 B は 催行 決定 ” 相談 < だ さい ララ プラー リズ お わら |[ 検 索 ふ 
誠 恒 052(300)0022 * 庄 衣 。 FAX: 名 恒 052(263)0085 押付 日 は 人 月 - 二 9: 


口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せ . 
浜谷 050(3537)5250 豊 結 050(3852)0087 Bmw050(3852)0095  *※ こ の ペー ジ の 全 雷 ・ 実 放 全 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


べべ みろ t 下 漏 帆 ※。 革 光 二話 


語 
に 3 


17 :30 


4 


コー ス 番 号 744 26 陣 
2022 年 デビ ュー の 新型 特急 [ 上 
い : 人 ム 
ご 参加 し や すい 週末 の 出発 る 
店 と s ヽ ン さ 
ー 度 に めぐ る アル ペン ルー ト 通 り 抜け と 黒部 峡谷 トロ ッ コ 電車 、 層 
北ア ルプ ス を 貫く 山 策 観 光 ル ー ト 個 
ーI。 | 
立山 黒部 フル ペン ルー ト 
ness ーー に 由 
ら ンー や ーー 
立山 ロモ プ ウ ェ イ ーー 写真 提 供 ン 立山 部 葉 の 見 ご ろ は 花 
中 提供 立山 アル ペン ルミ アル ペン ルー ト 中 介 ご 10 月 上 包 ゃ 
SE 本 49,900 本 59,900m 8 
無印 49.900 円 、 〇 印 0 円 、 ロ Eh59.900 円 見 
ロ | 董 語 2・7・ 交 ・21・28 日 回 4・ 症 "20 日 。 BoH 上 は う 
Ez⑯・22・24・29 日 孔 語 加 -8・13・15 日 催行 決定 は 
5 す 3 名 古屋 (7:00 一 9:00 発 ) 一 ※ 枝 時 ・ 美 濃 太 田 一 特急 [ひだ ] 号 一 高山 = 宇奈月 | 祥 
黒部 峡谷 Se | 黒部 鉄 谷 トロ ッ コ 電 車 一 鏡 釣 一 宇奈月 一 富山 APA ホ テル 井山 駅 前 ( 泊 ) 日 軌 | な 
トロ ッ コ * h 富山 = 立山 一 (立山 ケー ブル カー) 一 美女 平 = 立山 高原 パス ) ニ 室堂 =( 立 | と 
電車 j ミ 2| 山 トン ネル トロ リー バス に 
人 和 朋 っ 多 3 間 ) 3 ケー ブル カー) 一 黒部 2 急 | よ 
9 「 し な の ] 号 津川 - 多 治 見 千種 一 名 古屋 (18:00 一 20:10 着 ) 描 日 | 
車体 の イメ ー ジ さ 5 人 大 田 駅 に て 昌 車 、 中 光治 見 千種 駅 に て 下車 希 望 の 方 予約 時 に 相談 くだ さい | 近 
し 
ま 
す 


2 観光 列車 [2 くも ん ] 比 全 リ イル バル ー| と 
軽井沢 弊社 基準 A ラ ンク ホテ ル | 軽井沢 1130] に 牧 消 


幅 瑞 描 ・ 洒 洗 


お 
浅間 山 と 千曲 川 の 雄大 な 景色 を 満喫 


し な の 鉄道 観光 列車 [ろく も ん 


※ だ 
住 ツ け 
所 ア ま 
胃 の を 
語 お _ 
普 四 ※ 
を 生 
年 に お O と り 様 旅行 代金 89 500 | 名 古屋 (9:00 一 10:00 発 ) 一 ※ 千 種 ・ 多 治 見 中 津川 一 特急 「 し な の ] 号 一 長野 --《⑩ し な の 鉄道 ・ 観 | は 
月 。 241 宮 円 | 張 車 [ ろ くも ん に 乗車 浅間 山 と 千曲 川 の 大 な 上 色 と ^ お や つ " ご ' 小 昼 ( お こび れ ) "を イメ ー ジ | す 
を 同 | jn 加計 30 日 1 | し た 和 軽 食 を お 楽し み ノ 約 120 分 ) 一 軽井沢 =( ホ テル 無料 送迎 パス ) = 軽井沢 - ホ テル 軽井沢 1130| ペ 
お 行 四 還 22 日 1 名 1 円 場 | | 【A】( 泊 ) 娘 17:30 宿 到着 予定 6 5 プ 4 
の (1 邊 80 各 科 走 で 長 還 で AN 記 諾 ーー2 ニ こう 名 1 室 は 81m1 ス イー トル ー ム 、1 名 1 室 は 56 平 米 ス ー ペ リア ツイ ン で ご 用 意 骨 基 | イ 
い お 気 の ら つの 観光 列車 に ご 乗 車 い た だ | 軽井沢 (ブッ フェ の 朝食 ) 王 旧 軽 井沢 (自由 散策 / 約 60 分 )= 長 野 〈⑯ 長 野 電鉄 ・「 北 信濃 ワイ ン パ | + 
た 洛 き ます 。 徒歩 移動 の 少な い ゆっ た り 2| レ ー 列 車 」 長野 産 の ワイ ン を 飲み な が ら 厳 選 の ラン チ と と も に お 楽し み ゾ 約 70 分 ) 湯田 中 一 長 | > 

・ 列車 旅 で 優雅 な ひと と き を お 過ごし | | 野 一 特急 「 し な の ] 号 一 ※ 中 津川 - 多 治 見 ・ 千 種 一 名 古屋 (20:00 一 21:30 着 ) 悦司 日 | 
ま コ 
す くだ さい 。 企画 担当 者 清水 若 奈 | ※ 千 種 ・ 多 治 見 "中 津川 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 行程 内 の ⑳・② は 2 つの 観光 列車 を 表し て いま す | す 

1 名 参加 の 固 可 の 場合 : 1 名 参加 の お 客 様 は 男女 別 相 部 屋 と な り ます 。 1 人 1 部 屋 の 手配 も 可能 な 場合 は 、 割 増 料 金 を 表示 し て いま す 。 客室 内 は 禁煙 で す 。 
攻 固 不可 の 場合 : 1 名 参加 の お 客 様 に は 1 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 コ ー ス に より 割増 料金 が 必要 な 場合 は 、 金 額 を 表示 し て いま す 。 
お 客 様 へ ※※ 最 少 受付 人 員 が 2 名 以上 の コー ス で は 、 1 名 で の お 申し 込み お よび 相 部 屋 の 希望 は お 受け で きま せん 46 


47 


2022 年 1 


週 率 99% 大 過 力 の 天草 イル カウ ォ ッ ティ ング 
2022 年 9 月 デ デビ ュー の DS20「 は た つっ 時 4047 ブ の 時 本 長崎 


天草 イル カウ ォ ッ チ ング 


1000 ド ル の 條 上 と 秋 され 、 2012 年 の 絶景 に 出 ! 
夜景 に 選ば れ た 絶景 生 動 物 の た め 遺 遇 で き な い 場合 も わあ り ます 


お ひと り 様 出発 日 認 記 24・29 日 較 語 7・27・28 日 

旅行 代金 T 

(4 る 1 69.900 ] ※1 名 1 室 は 部 屋 数 に 限り が あり ます 

の 酸度 守 31 替 お ひと り 3.000 則 、2 名 1 宣 お ひと り 5.000 円 電 、1 名 1 室 20.000 則 
名 古屋 (7:53 一 8:43 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 一 新 大 阪 一 新幹線 「 さ 

1 くら] 号 氷結 (6 示 式 回 0 
も 日 日 


パー ル ガ ー デ ン = 天 草 ・ 二 江 (海鮮 衣 り 丼 の 昼食 ) -、( 財 周 率 99 
2 尽く し た 漁師 が ご 案内 する 天草 イル カウ ォ ッ チン グ ) ロン 津 港 = 杉 
(カス テラ の お 買い 物 )= 長 崎 ・ 和 佐山 観 ホテ ル ( 泊 ) 太 長 剛 夜 時 が 楽し 

| め る 稲佐 山中 腹 ホ テル に 宿泊 ! 名 物 卓 補 ( し っ ぽく ) 料理 の 夕食 眠 屋 了 

] 長崎 =| 眼 鈴 橋 ( 国 指定 重要 文化 財 )= 南山 手 (グラ バー 園 と 世界 遺産 ・ 

緒 の 街並み を た っ ぷり 

由 散 策 90 分 
3 自由 昼食 )= 長 崎 一 特急 「 ふ たつ 星 4047] 大 村 湾 コー ス (2022 年 
9 月 デビ ュー の 人 気 D&S 列 車 に 乗車 。 大 村 漁 の 絶景 や 車内 ラウ ンジ 
で の ひと 時 な ど 列車 旅 を お 楽し みく だ さい ) 武雄 温泉 一 特急 「 リ 
レー か も め ]」 一 博 多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (22:49 着 ) 眠 晶 
※※1 泊 目 は 2 名 一 4 名 で お 申し 込み の 場合 で も お 部 屋 が 分 か れる 場合 が び ざ い ます 


斗 昨 謗 待 こ を me 守 癌 天 殖 (NmS 潤 土庄 ※ 


国 1 名 回 10 名 固 不可 


JR 九州 社員 に よる 特別 案内 や 博多 総合 車両 所 を 車窓 か ら 見 学 
自然 豊か な 山々 を 走る [ゆふいん の 森 号 ] (1 世 ・ 四 世 ) 2 種 乗 り 比べ ! 
OAI 


き 急 [ゆめ の いん の 森 HH 人 


熊本 駅 ・ 鳥 本 駅 に 記念 了 
スタ ンプ の 設置 も ちり ます 


幸 還 は 


名 古屋 (7:06 発 ) 康 [の ぞ あ ] 号 博多 一 (博多 南 線 ) 和 多 南朝 生還 両 所 の 並ん で 
1 | いる 新幹線 の 景色 を 車窓 か ら 見 物 ) 一 博多 南 線 ) 博多 (自由 昼食 JR 九州 社 員 に よる 構内 特 
| | 別 案内 ) 特急 [ゆふいん の 森 ( 四 世 )」 号 日 田 … 日 田 ノ ルー トイ ン 日 田 駅 前 ( 泊 ) 人 生還 


2| 日 田 … 日 田 一 特急 「 ゆ ] 号 由 邊 SL 選 「 ゆ 上 ふい ん の 森 L 
世 )」 号 一 別府 (自由 散策 ) 「 ぁ そ | 本 … ル ー ト イン 熊本 駅 前 ( 泊 ) 机 日 日 
本 … 熊 本 一 「SL 人 吉 」] (ラス | $ SI に 鳥栖 一 特急 「 リ レー か も め 」 
そ + | "| 博多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (18:19 着 ) 困 日 
す | 出発 日 本 婁 27 日 15 日 ※ 事 故 - 害 な ど や む を 得 な い 事 依 に より 急 下 、 列 車 形式 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 


クラ 


病 sm 量 052(300)0022 詳 * ほ は フラ ブツ ー リ ズム 国内 | 栓 索 


思 有 付 時 間 (日 . 析 は 人 先月 っ 寺 9:15-1730 。 ※ こ の ペー ジ の 企画 - 実 施業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


( せ こ 富 y 剛 棋 医 層 対 畑 大 状 韓 な S 党 尊 認 一 中 國 | 隔 模 若 ) 環 要 茜 目 


2 あや : に コッ に 3] 


斗 通 S さ ー4 


ー ゅ ぐ で ふせ ー さ で 国 宮守 当 目 副 二 店 S 還 


園 ( 宮 光 


- 


古殿 隊 生 サ 9ー さ ※ 


村人 な tm 拓 時 ・M 陽 誠 


せら ン 
・ 計 麗人 S 旨 凍 本 r い 


半 独 ご 


コー ス 番 号 75347-C26 1 名 回 14 回 不可 男 同 行 詳 一 部 同系 (2・3 日 目 屋 久 島内 の み ) eS き 主 まつ ば ん だ 交通 同等 


久 島 な ら で は の 地元 


中 部 (14:00 一 16:00 発 ) 鹿児島 鹿児島 ・ 鹿 児島 ワシ ント ン ホ 
| テル プラ ザ ま た は 同等 フラ ス (: 
鹿児島 鹿児島 港 (高速 船 ・ ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル ) 一宮 之 浦 港 また 
は 安房 港 = ヤ フ スギ ラン ド (パス ガイ ド 同 行 で 屋久 杉 の 大 林 林 を 
ミニ ハイ キン グ ノ 歩 行 距離 : 約 1.2km ノ 歩行 時 間 : 約 50 分 )= 屋 
2 | 久 島 (屋久 島 名 物 トビ ウオ の 唐 揚げ の 昼食 )= ニ 西部 林道 (パス ガ 
イド 同行 で 世界 自然 遺産 登録 地域 を ウォ ー キ ング 歩行 距離 : 
約 1Km/ 歩 行 時 間 : 約 40 分 ) ニ 千尋 の 滝 ( 展 望 台 か ら 壮 大 な 渓谷 
別館 また は 同等 フラ ス ( 泊 ) に 北 
か 浜 = 志 戸 子 ガ ジュ マル 公園 (ガジュマル を 中 
に 区 く の 和 を 負 ) 益 救 神社 屋久 島 観光 セン ター 
3| (屋久 錠 な ど を 使っ た 和 定 食 の 昼食 ) 白谷 雲水 峡 ( パ スガ イド 
同行 で 苔 お し た 原生 林 の ハイ キン グン ノ 歩 行 距離 : 約 2km/ 歩 行 
時 間 : 約 60 分 ) ニ 宮之浦 港 また は 安房 港 一 (高速 船 ・ ジ ェ ッ ト フ ォ 
| イル 〉 一 鹿児島 港 = 鹿児島 中 部 (20:00 一 22:45 着 ) 筑 馬 | 


コー ス 番 号 75376-C26 


奄美 を 代表 する 滝 の ひと つ 
世界 自然 半 産 岳 か ら 流れ る 


ゃ E 詳 計 09.900m-109,900 


9 日 放 静 ⑳⑩・⑳・⑳⑰ 日 無 99.900 円 、 
省 還 司 6.13-24 晶 印 109.900 円 


中 部 (8:00 一 10:00 発 ) 鹿児島 奄美 = けい は ん ひさ 倉 
鶏 飯 の 昼食 ) = 浜 征 鳥 館 (名 産品 で ある 飼 美 焼酎 の 店 ) = 大 
は らし 広場 (東シナ海 を 一 望 ) = 名 瀬 . ホ テル サン デイ ズ 奄 美 ( 泊 ) 日 屋 
名 瀬 王 黒潮 の 森 マ ング プローブ パ ー ク (乗船 前 に カヌ ー の 滴 ぎ 方 を 
練習 、 最 大 重量 150kg ま で の ゆとり ある カヌ ー を ご 用 意 ! 潮 の 千 
潮 に より カヌ ー か ら 見 える 景色 も 変わ っ て きま す 。 大 自然 を 体感 


2| する 時 間 を お 過ごし くだ さい 昼食 ) 赤土 山 展 望 台 (世界 遺産 
登録 の 湯 湾 岳 を 望む お) = アラ ン ガ チ の 滝 (世界 遺 産 登録 地 の 境 界 
線 に ある 、 エ メラ ルド グリ ー ン の 滝 つ ぼ に 流れ 落ち る 洋 へ ご 案 


内 ) = 名 瀬 ・ ホ テル サン デイ ズ 奄 美 EE 同 


樹齢 1,800 年 を 超え る 屋久 杉 の 大 森林 
「 ヤ クス ギラ ンド 」 に 約 80 分 滞在 ! 


自然 の 宝庫 屋久 島 


お ひと り 様 
旅行 代金 1 1 
(4 名 1 室 ) 


出発 日 


マン グロ ー ブ 原 生 林 の 中 で カヌ ー 体 験 
奄美 大 島 た っ ぷり 満 央 


名 瀬 ( ゆ っ くり 10:00 出 発 )= ホ ノ ホシ 海岸 = せとうち 海 の 駅 = 奄美 
3| パー ク ( 奄 美 の 歴史 や 島 人 の 文化 を 知れ る 複合 施設 田中 一 村 美 
| 術 館 も ) ニ 奄美 鹿児島 中 部 (21:00 一 22:50 着 ) EE 回 


。 ご 旅行 の 雰囲気 づく り の た め に 、 バ ス 車 内 で の テレ ビ ・ 
ol⑳ ビデ オ の 放映 また は カラ オケ 等 は 、 原 則 的 に ご 遠 虚 いた だ) 


だ いて お り ま す 。 


無印 115,.000 円 、 
本 4 5 万 崩 2 E145000 円 880 円 ど 
本 29 日 枚 92.11・18・22 日 き 
-21・30 日 罰 11・25 日 


初め て の 方 も 安心 ! 
十 乗船 前 に カヌ ー の 演 ぎ 


バス 車内 で 皆様 が 快適 に お 過ごし いた だ く た め に 、 リ ク 
ライ ニン グ シ ー ト の ご 利用 は お 控え いた だ きま す よ う 、 
ご 協力 を お 願い し ます 。 


簿 弄 ぶ rtmS 凝 難 ず 


辿 き 


ぇ テー 半 首 二 本 本 1 笠 法 


コー ス 番 号 75233-C26 


人 気 の 観光 列車 [指宿 の た ま て 和 に 果 還 鹿児島 縦断 15 景 めぐ り 


※8 月 11・13・16 日 発 、12 月 26・28 日 発 は 「 指 宿 の た ま て 箱 ] の 手配 の 都合 上 、 予 約 希 望 の 受付 の み と な り 、 旅 行 契約 の 綿 結 は 当社 の 手配 完了 後 と な り ます 


霧島 温泉 ・ 指 宿 温泉 に 宿泊 


観光 経済 新聞 社 主催 「 第 36 回 に っ ぼん の 温泉 100 選 」 
(2022 年 12 月 時 点 で の 選出 ) 


肖 人 を テニ マ に じ 
た 列車 。 駅 に 到着 する 
と 「 た ま て 箱 ] を イメ ー 
ジ さ せる 演出 で 煙 に 
見 立て た ミス ト が ドア 
上 部 か ら 噴 出し ます 。 


人 =00. 900 可 49, 900m 明 


7 098 っ gm72.900 幅 、HED79.900 由 、()5D84.00 円 WED89.900 円 
罰 還 119.900 円 、【 】 印 139.900 円 、( ) 印 149.900 円 


肖 回 司 (1) 国男 ・ 切 日 5 語 ⑱ 日 画 引 5) 人 全日 11 二 き 導 
"13・21・* 四 日 馬 18・28 日 あり ます 

3 名 1 宣 と り 3.000 円 増 、2 名 1 室 ひ と り 6.000 円 増 、1 名 1 室 20.000 円 増 

展望 台 =@ 世 界 遺 産 ・ 仙 | 

am 計 

4 


白黒 の 大 胆 な 外観 


こと ne 守 薄 弄 再 NTAmS 潤 洗 き 対 ※ 
ー 


か 声 15 太 示 
に っ ぽん の 温泉 100 表 は 観光 


層 選 


M 国 1 も 回 3 名 きた 1 日 本 最果て の 島 へ 3 
有 1 内 に つき 名 了 定 で ご 夷 日 本 最 西端 の 地 「 与 那 国 島 ] と |% 
人 日 本 最 南端 の 有人 島 「 流 妥 間 島 」 を 訪ね る の 
5 日 本 最 果 . で の 地 ( ゅ (本 x 南 ) を 訪ね る 


OM 市 の 有人 島 


5。 波 照 間島 


と 避 加 rtNI 一 > ケーキ 震 拓 


園 ( 宮 光 弥 ) 一 ふさ ヾ ヽ 由 ー さ で 国 名 と ゴゴ 幸 S 癌 征 加油 拉 還 


(時 ご 全開 要 造 党 対 畑 皇 若 埋 きき 党 尊 認 一 . 貴 工 ③「 司 | 商 棋 若 ) 出 要 茜 目 


へき 


国 各 辰 追跡 を 水中 見 学 !1 
eeem" 250.000m 


g4111825 日 ogag || ち 号 = 人 二 与那国 = 日 本 最 西 間 の 呈 = 久 部 良港 - 与那国 海 底 導 忠 ) 


CN 立 神 岩 (| 神 の 岩 ] と 呼ば れる 岩 を 展望 台 か ら ご 覧 いた だ さき ます) = 東 崎 = 与那国 
W 田 : 1 19.26 昌 芝生 決 定 | 号 <9 ク シー)ー ち 昌和 上) | 目 
) = 全高 剛昌 内 鋭 光 ( 日 本 最 南端 の 理 ・ ニ シ ハ マ ピ ー 
し | 思 届 10・17*24 日 下 1.84o 号 那 本 中 部 (20:30 一 22:10 着 ) 較 屋 星 


因 放 還 11 室 15.000 円 増 ※2 日 目 の 与 那 国 の 観光 で は 移動 は パス で は な く 、 タ クシ ー に な る 場合 が あり ます 
1 名 1 室 は 部 屋 数 に 限り が あり ます ※ 当 コー ス は . 社 他所 出発 ツア ー と の 共同 催行 と な る 場合 が ご ざい ます 


レア ルム っ 電話 番号 は 電話 受付 時 間 (日 ・ 祝 は 休業 )〆 月 - 土 9:15-17 :30 
外 屋 052(300)0022 * 緒 表 。 FAX: 名 還 052(263)0085 詩音) 月 - 二 915-17 


浜 050(3537)5250 更 財 050(3852)0087 mms050(3852)0095  *※ こ の バー ジ の 二 . 所 は 名 屋内 放 行 セ ンタ ー で す 


に 3:|2 あ や: 


品 血 ・ 当 誕 
せき ー さ 人 


石 弄 了 人 


r 


人 
年 
月 
目 
を 


BASS 中 


3 


湯 朱 を 0 
。 お 0 と り 欄 旅行 代 金 5 
(2 名 1 吾 ) 22 記 ロ 


往復 新幹線 の ぞ み | 
旗 グ リー ン 車 利用 


洗練 され た 
くつ ろ ぎ の 空間 


コー スィ 番号 国 2 る 回 6 名 同乗 
| 
3 日 間 | 
2 泊 と も た っ ぷり 約 17 時 間 以 上 滞在 ! 
ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 グ ラン デイ ズ 」 で めぐ る 
つえ た て 温泉 ひ ぜ ん や と 
湯 * 別 府 温泉 花 べ 


出発 日 


名 古屋 (7:25 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 (ブリ ー ン 車 ) 博多 
1 三 博 多 (博多 名 物 ・ 水炊き の 昼食 )= 日 田 (白壁 造り の 街並み が が 残る 
天 鎖 ・ 日 田 を 自由 散策 ) ニ 杖立 温泉 ・ つ えた て 温泉 ひ ぜ ん や ( 泊 ) 
| | 災 「5 つ 星 の 宿 ] に 15:30 到 着 予定 文 約 18 時 間 滞 在 届 多 
杖立 温泉 (ゆっ た り 10:00 出 発 ) ニ くじ ゅ う 花 公園 ( 赤 白 青 の 鮮やか 
な コン トラ スト が 美しい サル ビア や ケイ トウ な ど を 自由 観賞 
2 ゾ ネ イ トク ラブ くじ ゅ う ( ヤ マメ を 使用 し た お 魚 コ ー ス ラン チ 
地獄 (自由 散策 ) 別府 温泉 ・ 花 べ っ ぷ ( 泊 ) 娘 「5 つ 星 の 宿 ] に 
15:30 到 着 予定 文 女性 に も 人 気 な 和 モ ダン な お 宿 文 約 17 時 
| | 間 滞 在 博 屋 攻 
別府 温泉 = 由布 院 ( 金 鱗 湖 周辺 や 湯 の 坪 街道 を 自由 散策 ) 中 津 市 
3| ( 傍 し ゅ ゆう まい ご 膳 の 昼食 ) ニ 小倉 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (ブリ ー ン 
| | 車 ) 名 古屋 (18:1918:34 着 ) 世 琶 


禁煙 の バス 車内 は 茜 煙 と させ て いた だ いて お り ま す 。 ま た 相 部 屋 で ご 宿泊 いた だ 
く 場 合 も 、 客 室内 は 禁煙 と させ て いた だ きま す の で 、 ご 理解 、 ご 協力 を お 


お 願い 評 い いた し ます 


コー ス 番 号 国 2 名 回 6 名 男 同行 明 同 生 
75121-C26 3 記 本 鉄 観光 パス 


全 出 発 日 5 組 10 名 様 限 定 / 新 幹線 は 往復 グリ ー ン 車 利用 EL 
2 泊 と も た っ ぷり 約 17 時 間 以 上 滞在 ! 
ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 グ ラン デイ ズ 」 で めぐ る 
憧れ の 早川 温泉 夢 龍 昌 
只 を 演 6 プ ラ ソサ イリ オ ホ テル 有 有 和 


川 


泉 


お ひと り 様 無印 240.000 円 、 〇 印 250.000 円 
信 24 万 25 万 [店 lmmm の mm3B 
名 古屋 (7:25 一 8:00 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (ブリ ー ン 車 ) 一 博多 
博多 (博多 名 物 ・ 水炊き の 昼食 )= 日 田 (白壁 造り の 街並み が 残る 
1 天領 ・ 日 田 を 自由 散策 ) ニ 黒川 温泉 ・ 夢 龍 腸 ( 泊 ) 文 宿 に 15:30 到 
着 予定 文 客室 は わずか 23 室 黒川 温泉 街 の 入り 口 に 伯 お 名 宿 
| | 約 18 時 間 清 在 屋 了 
黒川 温泉 (ゆったり 10:00 出 発 )= く じゅ う 花 公園 ( 赤 白 青 の 鮮やか な 
サル ビア や ケイ トウ な ど を 自由 観賞 )= ニ 瀬 の 本 レス ト ハ ウス (あか 和牛 
2| ロー スト ピー フ 丼 の 昼食 ) ニ 海 地獄 (自由 散策 ) ニ 別府 江 温 泉 ・ プラン 
ヴィ リオ ホテ ル 別 府 湾 和 蔵 ( 泊 ) 文 宿 に 15:40 到 着 予 定 文 約 17 
時 間 滞 在 丸 2021 年 オー プン ! 別府 湾 に 人 お 温泉 リゾート ホテ ル 
| | 文 四季 折々 旬 の 食材 を 使 た ハー フ バ イキ ング (90 分 ) の 夕食 朝 略 因 
別府 湾 温 泉 = 由布 院 ( 金 負 湖 周辺 や 湯 の 坪 街道 を 自由 散策 ) = 中 


3 | 津 市 
|| ン 車 ) 一 名 古屋 (18:19 一 18:34 着 ) 


屋 品 


シー トペ ルト 安全 の た め 、 走 行 中 の バス 車内 で は シー ト 
着用 の お 願い ベル ト の 着用 を お 願い し て お り ます 。 


如 し ゅ うま い ご 膳 の 昼食 ) ニ 小倉 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (ブリ ー | 


確 


AN さろ み 半 志 温 画 ※ 


議 守 ・ 芝 
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コー ス 番 号 75070-C26 名 回 1 4 名 回 不可 画 同 行 較 同和 罰 計 入 徳 自動 車 同等 


2022 年 9 月 開業 ! ーー 
10 の 観光 いい と こ ど り ! 
ハウ ステ ン ボ ス と 名 湯 雲仙 温 


ハウ ステ ン ボ ス 
リ ホ テル オー クラ JR 
ハウ ステ ン ボ ス 


:、 ハウステンボス 入場 口 まで 6 
の リゾ ー ト ホテ ル * ー た 天満 宮 


人 お ひと り 様 旅行 代金 (4 名 1 室 ) 無印 87.900 円 名 古屋 (7:06 一 


見 印 89.900 円 守 間 へ リ = 熊 本 港 一 《⑩ フ ェ リ ー 
#87,900119,900m 50 半 た は 同等 フラ ス 

る @Eh99.900 円 倒 門 p 

気 |』 放 避 6・9・ 田 日 本 禁 (・27 日 還 109.900 街 で 

先 因 還 叶 3・11・ 田 ・28 日 耶 庄 防 ⑱ (9 日 ルオ ー ク ラ JR ハウ ステ ン ボス 【A1 ( 泊 ) た ハウ ステ ン ポス 入国 パ 

と | | 環 語 四 ・16|・ (8)・⑳・6 日 上 店 (8 日 スポ ー ト 付き ! 災 ハ ウス テン ボス 園内 で 自由 夕食 凍 昌 


| | ハウステンボス (ゆっ くり 10:00 出 発 ) =0 九 九 島 ・ 展 海 話 ( 古 海 国立 公園 の 
よ 画 ! 誠 軒 3 名 1 室 ひ と り 2.000 円 電 、2 名 1 室 ひ と り 4.000 円 電 、1 名 1 室 12.000 円 場 ] | 3 | 九 十 刀 島 の 大 パノラマ / 自 由 昼 食 )=⑩ 有 田 ポ ー セ リン パー ク (お 買い 物 )=⑪ 太 


※1 名 1 室 増 額 料金 : 7/15、9/16、10/7、1 1/2 出 発 は 15.000 円 増 、10/13、11/18、| | 宰 府 天満 宮 = 博 多 新 幹線 [の ぞ み ] 号 = 名 古屋 (20:3022:50 着 ) 蘭 晶 日 
12/8 出 発 は 20.000 円 増 、8/1 1 出発 は 22.000 円 増 ※1 名 1 室 は 部 屋 数 に 限り が あり ます |※ ゆ 一 ⑩ は 九州 10 の 観光 いい と こ ど り を 示し ます 


MC 京 午 こ 


因 竹 付 き ! 新型 コロ ナウ ィ ル ス に 関す る 旅行 参加 条件 に つい て は 
PE 小 36 国 の 指導 に 基づき ます 。 新型 コロ ナウ ィ ル ス の 感染 状 
事業 を 停止 ・ 変 更 す る こと が あり ます 。 


用 
下 石島 に 運 泊 ! は じ め て の 石島 列島 
> 2 


福江 島 本 新居 和 計 の 男 す る 

に の 戸 } トラ ス ド が 美 パ 

交 | 3 代 人 | しま 生 | お か い 天 | |_ | 中 部 (7.30-9.00 発 長崎 氏 ( 昼 に 登 天 主 堂 = カト リッ | 

ーー の 還 C8O り ) 」 | 1 フル 清信 T( ヶ 人 = 揚 和 GOTO TSUBAKI HOTEL(8) 日 妥 
5 2-3 名 1 室 102.000 円 22.000 円 |80,000 円 

80.000 加 1 1 ] | | 宏 エ .… 福 江 港 一 (フェ リー) 上 五島 = 頭 ヶ 島 天主 堂 (西日本 

は % 円 | ! 名 ] 室 |117.000 円 」22.000 円 」 95.000 円 |2| で は 珍し い 石 造り の 教会 世界 遺産 ) ニ = 上 五島 (昼食 )= よ ち 

157 000 2 うる 1 室 | 122.000 円 | 22.000 円 100.000 円 | 島 - 福 江 港 … 福 江 ・ 同 上 ( 連 泊 ) 太 自 由 夕食 

際 円 軸 1 名 1 室 |137.000 円 22.000 円 | 115.000 円 R 記 食堂 五島 灘 (五島 産 の 食材 に よる 朝食 を : し み 


還 | な が ら 競 り を 疑似 体験) 鎧 瀬 燈 岩 井 持 浦 教会 ルル 
1 還 2 日 ョ 2-3 欠 142.000 円 | 22.000 円 120.000 円 3| は に 清 崎 展望 台 ニ 下 石島 昼食) 高浜 ピー テー 福江 長 
| 出発 日 本 四 I[1|・20 日 1 名 1 室 | 157.000 円 | 22.000 円 | 135.000 円 | | 論 か 中 部 (20:30 一 22:00 着 ) 剛司 
11⑯ 日 消 科 は 、 天 引前 の 旅行 代金 を 量 準 に 算出 いた し ます | 現地 本 事情 に より 行程 大 序 が 入れ 替え と な る 場合 が あり ます 
出 sgm052(300)0022 詳 E3 は フラ ブツ ー リ ズム 九州 | 検 索 
電話 受付 時 間 (日 | 祝 は 休業 ) "月 - 土 9:15-17:30 


浴 こ の ペー ジ の 企画 - 実 施 営 業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 


(He ご 信 半生 SS . 革 ③「 局 | 出 弄 造 ) 環 要 茜 目 


120 あや: に コッ に 3 


斗 通 S さ ー ス 


ー ふ で ふせ ー さ で 国 宮 と 補 S 吾 征 副 二 店 S 当 還 


園 ( 宮 光 


ご 案内 io 1 名 1 室 同 旅行 代金 8 


比較 提 雑 の 少な い 
午前 中 に ご 案内 
1 に ss 


斗 王 S さ ー4 


エメ ラル ド グ リ ー ン の 火口 湖 旧 宿 場 町 の 名 残 の ある 町 並 を 自由 散策 


所 基 香 せ S 呈 凍 品 一 . ゆ 甘 S「 選 | 隔 層 基 ) 隔 記 症 
ー ユ さぶ ン 圏 ( 陣 光 源 ) 一 ふさ YY ふせ ー さ ご 国 吾 宰 S 回 副 光 当 較 


PE 較 コー ス 番 号 73902-C26 Tnrmns 
円 1 名 様 参加 で も 客室 の 割増 料金 が か か り ま せん ! HH 
m im と 
人 必 胃 2023 年 4 月 に リニュ ー ア ル し た 和 鶴 ヶ 城 で は 約 2 時 間 滞 在 9 
る 暫 還 銀山 温泉 ・ 日 本 三景 松島 山寺 * 准 ヶ 城 公 南東 北 決定 版 MD 
umamen om ] 隊 人 EHkEEEHEtHHNE 
ょ 内 eg 側 こ 台 ニ 松 | に えら 
汗 69,900 本 79,900m | て 洋上 か TP は 10 了 
が 
無 RM69.900 円 、OEh71.900 円 茂 王 エコ ご 生 ・ お 補 ( キ の ソン ボル! エメ ラル ド グ る 
| HE074.900 円 、@ED79.900 円 | リー ン の 火口 湖 ) = 郡山 市 内 ・ 郡 山 ワ シン トン ホテ ル ( 泊 ) 攻 属 蛋 | 社 


| 郡山 市 内 ニ 鶴 ヶ 城 公園 (2023 年 4 月 リニュ ー ア ルオ ー プ ン ! た っ ぷり 約 2 

3 | 時間 滞 在 / 天 守 導入 場 科 込 み ! ) 三 大 内 宿 (上 宿場 町 の 名 残 の ある 町 並み 
| を 自由 散策 ) 郡山 一 新幹線 「 や ま び こ ] 号 一 東京 一 新幹線 [の ぞ 2 き 
| 屋 (19:30 一 21:30 着 ) 


※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 認 い た だ け ま す ※ ツ アー の お 申込 時 に 、 ご 同行 者 の お 名 前 ・ 住 所 ・ 電 話 番号 ・ 生 年 月 日 を お 伺い いた し ます 
真 は すべ て イメ ー ジ で す の の 企画 ・ 実 施 営 業 所 は 名 古屋 国内 旅行 セン ター で す 【 管 理 番号 :30065】 


近鉄 クル ププ ラプ" ツー リズ ム 株 式 会 社 結 培 品 re 05 の (300)0022 5 


お 問い 合わ せく だ さい 


出 8l'11. 還 (日 記 末 ⑪ 8-⑳ 日 
肖 罰 ⑯⑰.19.22 


